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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ






　静まり返るリビングで、ラーフは言った。

「あれ？　聞こえなかったかい？　だからね、僕がアキト君を殺してくるよ」

　平和主義という言葉が擬人化したような顔で、ラーフは優しくそう告つげた。

　年は二十代半ば。ゆったりとした服は白く、ラーフの褐かつ色しよくの肌はだと細身によく映はえる。

　額の赤いビンディはインド人である彼なりのオシャレ……ではなく、ビンディが女性用だと知らない子供達たちにプレゼントされて、黙ってつけてあげている。

　ラーフの柔にゆう和わな声に、リビングにいた家族達、パンデモニウムのメンバーはざわめく。ここは自宅兼アジトで、今はセリアを保護するかどうかという話し合いの真まっ最さい中ちゆうだ。

　セリアが望まないなら連れて来る必要は無いという穏おん健けん派は。

　セリアの身に何か起こる前に連れて来るべきだという過か激げき派は。

　今は過激派が優勢で、穏健派は秋あき人とを材料にして過激派を説せつ得とくしようとしていた。セリアは、秋人が自分を守ってくれると信じているし、魔王殺しの秋人相手に魔王使いは相性が悪い。なのにその男性、ラーフは温和な眼まな差ざしを変えることなく、また口を開いた。

「アカ・マナフが負けたのはサードサモンで遊んだからさ。だから僕は小細工抜きで、ラストサモンの直接的な戦闘力で殺すよ。アキト君が死んだらセリアちゃんの目も覚さめるさ」

　秋あき人とを殺すなら、多対一だと誰だれもが思っていた。でも、家族達たちは徐々に得とく心しんし始めた。

「確かにラーフおじ様なら、あたしらが一〇人で行くよりも確実だよね」

　肯定的な子供達の反応に、ラーフは口元で笑みを結むすぶ。大人達も、納得せざるをえない。

　現代では一般的に、魔神、悪神、邪じや神しんなど負の神やそれに準ずるものを魔王と呼ぶ。

　そしてキリスト教の七大魔王を束たばねるサタンなど、各勢力の頂点を大魔王と呼ぶ。

　その力は並の魔王を遥はるかに凌しのぎ、雲うん泥でいの差があると言っても良い。

　そしてインド神話の魔神勢力に頂点はいないが、現代ではその強さから、ラーフが大魔王として認識されている。彼こそは最高神ヴィシュヌに首を切り落とされても平然とし、それどころか首だけで天上の月と太陽を喰らうという意い趣しゆ返がえしをした魔神だ。

　秋人が戦った魔王ドゥルジや、準大魔王アカ・マナフも、力の強さではラーフに負ける。そんな彼が、最終召喚形態ラストサモンを使うと言うのだ。家族達の信頼が厚くなるのも、当然だろう。

「それにしても流石さすがはおじ様よね。最終召喚形態なんて、尊敬しちゃう」

　子供達がラーフに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向け、浮ついた囁ささやきを始める。

　魔王使いである子供達の力は強く、年齢に関かかわらず全員が第三召喚形態サードサモンまで使える。

　だが最終召喚形態は、世界でもパンテオンの四よん大だい使し徒となど、限かぎられた人間にしか使えない。視点を変えれば、ラーフの実力は四大使徒の一人である日ひ上がみ宮みや子こと同等とも言える。

　ラーフはやわらかい声で『パイモン』と言って、視線をリビングの隅すみに投げた。

　一人用の椅い子すで携帯ゲームに興きようじるその少女は、ぶっきらぼうに返事をする。

「あんだよオジサン」

　金髪碧へき眼がんで、年頃の女子なら思わず頬ほおを染めてしまいそうな少年顔の美少女だった。

　けれど、美形を台無しにする渋じゆう面めんを作り、パイモンは顔を上げた。ゲームを中断させられたから怒っているわけではない。パイモンは誰に対してもこんな態度だ。

「君の、この世の全すべてを知ることができるというスキルは確か、どっちが勝つとか、計画は成功するかとか、結果を知ることはできないんだよね？」

「ああ、オレの能力は未来に対しては制約がつくんだ。天気や地震の予知なら百発百中だけどな。っで、今度は何が知りたいんだよ？」

「僕一人と、アキト君とその仲間の一対五、どっちが強いのかな？」

「オジサン」

「都合よくアキト君がラストサモンに覚かく醒せいしたら？」

「……ギリ、オジサン」

　言葉を濁にごすパイモンに、ラーフは満足げに頷うなずく。

「うん、じゃあ、決まりだね。みんな、もう心配しなくていいよ」

　ラーフの笑みに反論する家族はいない。穏おん健けん派はは、肩身が狭せまそうに黙っていた。






第一章　人類滅亡






　ブースト事件でアカ・マナフと戦った日から五日が経たった木曜日。

　チュリスが退院する今朝は実に気持ちが良く、さわやかな気分で目め覚ざめ、歯を磨みがき、着替えを済ませた。理由は単純。最近俺おれ、色々と上う手まくいっているんじゃないか？

　ヤマトタケルと契約してから約二ヶ月。

　もう第三召喚形態サードサモンと八劔やつるぎ神がみスキルや基本技を使えるし、奥義である『東とう西ざい無む双そう』と『草くさ薙なぎの大たい波は』も会え得とくしている。これも百ゆ合りの修業のおかげだ。でも、アカ・マナフとの戦いでは魂の力、魂こん力りよくを使うという超高等技術を自力で会得してしまった。

　国連軍パンテオンや国際テロ組織パンデモニウム相手にセリアを守り切り、幼おさな馴な染じみのチュリスも助け、正直順じゆん風ぷう満まん帆ぱんと言って差さし支つかえないだろう。セリアを守る為ために、一日も早く兄貴より強くなると誓ちかった俺だけど、なんだかいけそうな気がする。

　おっと、俺のヒロインであるセリアは当然だけど、友達のチュリスのケアも考えないと。チュリスはブーストの力を失った事で、きっと第三召喚形態が使えなくなっているだろう。それで落ち込んでいるかもしれないから、その辺のフォローもしないとな。

　俺は朝ご飯を食べようと、気分良く自分の部屋から出ようとした。

　その直前、頭上から可愛かわいらしい幼女の声が、古風な言葉遣いで語りかけて来る。

「当たり前じゃろ。兄である春はる樹きと違い、お主ぬしにはこのわしがついておるのじゃからの」

　声の正体は、俺に取とり憑ついている霊体少女の百合だ。

　俺の持ち霊はあくまでヤマトタケル。百合は俺と契約している召しよう喚かん霊れいではなく、本当にただ取り憑いているだけの存在だ。その正体は、俺の父さんの元持ち霊である。

　父さんが死んだ時、遺言で俺の事を託されたらしい。

　ものごころついた時には、もう俺に取り憑いていた。

　そして、声が心の中ではなく、頭上から降って来る理由だが……

「お前、なにしてんの？」

　百合はいつも俺の中、俺の精神世界に住んでいる。でも今は霊体のまま、俺の首にまたがり、肩車の状態だった。百合の重みや体温は心地よいので、まぁ悪い気はしない。

「存在感を出しておかんと、セリアにますこっとぽじしょんを取られてしまうではないか」

　百合はちょっとすねた声を出す。

「お主、最近セリアばかり可愛がってわしに冷たいぞ」

「お前マスコットのつもりだったのかよ。俺は脳内嫁のつもりだったんだけどな」

　俺がそう答えると、百合が、はにかんだ顔で俺の顔を覗のぞき込こんで来た。

「な、ならば二に足そくの草鞋わらじじゃ。わしはますこっと兼脳内嫁なのじゃ」

　声をはずませながら俺おれを離すまいと、俺の頭を力いっぱい、ぎゅ～っと抱き締めてくる。

　いつもながら可愛かわいいやつだ。

　俺は部屋を出ると、真まっ直すぐリビングへ向かった。

　リビングの食卓では、美み夏なつ姉さんが朝食の配はい膳ぜんを終えるところだ。俺らの席にだけ納豆が置かれ、納豆が苦手な西洋人のセリアの席には、白米の味付け用に四種類のふりかけが置かれている。飲み物も緑茶が用意されている一方で、テーブルの真ん中には牛乳パックが鎮ちん座ざしている。『緑茶が苦かったら牛乳でどうぞ』というメッセージが聞こえてきそうだ。

　箸はしの練習中であるセリアの席には、箸と一緒にスプーンとフォークが用意されている。これも『辛つらかったらこっちを使ってもいいんだよ』という姉さんの優しさだ。

　流石さすが姉さん。ダテに濡ぬれ羽ば色いろの青髪巨乳じゃねぇぜ。

「台無しじゃな。結局お主ぬしが髪フェチで巨乳好きということしか伝わらんぞ」

　言いながら、百ゆ合りは平らな胸、もとい、ちっぱいを頭に押しつけて来た。貧ひん乳にゆう幼おさな馴な染じみのブリジットに抱きつかれると、ささやかながらも確かな感かん触しよくを得られる。でも無乳の百合では、着物の触しよつ感かんしか伝わらない。俺はセリアに聞こえないよう、心の中で喋しやべる。

　──しょうがないだろ。姉さんの髪が綺き麗れい過ぎるのは確かなんだから。

　姉さんの髪はただの黒髪じゃない。艶つやが良すぎるあまり、光の反射具合で色が変わり、日本人の理想美と言われる青みがかった黒、濡羽色なのだ。

　姉さんのブラコンぶりには迷惑しているが、この髪には興奮せずにはいられない。

「二人とも、弟ちゃんが来たわよ」

　姉さんの呼びかけに、テレビを見ていた美み冬ふゆとセリアが首を回した。

　ソファから立ち上がり、セリアは俺の隣に、美冬は姉さんの隣に座った。俺から見て右にセリア、正面に姉さん、右斜めに美冬というのは、自然と決まった席順である。

　今日もツーサイドアップの髪型が可愛い、愛いとしの妹と距離があるのは如何いかんともしがたい状況だ。しかし美冬との距離が遠いのも、ツン期が長すぎて全然デレないのも耐えられる。

　何せ俺の隣には『銀髪紅こう瞳どうクール洋爆乳ヘッドホン装備実は甘えん坊仕立て風美少女』が、いるのだから。

「最低じゃな。お主がもう美少女なら誰だれでもいいチャラ男にしか見えんぞ」

　──馬ば鹿かを言うな。俺は外見じゃなくて中身で見ているんだぞ！　例えばほら！

　俺はセリアをジッと見つめる。やがてセリアが俺の視線に気づいて見つめ返してくる。

　いつもの無口無表情無感動。微動だにしない真紅の瞳ひとみは鏡のように俺の顔を映し続ける。

　そして俺が熱い視線を送り続けると、セリアは徐々に頬ほおを紅こう潮ちようさせ、不意にうつむいた。

「あの……アキトさん……どうか、されましたか？」

　──なっ！　滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いだろ!?

「お、おかしいのぉ。中身の魅み力りよくなのに下げ衆すく聞こえてしまうのじゃ……」

　百ゆ合りは俺おれの頭上で、眉み間けんに指を当てて悩んだ。

　そこへ美み冬ふゆが、名前の通り真冬が如ごとき冷たい声で俺を罵ののしってくる。

「セクハラですよ兄さん」

「見ただけで!?」

「兄さんの視認は漏れなく視し姦かんになるのです」

「うぅ、酷ひどいよセリア、美冬がいじめるんだよぉ」

　俺がわざとらしくセリアにすり寄ると、セリアは優しい手つきで俺の頭をなでてくれた。

「アキトさん、元気を出して下さい」

　その様子を見た美冬が、犬のように吠ほえる。

「兄さんから離れて下さいセリアさん！　でないと妊娠しちゃいます！」

『妊娠』と聞いた途と端たん、セリアは両手で俺の頭を滅め茶ちや苦く茶ちやにし始めた。無表情のまま息を荒げ、一心不乱に俺の頭をかきまわしてくる。

「子供、子供、アキトさんの子供っ」

「ちょっ、セリア。髪が引っ張られて痛いから！　やめて、セリアさん、セリアさーん！」

　姉さんは一人、平和そうな顔で笑った。

「二人とも仲がいいわね」

「二人の仲は私が引き裂いてみせます！」

「妹よ、君はもう少しお兄ちゃんに優しくてもいいんじゃないかい？」

「あ、初しよ等とう部ぶ生の持ち霊特集が始まりますよ」

　美冬は俺を無視して、その視線をテレビに注そそぐ。

　妹よ、テレビよりお兄ちゃんに構っておくれ。と、俺は悲しい気持ちになった。

　俺の頭がセリアから解放されると、ニュース番組はコーナーの本題に入る。

　先週、この独立学園国家に存在する各学園の初等部で、持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきが行われた。

　今朝はその儀式で、高位の召しよう喚かん霊れいを持ち霊にできた生徒へのインタビューが特集されていた。テレビに映る生徒達たちは皆、神霊や神話英えい霊れい、高位の怪物などを召喚できた子供達だ。

「あれ？　そういえば美冬も神獣級の狛こま犬いぬを召喚したんだよな？」

　美冬の全身が、有り得ない程に跳はねあがって硬こう直ちよくした。

「いや！　それはれす、ねぇ……」

　呂ろ律れつが回らず目を回す美冬。次の瞬間、テレビに美冬が映った。

『ここ、これからは、し、神獣つきゃい、使いとして、ガンバリますっっ』

「いやぁあああああああああ！　見ないでぇええ！」

　テレビに映る自分以上に顔を赤くして、美冬はソレを隠すように投影画面に張り付いた。

「うあああっ、こんなの絶対カットされると思ったのになんで流れているんですかぁ!?」

　涙目の美冬とは対たい照しよう的てきに、美み夏なつ姉さんは笑顔だ。

「初うい々ういしさが出ていて逆にプラスだったんじゃない？」

「肖しよう像ぞう権けんの侵害です！」

　じゃあ最初から取材拒きよ否ひしろよ。と、俺おれは思わずにはいられなかった。

　美み冬ふゆは涙を滲にじませながら、姉さんに手を引かれて食卓に戻って来る。

　その間に、ニュースは国外の有望な子供達たちの紹介を始める。

　一番環境が良いのがこの独立学園国家というだけで、自国に独自の召しよう喚かん術専門学校を持つ国や、親からの英才教育で召喚術を学ぶ子もいる。

　人数はごく少ないけど、そうした国外の子供達も紹介し終わった。

　すると、突然画面が変わり、重たい表情のニュースキャスターが顔を出す。

『皆様、緊急ニュースです。中東Ａ国で、魔王が召喚されました』

　俺達四人の、百ゆ合りを入れれば五人の視線は、否いや応おうなくテレビに釘くぎづけにされる。

　ニュースによれば、昨日、中東Ａ国のとある少女が持ち霊召喚の儀ぎ式しきで魔王を召喚。少女は逃亡し、地元の警官が射殺した。それが今、Ａ国から正式に発表されたらしい。

　当然、普通は殺人罪に問われる。だが、地元民からは魔王を退治した英えい雄ゆうとして警官の無罪を求める声が高まり、Ａ国内の世論も警官を擁よう護ごする動きが強いようだ。政府も危険を未然に防ふせぐ為ためだったと、超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちとして警官を無罪にする方針を固めているらしい。それを聞いて、俺の中でドロリとした嫌な感情が渦巻く。












　少女を救いたかった、という安い正義感じゃない。

　こんな事を容認してしまえる社会そのものを嫌けん悪おしてしまう。

　俺おれらから兄貴を奪った社会は、罪も無い少女の命も奪うようだ。

　でも、今は俺の感情なんてどうでもいい。

　自分と同じ魔王使いの子が射殺されたなんて聞けば、セリアが平静でいられる筈はずがない。

「セリア」

　俺が手を握にぎると、セリアは沈んだ表情で俺を振り向く。

　無表情でも無感動でもない。真紅の瞳ひとみの奥には、確かな悲しみが震えていた。

「大丈夫だよ。セリアは俺が、一生守るから」

　セリアの口から、悲しみと希望が混ざった声が漏れる。

「……アキトさん」

「でもごめんな。俺はセリアのヒーローで、セリアの事が一番大事だから、他の子は守れない。もちろん家族の姉さんや美み冬ふゆ、友達のブリジットやアイリーン、チュリスの事も大事だから守る。でも、困っている他人を見つけるたびに出動して、世界中を飛び回るような事はできない。世界を守るスーパーヒーローになれるほど、俺の手は大きくないんだ」

　セリアと同じ境きよう遇ぐうの、魔王使いの子供達たち全員を救えたら、それは凄すごく素敵な事だし、セリアも喜ぶと思う。でも、俺にそんな力は無い。まして俺が出動している間にセリアの身に何かあったら、セリアも一緒に行って戦闘に巻き込まれたら……考えるだけで恐ろしい。

　確実にセリアを守る。それが俺の小さなヒーロー道だ。

　セリアはそんな俺の手を握り返して、俺を安心させてくれる温かい声で励はげましてくれる。

「いいえ。アキトさんの手は、すごく大きくて、優しいです」

　セリアは嬉うれしそうに頬ほおを染めて、少しうつむいた。

　う～ん可愛かわいい。最初は無口無表情無感動だったけど、本当に変われば変わるもんだなぁ。

　俺はしみじみと感動してしまう。

　すると、俺に肩車されている百ゆ合りが、両手を合わせて頬に添そえ、乙女チックな声を出す。

「白馬に乗った王子様ならぬ、ドラゴンに乗ったヒーロー様が現れれば当然じゃ」

　──ドラゴンに乗ったっていうか、今は乗られているんだけどな……

「こんな可愛い幼女をドラゴン扱いとは何事じゃ！　それにわしはもっと高等な存在じゃぞ！　神々よりも凄いんじゃぞ！　神々なんぞわしの災さい厄やくで滅びるぞ！」

　俺は毎晩、夢の中で繰くり広ひろげられる百合との修行を思い出す。

　──え～、あの剛ごう腕わんはどう考えてもドラゴンだろお前。

「ムキー！」

　両足で俺の首を、むぎゅっとしめつけてくる百合。

　おぉう。少し苦しいけど、つるつるぷにぷにの肌はだが押しつけられてきもちいい。幼女の生足をマフラーにするなんてご褒ほう美びだな。まったく、幼女は最高だぜ。

「アキトさん？　首が……」

　セリアの目には、俺おれの首が見えない何かに締めつけられているように見えているだろう。

「おっと、今朝は寝ね違ちがえたかな。首がガッチガチだぜ」

　俺は首をもむフリをする直前、百ゆ合りのふともも伝いに着物の裾すそから手を滑すべり込こませた。

「ひャぁんッ！」

　百合が、幼女にあるまじきエロい嬌きよう声せいをあげて足を緩ゆるめる。

　セリアを誤ご魔ま化かし俺は朝食を再開するが、美み冬ふゆと美み夏なつ姉さんが俺に白い目を向けている。

　二人には百合が見えなくても存在は知っているわけで、俺の首の状態から百合が今どこにいるか、俺の指の動きから百合に何をしたのか予想できたのだろう。

　ちなみに姉さんと美冬は、俺が年がら年中、幼女から大人の女性まで自由自在のノーパン少女と一緒にいる事にやや否定的だ。自分達たちに取とり憑つくようお願いした事もある。

　もっとも百合は『馬ば鹿かな子ほど可愛かわいい』とか言って俺から離れないのだが。これは俺が一番手がかかるってことか？　俺が一番ダメな子なのか？

　そんな事を考えていると、百合は赤面しながら俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「急に変な所を触るでない。変な気分になってしまうではないか……」

　そう言って百合は、足で俺の首を抱き寄せる。

　──うわぁ。そのセリフは少女形態で言って欲しかったなぁ。今の姿じゃ犯罪だ。

「こうか？」

　百合の足がスラリと伸びて俺のふとももに垂たれる。おっぱいが一気に膨ふくらんで、頭の上にずしりとかぶさって来る。俺の首をはさみこむふとももは、ムッチリと肉付きが良くなって、頬ほおにこすれて極上の触しよつ感かんを楽しめた。

　中高生ぐらいの容よう姿しになった事で体重も増加。俺の肩には、ふとももとヒップのステキ過ぎる重みが加わり少しも辛つらくは無い。でも、流石さすがにこれはやり過ぎだ。

　丈たけの短い着物を着て、ノーパンの百合が肩車になりながら両足で俺の体を引き寄せるから、俺のうなじには熱くてやわらかい、ぷにぷにとした感かん触しよくが脊せき髄ずいや脳にまで浸透する。

「アキトさん？　顔が赤いですよ？」

「そうか？　気のせいだよ。はは」

　──おい百合、姉さんと美冬が両目から曇くもりなき純度一〇〇パーセントの殺人光線を放ってきているから早く元に戻ってくれ。

　姉さんと美冬は、俺の服のよれ具合から、百合が幼女形態から少女形態になったであろうと予測をつけたに違いない。百合が幼女に戻るまでの間、美冬は侮ぶ蔑べつの視線を、姉さんは冷めきった怖い笑顔を俺に向け続けた。

　唯一、セリアだけが不思議そうな顔で俺と姉さん達の顔を見比べている。

　あぁセリア、君は俺おれの心のオアシスだよ。

　しかし、俺がセリアの存在に感謝している時、それは起こった。

『全世界の皆様。お初にお目にかかります。パンデモニウムの父親、サタンです』

　外から聞こえて来た聞き覚えのある声に、俺は立ち上がる。

　セリア達たちもすぐに、ベランダへと急いだ。

　見上げると青い空や、街中の至るところに巨大な画面が現れて、サタンが映っている。

　サタンは、以前公園で会った時のように温和な顔で、だけど至って真面目まじめな声で告つげた。

『この映像は私の家族が持つとあるスキルにより、全人類へと届いております。さて、もう知っている人もいるとは思いますが、このたび、Ａ国にて無む辜この少女が射殺されるという痛ましい事件が起きました。魔王を召しよう喚かんした。ただ、それだけでです』

　サタンの声はやや厳しいものになり、優しい眼まな差ざしにも凛りんとした強さが宿る。

『持ち霊の性質は召喚者の人間性の表出である。これは何の根拠も無い俗説です。このような差別はあってはなりません。私は今まで国連に、そして世界に訴うつたえ続けました。ですが、世界は一いつ向こうに私の声に耳を傾かたむけません。私が平等を訴えて、もう一〇年以上の月日が経たちました。なので、これを最後のメッセージにしようと思います』

　魔王使いで構成された国際テロ組織、パンデモニウムのボスが語る最後のメッセージ。

　俺は、自然と息を呑のんで、サタンの口元に注目して動けなかった。

『Ａ国は少女を射殺した警官に法に基もとづき適切な処分を下す事。Ａ国は国際的な場で少女に謝罪をする事。国連はパンデモニウム全メンバーの指名手配を解除する事。そして持ち霊による差別を禁止する法ほう令れいを整せい備びする事。これら全すべてを、一〇日以内に行ってください』

　言葉が出なかった。一中学生に過ぎない俺でも、どれだけ大きな要求かは想像できる。

　そんな大がかりな事をたったの一〇日で決められるはずがないだろう。

　でもサタンは、そんな俺の心を見み透すかしているようにして続けた。

『断っておきますが、一〇日では無理という言い訳は通じませんよ。これらの事を決めるのには特別な会議を開かねばならず、会議を開くのには規定の手続きが必要で……そんなの得意の超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちでなんとかして下さい。主権者はすぐに今私が要求した事を決めて下さい。政治家は全員それに従って下さい。学園国家時間で一〇日後、来週の日曜日の正午までに何の動きも見られないようであれば、私が超法規的措置として世界を滅ぼします』

『世界を滅ぼす』俺は一瞬理解が追い付かなかった。同どう音おん異い義ぎ語ごの、何か別の言葉かと思ったが、数秒後に理解した。サタンは今、本気で世界を滅ぼそうとしているのだと。

　俺は魔王使いの実力を知っている。

　子供のドゥルジでさえ『不死』『強制腐ふ食しよく』『死の病やまいの蔓まん延えん』という最強能力を持っていた。準大魔王のアカ・マナフに至っては、素人しろうととはいえ魔王殺しである俺を圧あつ倒とうした。

　魔王。最強の肩書を冠かんするに相応ふさわしい、掛かけ値ねなしの最凶。一人一人が世界トップランカークラスの持ち霊を持つ魔王使いが、パンデモニウムには何十人もいる。

　そしてアカ・マナフを超える大魔王使いだって、何人もいるだろう。

　その戦力は、大国いくつ分になるか想像もできない。

　みんなに考える時間を与えたつもりなのか、しばらく口を閉ざしたサタンは、俺おれの考えを肯定するように告つげる。

『今、私の話を聞いて多くの人が、そんな事できるはずがない、そう思ったと思う。でも、世間は必死に隠しているけれど……我々はパンテオンよりも遥はるかに強い！』

　サタンは語気を強めて、脅おどすような空気をまとう。

『我々は魔王使いだ。一人一人が高位神霊並。大国で軍のエースを張れる程の召しよう喚かん霊れい使いしかいない。それが私達たちだ。今までは穏便に事を進めたかった。だから手心を加え続けてきたんだ。でもみんなが、あくまでも魔王使いは死んで当然と言うなら仕方ない。我々は自じ衛えいの為ために、正当防衛で世界を滅ぼさせてもらう。あらためて言おう、これは正当防衛だ！　パンテオン最高戦力の十二英えい雄ゆう並の魔王使いが数十人。四よん大だい使し徒と並の高位魔王使いが数人。さらに私を含める何人かの大魔王使いは四大使徒よりも強い、これは事実だ！』

　そこまで言うとサタンはうってかわり、余裕の表情で声こわ音ねを優しくする。

『私を倒したければ、世界の全戦力を投入してくれ』

　その言葉を最後に、サタンの映像は消えた。同時に、街中から人々のざわめきが聞こえてきた。その様子から、人々の混乱がうかがえる。

「姉さん。今のどう思う？」

　俺の問いに、姉さんは眉まゆ根ねを寄せる。

「解わからないわ。本当にそれだけの戦力があるなら、どうして今まではそうしなかったのって思うけど、持ち霊のラインナップを考えればパンテオンより強いのは納得できるわ」

　続けて、美み冬ふゆが声を硬くした。

「向こうは魔王オールスターなのに、正義側は神様オールスターとはいきませんからね」

「そうなのですか？」

　セリアが尋たずねてきて、俺は頷うなずいた。

「ああ。向こうはキリスト教の七大魔王とか、各神話や宗教の魔王の大半を揃そろえている。でもパンテオンや各国の軍は違う。ギリシャはオリュンポス十二神を揃えていないしな。パンデモニウムは本当の最強揃いなのに、こっちは準最強が混ざった混成部隊だ。でもさ」

　俺はニヤリと笑う。

「あいつらは同じ魔王使いのセリアに危害は加えないだろうし、巻き込まれそうになったら俺が守るから大丈夫だぞ」

　セリアの肩を抱き寄せると、セリアはパッと赤面してうつむいた。

　く～、可愛かわい過すぎるぞセリア。

「じゃあ私は兄さんの毒どく牙がからセリアさんを守ります！」

「じゃあ美み冬ふゆは俺おれがセリアに夜よ這ばいをしないよう、俺を見張っててくれ、ベッドの中でな」

「それは姉さんに任まかせます」

　美冬が機械的に言うと、美み夏なつ姉さんが俺の背中に抱きついてくる。

「弟ちゃん、早速今夜から一緒に寝ようね」

「いやだぁ！　俺はセリアと一緒に寝るんだぁ！」

　背中に押しつけられる巨乳の感かん触しよくに耐えながら、俺はセリアの肩にしがみつく。

　セリアはますます顔を赤く染めながら、恥ずかしそうに唇くちびるを噛かんでしまう。世界滅亡宣言の後でも、こんな風にバカ騒ぎが出来る。そんな日常を大事にしたいと、俺は思った。


　　　◆



　あれからテレビは、すぐにどのチャンネルも緊急ニュースが流れた。どのニュースでも、独立学園国家の理事長からのメッセージが伝えられる。理事長は生徒達たち国民に、サタンの宣言はハッタリだから気にしてはいけない。今日も落ち着いて登校するように促うながしている。

　事実、休校の連絡は一切なくて、俺らは普通に登校。でも、朝から学校はどこもサタンの話題で持ち切りだ。そうして、今日も模も擬ぎ戦せん授業の時間になる。

　俺らは一度グラウンドで担任のクロエ先生の前に並んでから、他の生徒同様散らばった。

　同じ班である俺、セリア、ブリジット、アイリーン、チュリスの五人でぞろぞろと歩きながら、今朝の事がやはり話題になった。

「サタンのアレには驚いたわねぇ。朝からみんなその話ばっかだし、ネットも大おお賑にぎわいよ」

　俺に携帯端末の画面を見せるのはブリジット。

　燃えるような赤髪が魅み力りよく的なスレンダー美少女で、揺れるサイドテールが俺の視線を誘導する。とても友情に厚い女の子で、頼りになる自慢の幼おさな馴な染じみだ。

「へぇ凄すごいな」

　画面の検索一覧には、サタンに関するスレッドがいくつも並んでいた。

「あんなハッタリに騙だまされて、本当に、凡民は単純ですわね」

　余裕溢あふれる表情で金髪をかきあげるのはアイリーン。

　金髪ドリルヘアーがベストマッチする本物のお嬢様で、セリアと肩を並べられるような絶世の美少女だ。普段は余裕ぶっているけど、本当は寂さみしがり屋やで数少ない友達を過か剰じように愛めでる可愛かわいい子だ。アイリーンも俺の自慢の幼馴染の一人だ。

「アッキー、セリアちゃんの事はボクに任せてちょっとサタンを倒してきて下さいよ♪」

　茶髪のツインテールを揺らしながら『みゃは♪』と笑うのは、いつでもはじけるような笑顔でとっても可愛らしいチュリスだ。

　チュリスはブースト事件で、力を求めるあまり禁断の方法を使ってしまった。チュリスが退院したのは昨晩で、今日は久々の登校になる。

　最初は少し心配だったけど、退院したチュリスはお見舞いに行った時と同じで明るく、以前と変わらないようだ。でも、それは俺おれらを安心させる為ための演技かもしれない。

　できるだけチュリスの気持ちが楽になるよう努つとめようと、俺は決めた。

「おいおい、チュリスにセリアを任まかせたらつまみ喰ぐいされちゃうじゃないか」

　俺はおどけながら、チュリスのほっぺをつっついた。

「つまみ喰いなんてそんな。ボクはただセリアちゃんを食べ頃に仕上げるだけですよ！」

　俺は足を止めて、チュリスと肩を組んだ。そして密みつ談だんを始める。

「まじで？　それどんな感じに？」

「オクテなセリアちゃんをほぐしつつ、肝心な所はおあずけにしてですね、それからぁ」

　俺とチュリスがＲ指定な話をしていると、背後でセリアの可愛かわいい声がする。

「食べ頃？　仕上げる？　お二人は何の話をしているのでしょうか？」

　アイリーンの強がった咳せき払ばらい。

「ワ、ワタクシには何の事だか解わかりませんわ」

　ブリジットの重たい溜ため息いき。

「あー、セリアは気にしないでいいわ。アキトのバカにターボがかかっているだけだから」

　その後、アイリーンが恥ずかしそうに、小声で独ひとり言ごとを続ける。

「ア、アキトったら本当にエッチなんですから……あぁ、でも結婚した時の事を考えれば、殿方はそれぐらいの方が夫婦円満に。いけませんわアキト、そんないきなり、ァン♪」

　赤く染めた頬ほおに両手を当てるアイリーン。

　そして、超常の存在である百ゆ合りと五感を共有する俺には、全すべてバッチリと聞こえていた。

　──昼間から男友達を使ってエッチな妄想に浸ひたるなんて、アイリーンも思春期だなぁ。

　──えっ!?　注目するのはそこなのか!?　もっと大事なことがあるじゃろ？

　──何がだ？　それより、こうなったら俺もアイリーンでもっと凄すごい妄想をしてやる。

　俺は、頭の中で妄想を膨ふくらませた。

「なぁチュリス。ベッドでセリアとアイリにサンドイッチされたら良く眠れそうだよな？」

「おぉ、その機会があれば是非ボクも！」

「是非じゃないわよこの色ボケコンビ！」

　ブリジットがガンブレードを召しよう喚かん。俺とチュリスの顔の間に差し込んできた。

「ごめんブリジット、でも思春期の男子にはこういう妄想が必要なんだよ！」

　必死に正当性を訴うつたえる俺に、ブリジットは顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「あんたがスケベなだけでしょ。あと何でサンドイッチのパンがセリアとアイリなのよ！」

「え？　アイリとチュリスでもいいぞ」

「あたしは論外か！」

「え？　パンになりたいのか？　それならそう言ってくれれば俺は、ぽっ」

　俺おれは頬ほおに手を当ててフザけてみる。

「んなわけないでしょ！　ただ魅み力りよくが無いって言われているみたいでムカつくのよ！」

　とうとう火を噴かんばかりに声を張り上げるブリジット。このままでは俺はガンブレードで首を切られて、デュラハンの仲間入りをしてしまいそうだ。

　でも、俺はブリジットにもう少しいじわるをしてみたくなる。

「え？　ブリジットの体のどこにパンがあるんだよ？」

　わざとらしく、ブリジットのスレンダーな体に這はわせるように視線を上下させる。

　次の瞬間、とうとうブリジットは第二召喚形態セカンドサモンを使用。バイクスーツ姿になって、こめかみをピクピクと痙けい攣れんさせる。

「アキト～、あ、ん、た、ねぇ～！」

　声を震わせるブリジット。怒いかり心しん頭とうの幼おさな馴な染じみに俺は、あえてエッチな視線を向ける。

「前から思っていたんだけどさ。ブリジットの召しよう喚かん形態ってセクシーだよな」

「えっ!?」

　途と端たんにブリジットは目を丸くして、赤面の赤が怒りのソレから、別の赤みに変わった。

「だってほら、体にフィットしたバイクスーツだから、ブリジットの体のラインがぴっちりと浮き上がっているし。正直シルエットだけなら裸だろ」

　ブリジットは自身の体を見下ろして息を呑のんだ。ふとももから股こ関かん節せつ、お尻しり、くびれのラインを浮うき彫ぼりにして、局部にも隙すき間まなくフィットしているスーツ姿は、男子にはたまらないだろう。ブリジットは両手で体を隠しながら前まえ屈かがみになると、唇くちびるを尖とがらせる。

「ど、どこ見てんのよ!?」

「しょうがないだろ。そんなぴっちり体にフィットしていたら、お前の美び脚きやくやお尻やくびれが強きよう調ちようされちゃうんだから。赤髪美少女のぴったりバイクスーツ姿とか俺得すぎるわ！　思春期男子の心を弄もてあそんで何が楽しいんだ！　この魔ま性しようの女子め！」

　俺が逆ギレしながら本音をぶちまけると、ブリジットは恥ずかしそうに視線を外した。

「……わ、悪かったわよ。好きなだけ見なさいよ、もお」

　ブリジットは恥ずかしそうに背すじを伸ばして、腕で体を隠すのをやめる。

　──ふふ、やっぱり露ろ出しゆつもいいけど、フィットも大事だよな。

　──この娘、すれんだー系としては最高位の美び体たいじゃしのぉ。

　俺と百ゆ合りが上機嫌にブリジットを眺めていると、背後からセリアの声がした。

「アキトさん。サードサモン・ルシファー」

　振り返れば、そこにはセリアという名のリーサルウエポンがいた。

　胴どう体たい部分の露出度はビキニ同然。背中からは巨大な翼つばさが生えて、両りよう腕うで両りよう脚あしはちゃんと堕天使の衣装に覆おおわれている。なのにセリアの第三召喚形態サードサモンは、ふともも、下腹部、おへそ、深い谷間、下乳ならぬ上乳が丸見えだ。先週戦ったアカ・マナフの解放召喚オーバーフローよりも、遥はるかに威力のある一撃。俺おれは膝ひざが落ちかけて、鼻を押さえた。

「くぅっ、セリアの召しよう喚かん形態もセクシーでいいなぁ」

「アッキー、きっとセリアちゃんはこの濁にごった世界に舞い降りた天使なんですよ」

　俺同様、チュリスも締まりの無い顔でセリアの姿に見とれていた。

　でも、俺としては好きな子のエッチな格好が見られて幸福の絶頂だけど、他の男子には見せたくないという独占欲との板挟みになってしまう。

「ムッ、アキト、セカンドサモン・ハスター」

　アイリーンが、少女らしい可愛かわいらしさと清せい楚そな印象を共きよう存ぞんさせたドレス姿へと変わる。でも健康的な白い二の腕や胸の谷間が露ろ出しゆつしていて、清楚さの中にセクシーなアクセントが入っている。召しよう喚かん霊れいの多くは肌はだの露出が多い為ため、召喚形態はセクシーなデザインが多い。

　マリンスポーツ選手の水着姿が問題にならないように、大召喚術時代の現代では、女性召喚術師がセクシーな格好になっても気にする人は少ない。

　それでも、とびきりの美少女となれば話は別である。

　元々、みんなの召喚形態には魅み力りよくを感じていたけど、こうして観かん賞しよう会かいのような状態になると、ますます見とれてしまう。なのに、チュリスがさらに素す晴ばらしい事を言ってくれる。

「あー、でも同じ谷間属性ならセリアちゃんのほうが上かなぁ」

　美乳のアイリーンと、爆乳のセリアでは、どうしてもセリアのほうが刺激的になる。チュリスに指し摘てきされたアイリーンは負けじと、自分の武器を変えた。

「サードサモン・ハスター」

　アイリーンは、今度は貴族を思わせるような、派手で豪ごう奢しやなドレス姿へと変わる。

　そして……下乳が丸見えになった。下乳が形作る逆さ谷間の破壊力に、俺はよろめく。

「ぐはっ、最高だよアイリ。俺はアイリがいれば一〇〇年は戦えるよ。なっ、チュリス」

　すぐ隣のチュリスを見ると、何な故ぜかチュリスはアイリーンを見ていなかった。

　俺と同じ美少女好きのチュリスが見ているのはアイリーンではなく、自分の胸元である。

　ちょっと残念そうに唇くちびるを噛かんでから、チュリスは小さな手を、キュッと握にぎり締める。

「サードサモン・ケムエルッ」

　チュリスの制服が、たちまちシスター服の布を大だい胆たんにカットしたようなデザインへと変わり、背中から一対の飛行ユニットが構こう築ちくされた。

　俺の推定＆チュリス自身の話だとＢカップの胸は、しっかりとした谷間を作れていない。

　でも、胸元が露出したデザインはチュリスの美乳をちゃんと主張させて、女の子のふくらみが確認できる。

　むしろ谷間を作れないのに露出することで、愛らしい『いじらしさ』がにじみでている。シスターさんみたいな格好なのに、おへそやふともも、わき、二の腕も露出しているのがギャップで、セリアとは違うセクシーさを感じる。聖なるセクシーと名付けよう。

　フィットのブリジット。谷間のセリア。下乳のアイリーン。聖なるセクシーのチュリス。

　四よん者しや四よん様ようの魅み力りよくにメロメロな俺おれだが、とある事について追及せねばなるまい。

「なぁチュリス。なんでお前、第三召喚形態サードサモン使えるんだよ？」

　ブリジット達たちも『そういえば』という表情でチュリスに視線を向ける。

　当事者であるチュリスは、不思議そうに首を傾かしげた。

「ほえ？　ああこれですか？　なんでって、サードサモンが使える子も普通にいますよ？」

『そうなの!?』

　俺らの声がハモった。

「確かにマナフの力が消えて、大半の子はサードサモンを使えなくなりました。でも一部の子は使えるみたいですよ。多分サードサモンを使っている間に、本当にコツを掴つかんだか、元からサードサモンまであと一歩という子達だったんじゃないでしょうか？」

「ん、ていう事はチュリス、お前も第三召喚形態まであと一歩だったんじゃないか？」

　チュリスって自分で思うほど凡才じゃないと思う。というニュアンスで言ったのだが、チュリスは頬ほおを染めてうつむくと、上目づかいで俺を見つめた。

「それは違うよアッキー。だってボクがセカンドサモンに目め覚ざめたのは先月の事ですから、普通の成長にしては早すぎです。だから、これはきっとボクの精神的成長のおかげですよ」

　俺は思い出す。先週の日曜日、チュリスに愛の告白をされながらキスをされた事を。

　そりゃあ、ずっと昔から可愛かわいい子だと思っていたけど、幼おさな馴な染じみの女子にいきなりキスされて、夢心地と信じられない気持ちがないまぜになって、俺は今でもまだ戸惑っていた。

　俺とチュリスの間に甘あま酸ずっぱい空気が流れると、二つの声が俺らの間に割って入った。

「そうね！　きっと自分の持ち霊の正体を知って精神的に解放されたのね！」

「破壊天使ケムエルなんて素す晴ばらしいですわ！　これで貴女あなたも立派な戦力ですわ！」

　ブリジットとアイリーンは咳せき払ばらいをすると、軽く手を叩たたく。

「ほらアキト。さっさと模も擬ぎ戦せん始めるわよ。今日はどうする？」

　俺はちょっと助けられた気分で、ブリジットに向き直った。

「じゃあまたタッグバトルしようか。せっかくチュリスが第三召喚形態使えるんだ。これで俺らは全員第三召喚形態まで使えるようになったんだし、最初は性能確認といこうぜ」

「性能確認ですの？」

　聞き返すアイリーンに、俺は頷うなずき返す。

「ああ、まず戦闘慣れしている俺とブリジットのペア、第三召喚形態が使えるようになったばかりのセリアとチュリスのペアになって戦おう」

　横目で見ると、ブリジットの表情がパッと明るくなって可愛く笑っている。

「悪い所は俺とブリジットで指し摘てきするよ。その次は俺とチュリスが交代したペアな」

「なな、何な故ぜワタクシが入っていませんの!?」

　アイリーンが涙目で俺おれの肩に掴つかみかかってきた。青い瞳ひとみが涙で光って、ちょっと綺き麗れいだと思ってしまう。反面、少し罪悪感もあった。

「アイリは第三召喚形態サードサモン歴が一番長い俺らのエースだからな。客観的に見て俺ら四人全員の悪いところを指し摘てきして欲しいんだよ。頼んだぞ、エース・アイリ」

　アイリーンの瞳を流れ星が通り過ぎ、一〇〇〇万ドルの笑顔で体をくねらせる。

「いやですわアキトそんな『君の個人レッスンが欲しいよ』だなんて。あぁでもアキトがそこまでおっしゃるなら──」

　アイリーンの目が、熱っぽく上気した。

「夜のレッスン……も、ィヤン♪」

　ブリジットが鬼の形ぎよう相そうでガンブレードを振り上げた。

　チュリスが悪魔の笑みでマシンピストルを構えた。

　セリアが無口無表情無感動に高周波大おお鉈なたを召しよう喚かんした。

「お前ら怖すぎッ!?　ていうかセリア！　お前まだソレ持っていたのか!?」

　ソードビットやプラズマではなく、あえて大鉈を召喚したせいか、インパクトが違う。

　殺さつ傷しよう力りよくなら剣や銃の方が上だけど、大鉈って心理的恐怖が全然違うよな。

　──鉈はスプラッタ作品の定番じゃからのぉ。

　俺の中で、百ゆ合りも頬ほおを引きつらせた。

「は、早く模も擬ぎ戦せんしようぜ！　ほらほら配置について」

　俺は逃げるように、みんなへタッグバトルを始めるよう促うながした。俺＆ブリジットとセリア＆チュリスのペアは第三召喚形態で対たい峙じ。アイリーンは少し離れた場所で見守る形だ。

　そんな中、バイクにまたがるブリジットが俺の腕をつかみ、誘ってくる。

「ねぇアキト、せっかくだからコンビネーションの練習しましょ。うしろに乗って」

　ブリジットのバイク型ＡエイＦエフコシュタパワーの後部装甲が変形。後部座席ができると、俺は遠えん慮りよなく座らせて貰もらう。するとブリジットは、背もたれのように俺へ体重を預けてきた。

「何甘えているんだよブリジット」

　俺は、ブリジットの赤髪の匂においに気分を良くして、こっちも体重を預けてみる。

「えへへ、あんたとタンデムすると安心感が違うわね♪」

　俺を見上げる顔が可愛かわい過すぎて、俺は思わずからかってしまう。

「あんまりくっついていると襲っちゃうぞ」

　ブリジットは赤面。さらに背中を押しつけて来た。

　──え？　これって襲えって事？　俺、勘違いしちゃうぞ？

　──勘違いでもいいからさっさと襲え。

　百合が棒読みで指示した直後、アイリーンの怒声が聞こえる。

「何をしていますのブリジット！　試合開始ですわ！」

「ちぇっ」

　ブリジットは名な残ごり惜おしそうに俺おれから背中を離すと、バイクのアクセルを思い切り回した。

「じゃあ行くわよチュリス！　セリア！　アキトはあたしの防御頼むわよ！」

「任まかせなライダープリンセス。このグレートヒーロー様が守ってやんぜ！」

　ブリジットの耳が灼しやく熱ねつに染まった。

「潰つぶせコシュタパワー♫♫」

　カートリッジを使わずに、コシュタパワーは弾だん丸がん加速。

　零秒で音の壁を置き去りにしてセリアとチュリスに突とつ貫かんする。

　対するチュリスはマシンピストルで弾だん幕まくを張った。弾丸が地面に着ちやく弾だんするたびに、地面が氷で覆おおわれる。ブリジットの機動力を奪うつもりだろう。

「甘い！」

　ブリジットのコシュタパワーは水陸空宇全すべてに対応した万能バイク。ブリジットが軽く前輪を上げると、コシュタパワーは一瞬で空を駆けた。

　だが途と端たん、今度は地面から氷柱つららが伸びて俺らの行く手を阻はばむ。俺は斬きり倒そうと剣を構えた。でも、ブリジットは氷柱と正面衝突。一方的に氷の柱を打うち砕くだいて直進する。

　コシュタパワーの周囲にはバリアのような力りき場ばが発生していて、並大抵の攻撃では騎手にダメージを与える事は不可能だ。

　ただ俺らは知っている。その力場は、左右がやや薄めなのを。案あんの定じよう、チュリスは火炎弾を野球ボールよろしくカーブをかけて撃って来た。でも、今のブリジットには俺がいる。

「東とう西ざい無む双そう！」

　俺は神しん剣けん草薙剣クサナギノツルギと王剣天武雲剣アマノタケグモノツルギに霊力を注そそぎ込むと、巨大なプラズマで刀身を覆う。

　普通の剣なら、火炎の弾たまを斬ったところで爆炎を喰くらってしまう。

　チュリスもそれが狙ねらいで火炎弾を撃ったのだろう。

　でもこうして大だい刀とうにしてしまえば、火炎ごと弾を薙なぎ払はらえる。

　俺はマシンピストルの全弾丸を弾はじき、ブリジットを守り切る。

　今度はセリアの番だ。セリアは全身にまとうプラズマから触しよく手しゆを伸ばして、先端をドラゴンの形に変えて俺らに襲い掛かる。対するブリジットは、頼もしい声で叫んでくれた。

「振り落とされるんじゃないわよ！」

　見事なハンドルさばきで全てのドラゴンの顎あぎとを回かい避ひしながら二人に接近。

　コシュタパワーが、セリアをプラズマのバリアごとはね飛ばす瞬間、俺は後部座席から飛び降りて、チュリスの飛行ユニットを草薙剣で斬り裂いた。

　ちっちゃく悲ひ鳴めいを上げる二人から距離を取り、俺とブリジットは別々に戦い始める。それからも戦闘は経験の差で俺らの優勢。でも、チュリスとセリアは決して弱くない。

　チュリスはあらゆる属性の力をこめた弾丸を放てる汎はん用よう性の高さが強み。しかも弾丸一発の威力が攻撃魔法としても強力で、相手の弱点属性でなくても効果はてきめんだろう。

　炎属性なら榴りゆう弾だん。氷属性なら冷凍弾として使える。アイリーンも榴弾砲は装備しているが、チュリスのソレはマシンピストルだ。連射性が違う。

　神速が自慢の俺おれとブリジットでなければ、飽ほう和わ爆ばく撃げきで瞬しゆん殺さつされてしまうだろう。

　セリアも全身を覆おおうプラズマは形状が自由自在で、最強の盾たてであり矛ほこにもなる。

　自由に空を飛びまわる六機のソードビットも控ひかえているし、接近戦用に高周波剣も二本、両手に装備している。チュリスとはまた、違った意味で汎はん用よう性が高い。

　二人とも汎用性が高い上に、全体的な基き礎そスペックが高い。

　流石さすがは最強の破壊天使ケムエルと堕天使長ルシファー使い。

　特にチュリスは、ブースターとしてドーピングしていた時の強さをそのまま保たもっている。

　そしてブリジットは言わずもがな。

　バイク型ＡエイＦエフ故ゆえの最速と突撃戦法。以前は防御面に難なんがあったけど、ソレも第三召喚形態サードサモンで力りき場ば全体が強化されたのと、新装備で盾がついた事でクリアしている。もっとも……

「俺もすげぇけどな！」

　俺は左手に持つ王族英えい雄ゆう殺しの剣、天武雲剣アマノタケグモノツルギを破は邪じや剣けん、いや、聖剣杠谷樹剣ヒヒラギノツルギに持ち替えると、霊力加速クイツクでチュリスに迫せまった。

「速い!?」

　チュリスの横を通り過ぎる刹せつ那な、俺は杠谷樹剣でチュリスの首を斬きった。刀身部分はチュリスの首を傷つけることなく通り抜け、代わりにチュリスの霊力がゼロになる。

　召しよう喚かん術が解除されるチュリスを無視して、俺はセリアへと接近。

　セリアは三六〇度全方位をプラズマで守っているが関係無い。

　俺は右手に握にぎる魔王殺しの神しん剣けん、草薙剣クサナギノツルギでプラズマのバリアを一いつ閃せん。魔王が持つプラズマの守りは砕け散る。俺はその隙すき間まに杠谷樹剣を滑すべり込こませ、セリアの首を貫いた。

　本来与えるはずだったダメージ分の霊力を削けずる杠谷剣。首を刺し貫けば、霊力は空っぽになる。チュリスに続き、セリアも召喚術が解除されて、残念そうな顔になる。

　俺は両手の剣をドラマーのスティックよろしく一回転させると一言。

「お粗末様でした」

　駆け寄って来たブリジットとアイリーンを含めて、みんなは俺を見て溜ため息いきをつく。

「やっぱりあんたの八劔やつるぎ神がみスキルは凄すごいわねぇ。どうだったチュリス？」

「いやいや、あの速度と剣技には反応できませんよ」

「私も、プラズマのバリアを破壊されるのと同時に二撃目が来るとは思いませんでした」

　そんな中、アイリーンだけが目をしばたかせた。

「アラ？　アキト、貴方あなたスキルなんて使いましたっけ？」

「ううん。使っていないぞ」

「「「え？」」」

　固まる三人の前で、俺おれはこきみ良い音を立てて剣を鞘さやに収おさめる。

「今のは俺の実力だよ。八劔やつるぎ神がみスキルで剣神の動きを体感しているから、スキルがなくても動かし方やコツを覚えて上う手まくなるんだ」

　ブリジットが反論。

「いや、確かに英えい霊れい使いの人でそういう話は聞くけど、いくらなんでも早すぎじゃない？　アキトが契約したのは三月、四月に授業始めてもまだ一ヶ月経たっていないわよ！」

「ただの剣術スキルと八劔神スキルじゃ得られる経験値に雲うん泥でいの差があるからなぁ」

　実際は百ゆ合りとの特訓のおかげだ。けど、百合の存在は幼おさな馴な染じみであるみんなにも内緒だから、俺はこう言って誤ご魔ま化かした。でも、みんなの自信を無くさせちゃったかな？

　──いや、違うみたいじゃぞ。ほれ。

　百合の言う通り、俺の想像とは違い、ブリジット達たちは少し嬉うれしそうだ。

「アキト、本当に強くなったわね」

　両手をうしろに回し、うわめづかいに俺を見るブリジットに続いて、チュリスは両手を頬ほおに当てて照れる。

「やっぱりアッキーはヒーローですね♪」

　セリアとアイリーンも妙に嬉しそうで、頬を緩ゆるめて綺き麗れいにほほ笑む。

「アキトさんて、凄すごいですよね」

「ま、まぁこのワタクシのベストフレンドならば当然ですわ。ふふ」

　よく解わからないが。みんなは俺の成長を喜んでくれているらしい。

　こうして、今日の模も擬ぎ戦せんは順調に終わった。チュリスと、守られるセリア自身の大きな成長。俺の手は『セリアを守り切れる』という確信を掴つかんでいた。

　模擬戦も上手くいき、朝から気分が良かった俺は、こうして一日を平和に過ごせた。


　　　◆



　そして帰りのＨＲで、担任のクロエ・クロエール先生は笑顔で言った。

「はーい、それではみなさーん。来週の月曜日は待ちに待った海ですよー」

　担任、と言っても教育実習生で美み夏なつ姉さんと同じ一七歳だが、教卓の前に立つ先生の発表に、クラスのみんなは大盛り上がりだ。

「皆さん、海上戦を想定した課外授業なんですから、あんまりハメを外しちゃだめですよ」

　そう言ってたしなめるクロエ先生も、目が期待に輝いている。

「ふふ、やっと来たわねこの日が」

　ブリジットは感情を少し抑えながら喜び、チュリスは思い切りガッツポーズを取った。

「いよっしゃぁあああ！　これで合法的にみんなの水着姿が拝おがめるぅ！」

　うん、感情っていうか欲望を抑える気がないな。

　──っで、そういうお主ぬしは何な故ぜ右手を突き上げているのじゃ？

「おっと」

　みんなの水着姿を自動妄想していた俺おれは、知らない間に勝利の拳こぶしを突き上げていた。

　でも、今さら拳を下げた所で遅い。俺の周囲を取り囲かこむように座るブリジット達たちは皆、俺に含みのある笑みを向けている。セリアだけが、その空気についていけないようだ。

　ブリジットは意地悪な笑顔で、

「ふ～ん、アキト、そんなにあたしの水着姿が見たいんだ」

　チュリスは小悪魔的な笑顔で、

「アッキーてば、本当に男の子ですねぇ」

　アイリーンは勝利者の笑顔で、

「なら、放課後は決まりですわね」

「えっ？　えっ？　えっ？」

　三人の視線は俺から外れて、互いに睨にらみ合あって火花を散らした。

　──何？　この空気？

　──むふふ、これは、想像以上の収穫になりそうじゃ♪

　俺の中で、百ゆ合りが興奮したまま唾つばを呑のみこんだ。


　　　◆



　放課後、俺はデパートの水着売り場へと連行された。そして水着売り場につくなり、みんなは俺とセリアを残して走り去り、かと思えばチュリスが大量の水着を手に戻って来た。

「セリアちゃーん、この水着を着てみてくれますか？」

「あ、はい……」

　チュリスは、一着の水着をセリアに渡すと、強引に試着室の中に押し込んだ。しばらくするとカーテンがサッと開いて、赤いビキニ姿のセリアが姿を現す。俺とチュリスは、どちらから言うでもなく、自然と携帯端末のカメラ機能でセリアの姿を動画で撮影し始めた。

「じゃあセリアちゃん、次はこれを！」

「は、はい」

　チュリスから新しい水着を受け取ったセリアはカーテンを閉めて、再びカーテンが開くと、今度は黒いハイレグビキニ姿になっていた。

　そのあまりにセクシーな姿に俺とチュリスと、そして百合は大興奮だ。

「セリアちゃんサイコー♪　そのままボクの家に連れて帰りたいよー♪」

「最高過ぎるぞセリア！　もうセリアの魅み力りよくが致ち死し量りようでどうにかなりそうだ！」

「はうぅぅ……」

　俺とチュリスに褒ほめ殺ごろされて、セリアは恥ずかしそうに赤面してしまう。その姿がまた可愛かわいくて、俺はセリアの事が加速度的に愛いとおしくなってくる。

　セリアは照れ隠しのようにカーテンを閉めて、また新しい水着に着替えてカーテンを開く。そんな事を数回繰り返していると、何回目かにセリアが呟つぶやいた。

「あの、これ……だんだん水着が小さくなっている気が……」

「それは気のせいですよセリアちゃん！」

「そうだセリア！　気のせいだ！」

　チュリスに渡されるがままに着替えていたセリアだが、今の水着は股こ間かんのハイレグカットがかなり深くて、ヒップも三分の二以上見えている。ブラも、セリアの爆乳を支えるには頼りなくて、上乳下乳横乳と谷間が丸出しだった。

　セリアがセクシー過ぎて、今撮影している動画と、俺おれの秘蔵お宝コレクションのどちらかを捨てろと言われたら、俺はコレクションを捨てるかもしれない。セリアのハチ切れんばかりの白くて丸いお尻しりが、おっぱいが、申し訳程度の布を今にも弾はじき飛とばしそうだ。

「じゃあセリアちゃん、次は是非コレを！」

　激しく興奮しながら、チュリスはセリアに何かを手渡して試着室に押し込む。

　すると、カーテンの向こう側からはセリアの戸惑いが漏れて来た。

「ッッ、こ、これ水着……え？　え？　でも、これ、ぜったい見えちゃう……うぅ」

　チュリスはニヤけながら、カーテンの中に頭を突っ込む。

「まぁまぁセリアちゃん。それを着ればアッキーはイチコロですよ♪」

「ッ、ほ、本当ですか？」

　汚けがれを知らないセリアの清せい廉れんな戸惑い。そのエンジェルボイスの後に聞こえるのは、邪じや悪あくで醜しゆう悪あくな魔王の甘かん言げんだ。

「本当本当。アッキーはセリアちゃんみたいな美少女好きですけど特に大きなお尻とおっぱいが大好きなエロエロ大魔王ですからねぇ。その水着姿を見せればアッキーはセリアちゃんに夢中で○○を○○して、それから○○で○○な事を毎晩、ぬふふ」

「えっ!?　そそそそ、そんな!?　私そんな、うぅ……、期待しても、いいですか？」

「もち、ですよ」

　俺は、天使が汚される瞬間を聞いた。

　チュリスは、今にも『ぐぇっへっへっ』と笑いそうな顔で戻って来ると、俺の隣に立つ。

「おいチュリス、何だよさっきの放送禁止用語の嵐あらしは。俺はそこまでケダモノじゃないぞ」

　可愛かわいいほっぺを指でツンツンしながら俺が責せめると、チュリスは俺の指をくわえた。

「って、おい」

　俺が恥ずかしくなって指を離すと、チュリスは俺の腕に抱きついてくる。

「いいじゃないですかぁ。セリアちゃんはアッキーのことが大好きなんですから、ボクと二人で可愛がりましょうね」

「…………なぁ、セリアって、俺の事好き……なのかな？」

　今までのセリアの態度を思い出しながら、俺おれはチュリスに尋たずねてみる。すると、チュリスは可愛かわいく眉まゆ根ねを寄せて、怒った顔を作る。

「もぉ、アッキーは本当にニブいんですから。まぁ、ボクの気持ちにも気付かなかったんだから当然だよね。でもアッキー、ボクもセリアちゃんも、アッキーの事が大好きなんですから、もっと可愛がってくれないと、噛かみついちゃいますよ」

　言って、チュリスは俺の右耳に噛みついた。

「ファッ!?」

　チュリスの歯が、俺の敏びん感かんな部分を『あむあむ』と甘あま噛がみする。俺の耳はチュリスのやわらかいくちびるになでられながら、口内で熱い舌に弄もてあそばれる。

　──お、おおう。これは……スゴイ……

　未知の快楽に身を任まかせると、俺と感覚を共有する百ゆ合りも大喜びだった。

　──くぅ、たまらんのぉ。秋あき人と、今夜あたり、チュリスの実食を所望するぞ！

　──って、浮気は駄目だろ。

　現状に抵抗せず、チュリスにされるがままの俺では説せつ得とく力が無いが、実は一つ悩んでいる事がある。俺は未いまだ、チュリスの告白に返事をしていない。

　先週の日曜日、病室ではブリジット達たちの乱入があってうやむやになってしまったが、チュリスに明確な好意を示されても、俺は何も言えずにいる。

　何な故ぜかチュリスも返事を求めてこないが、それに甘えているような気がする。

　確かに、俺はチュリスの事が好きだ。こんなに可愛くて魅み力りよく的な女の子と結婚したら、絶対幸せになれる自信がある。でも俺は、どうしてもセリアの事が気になってしまう。

　セリアは、俺にヒーローの道を示してくれた女の子で、一生守ると決めた俺のヒロインだ。でも『○○な事があったから好き』というドラマチックな理由じゃない。そんな、吊つり橋ばし効果や恋に恋しているとか、燃える展開に浮かされてその気になっているわけじゃない。セリアは初めて会った時から凄すごく可愛くて、ふとした仕草や反応もいちいち可愛くて、一緒にいるだけでどんどんセリアに魅み了りようされていってしまう。

　いつもはクールなのに、実は可愛いモノ好きのセリアが好きだ。

　でも可愛いモノ好きを、素直に出せない不器用なセリアが好きだ。

　甘えるのがヘタなのに、無意識的に俺の袖そでや服の裾すそをきゅっと握にぎって、自分の存在をアピールするセリアが好きだ。

　散々みんなにいじめられて、もう誰だれも信じられなくなったはずなのに、俺を信じて心を開いてくれたセリアが好きだ。

　それに……これはドラマチックな事に含まれるのかもだけど……俺が日ひ上がみと戦った時、セリアは傷付いた俺の為ために泣いてくれた。俺を助けるために隔離施設に戻ろうとした。

　マナフと戦った時は、俺を助ける為にマナフに挑んで、第三召喚形態サードサモンを覚かく醒せいさせた。

　他人の為ために泣く事が出来る。他人の為に自分を犠牲に出来る。他人の為に力を発揮出来る。こんないい子……好きになるなっていうほうが無理だろ。

「何やってんのよチュリス！」

「すぐに離れなさい！」

「ちっ、もう来ましたか」

　水着を手に戻って来たブリジットとアイリーンの介入で、チュリスは俺おれの耳から口を離した。まだ、チュリスの熱が残る耳を意識しながらも、俺はセリアの入っている試着室のカーテンを見つめる。セリアが、俺を慕したってくれているのは知っている。もしかしたら、セリアも俺の事が好きなのかな、とも思った事はある。

　そしてチュリスの言う事が本当なら、俺とセリアは両りよう想おもいという事になる。それは最高にハッピーな事だけど、チュリスも俺の事が好きなんだ。

　なら、セリアとチュリスのどっちが好きかと自問すれば、即答ができない。

「まったくもう、あんたって奴やつは」

「油断も隙すきもありませんわね」

　怒り顔のブリジットとアイリーンに、チュリスは手をひらひらさせて笑う。

「解わかりましたよ、じゃあこれからはフェアな関係でアッキーの愛を奪い合いましょうね」

　ブリジットとアイリーンが、リンゴみたいに赤くなって噴き出した。

　二人は火を噴かんばかりの勢いでチュリスにつかみかかる。

「あああああ、あんたは何言ってんのよ!?」

「あああああ、アキトの愛を奪い合うだなんてそんな！」

　うろたえる二人を前に、チュリスは思案顔を作る。

「んー、二人がつっぱるならそれは自由ですけど、ならボクとセリアちゃんでアッキーを分け合っちゃいますよ。ボクは先週、アッキーに告白しちゃいましたから。フェアな関係になりたくて提案しているんですよ？」

「「ッッッ」」

　ブリジットとアイリーンの顔が、同時に俺を睨にらんだ。

「アキト！　今のはチュリスの妄想なんだからね！」

「そ、そうですわ！　それより、アキトは男性目線から水着の見立てをお願いしますわ！」

「え、あ、うん」

　二人は火が点つきそうな顔のまま俺の返事も聞かず、試着室の中に隠れてしまった。四つ並ぶ試着室のうち、ブリジットが右端、アイリーンが右から二番目、セリアが三番目だ。

「まったく、二人とも素直じゃないですねぇ」

　言いながら、チュリスは最後に残った左端の更衣室に入ろうとする。てっきりセリアに着てもらう水着ばかり持って来たのかと思ったけど、自分用のもあるらしい。

　にしてもチュリスの水着姿か、去年の夏以来だな。

　俺おれはチュリスの水着姿を思い出すと、妙に彼女の事を意識してしまう。

　俺って、あの子から告白されたんだよな……

　そう思った時、元気な声が飛び出す。

「見なさいアキト！　そしてあたしの魅み力りよくにひれ伏しなさい！」

　勢いよくカーテンが開くと、青いスポーティビキニ姿のブリジットが姿を現した。

　手を頭と腰に当ててポーズをキメるブリジットに、俺は歓声を送る。

「おー、いいなブリジット。似合っているぞ」

「えへへ」

　まだ顔に赤みの残るブリジットは、素直に笑って喜んでくれる。

　確かに、ブリジットはスレンダーで、胸のボリュームは物足りない。けれど細くて均整の取れた手足や、アイリーンよりも細いウエストは、スレンダー系美少女としての魅力を完成させている。月並な言葉だが、抱き締めれば折れてしまいそうな女の子らしさがある。

　それに、少しエッチな言い方だとは思うが、ブリジットのボディラインは、ちゃんとセクシーな魅力を持っている。

　俺の視線は、ブリジットの胸元から可愛かわいらしいおへそ、そして、ふとももへと下りた。

　ポーズを取るブリジットは今、俺にななめ四五度の自分を見せている。

　俺は、徐々に視線を上げながら心臓の高鳴りを聞いた。

　細すぎず、やわらか味みを感じさせるふとももに連なるヒップと腰のライン。蠱こ惑わく的てきなおへそから続く下腹部、そこから内うち股ももへと抜けるイケナイ妄想。ブリジットの曲線は、本当に物もの凄すごく『絶妙』なのだ。スレンダーの魅力を完成させているのに、どうしてこんなにセクシーに感じてしまうのだろう。ブリジット・マジック。そう呼んでしかるべきだろう。

「アキト、ホルターネックはお好きかしら？」

　俺がブリジットにドキドキしていると、アイリーンが白いホルターネック式の水着姿で現れた。しっかりと自己主張する胸のふくらみを、首から伸ばした布で支えるホルターネック。その水着は、ただでさえ形の良いアイリーンのバストをキュッと持ち上げて、あらたな魅力を持たせている。

　白い肌はだに金髪碧へき眼がん。正統派かつストレートな魅力と、凡ぼん人じん離ばなれした気品をまとうアイリーンの水着姿も凄かった。

　特別グラマーというわけでも、スレンダーというわけでもないそのボディラインは、ある意味完かん璧ぺきと言える。どっちつかずではなく、両方の魅力を合わせ持っていると言えばいいのか。それならセリアも同じだが、セリアは規格外の爆乳が目立ち、大きなおっぱいが苦手な男子は引いてしまうかもしれない。

　でもアイリーンのバストは、セクシーなふくらみとラインを誇示しつつも、決してメインを飾かざる事は無い。アイリーンのボディは、全すべてが主役なのだ。

　アイリーンは勝ち誇った顔でブリジットを一いち瞥べつしてから、俺おれに流し目を送って来る。

「ッ、それなら！」

　ブリジットは試着室に戻ると、すぐにまたカーテンを開ける。

「スレンダー女子伝家の宝刀！　チューブトップ！」

　今度は、真っ赤なチューブトップのビキニ姿で登場。俺は心臓が大きく高鳴った。

　チューブトップビキニのブラは肩ひもが無く、水着の収しゆう縮しゆ性くせいだけで胸に張りついているため、下に引っ張るとすぐに落ちてしまうという危あやうさがある。

　胸の形を解わかりにくくする効果があって、胸に自信の無い女性にはオススメらしい。そして俺は、チューブトップとなると、ラッキーなハプニングで頭がいっぱいになってしまう。

　俺の中で、百ゆ合りが悶もだえる。

　──下ろしたい！　今すぐあの水着を引き下ろしたいぞ秋あき人と！

　──俺だってそうだよ馬ば鹿か野郎！

　そんな俺の妄想を読んでか、ブリジットは可愛かわいく頬ほおを染めながら、自分の胸を抱いた。

「もう、チューブトップだからって何想像しているのよ。エッチ」

　ブリジットがペロッと舌を出してきて、俺は崩くずれ落おちそうになる。

「おまっ、そんな可愛い言動ばかりするから脱がしたくなっちゃうんじゃないか！」

「……やっぱり、そういう妄想していたんだ……」

　ブリジットはうつむきながら、羞しゆう恥ちと歓かん喜きが混ざり合った、複雑な顔になる。

　すると、アイリーンは悔くやしそうに歯を食いしばって、試着室の中に戻ってしまった。

「うふふ、アキト、モノキニなんていかがかしら？」

　カーテンが開いた時、そこに立っていたのは、黄色いモノキニ姿のアイリーンだった。

　モノキニとは、ビキニとワンピースの合体水着の事だ。

　基本はブラとパンティに分かれたビキニだが、ブラとパンティが前の方で細い布で繋つながっている。上下を繋ぐ布が増えたけど、ブラとパンティ部分がさっきのよりも細くて、俺は頬が硬くなり胸がバクバクのキュンキュンだ。ブリジットとアイリーンを交互にせわしなく見比べて、餌えさを欲しがる犬のように息を荒げてしまう。

　二人は嬉うれしそうに、でも、試着室の段差の上から意地悪な笑顔で俺を見下ろす。

「何興奮しているのよもう。そんなにあたし、魅み力りよく的？」

「いいえ、アキトはワタクシに夢中なのですわ。アキト、誰だれが一番なのかおっしゃって」

　俺は頭から蒸気を噴き出しながら息を呑のむ。

「そんな酷ひどいぞ！　二人とも可愛かわい過すぎてセクシー過ぎて魅力的過ぎて、俺はこんなにも苦しいのにどっちか一人を選べなんて！」

　鼻の奥に熱い痛みを感じながら俺が悩んでいると、チュリスの試着室が開いた。

「アッキー見て見てぇ♪」

　チュリスの格好は、腰にパレオを巻いたオシャレなトロピカルビキニだった。

　可愛かわいらしい花のような魅み力りよくに、俺おれは口の中で下した唇くちびるを噛かむ。

　普段は俺と同じでエッチな事が大好きなチュリスだけに、清せい楚そな格好をされると妙なドキドキを感じてしまう。と、思ったのもつかの間、チュリスはパレオを脱ぎ捨てると一言。

「ちなみにぃ、後ろはアッキーのだぁーい好きな初しよ等とう部ぶ以来のＴバッ──」

　言い切られる前に、ブリジットとアイリーンが、神速の俊しゆん敏びんさでチュリスに飛びかかる。

　チュリスは反転させようとした腰を二人に掴つかまれて、抗議をする。

「ちょっと何するの二人ともっ。せっかくボクもアッキーを悩殺しようと思ったのにぃ」

「フザケんじゃないわよチュリス！　アキトは見下げ果てたドスケベ帝王なんだから！　そんな事したら性欲と恋を勘違いしてあんたと、くく、くっついちゃうじゃない！」

「そうですわ！　アキトは救いようのない邪じや神しんインモラルデーモンなのですから！　お友達に愛のない恋をさせるわけにはいきませんわ！」

「やぁーだぁー、アッキーを悩殺するのぉー！」

　全力でチュリスの腰を押さえるブリジットとアイリーン。必死に体を反転させようとするチュリス。俺は一瞬、後ろを向いてやり過ごそうとする。

　でも俺の中では、女の子のお尻しりを見ることに怖おじ気けづくチキンな天使秋あき人とと、チュリスの生なま尻じりに興奮を隠す気もない悪魔秋人（百ゆ合り）が争い、体が動かない。

　──秋人よ！　チュリスが見せたいと言っておるのじゃから見ればよいのじゃ！　じっくりたっぷりまじまじと観賞させてもらうのじゃ！

　──え、いや、でもさぁ。その、写真ならともかく、生で、しかも知り合いの、幼おさな馴な染じみの女の子のお尻って……でも俺チュリスから告白されているし、えーっとそのほら。

　葛かつ藤とうしながらも、俺の目がチュリスの腰から離れないのは、男の本能が故ゆえだろう。

　そして、俺の本能が神様に通じたのか、次の瞬間。ズルリッ　ブチッ

『えっ？』と、その場にいた全員の口から同じ言葉が漏れた。

　チュリスの腰が無む理り矢や理り反転。もとから掴む場所のない人体なのだから、押さえるほうが無理だったのだ。ただ、パンティだけはブリジットとアイリーンの手で押さえられたままで……チュリスの腰は、パンティを置き去りにしたまま反転した。

　Ｔバックの縦たてヒモは真横にハズレて、丸い尻たぶを乗り越え……千切れた。

　今、俺の目の前には、Ｔバックをはいたお尻ではなく、生まれたままのお尻がさらされていた。露ろ出しゆつ度ならＴバックと大きく変わらないし、チュリスの尻たぶが一番大事な部分をちゃんと隠している。だが、お尻の谷間、その先には何も無いという事実が、露出度を無視した衝撃を俺とチュリスに与えた。

　俺の痛む鼻から、生温かい血が流れ落ちる。心臓が今にも張り裂けそうで、顔が信じられないくらい熱くて、腹の底からマグマが湧わきあがるような感覚に襲われる。

　チュリスの白くて丸い、セクシーなラインを描いたみずみずしい果実。それが、張りと弾力を主張するようにして、ぷるぷると震えた。

「ッッッッ!!」

　あのチュリスが、普段からセリアをエッチにからかって辱はずかしめているチュリスが、爆発しそうなほど顔を耳まで赤くして口をぱくぱくさせている。

「ご、ごめんチュリス！　でも俺おれ、まさかこんな事になるなんてっ」

　俺がどうすればいいか混乱していると、ついに最後のカーテンが開いた。

　姿を現したのは、顔を真っ赤にしたセリアだ。

「私はチュリスさんを信じます。アキトさん、どうでしょうか？」

　セリアは羞しゆう恥ちに耐えるように、片目だけをうっすらと開けて、唇くちびるをかみしめている。

　チュリスから水着を渡されて以来、天あまの岩いわ戸とに引きこもるアマテラスがごとく更衣室に引きこもっていたセリア。果たして、チュリスが渡した水着は……

「ぬがっ!?」

　──ぬおおおおお！

　百ゆ合りは絶ぜつ叫きようし、俺は奥歯が砕けそうな程に興奮を噛かみしめた。

　メロン大のおっぱいを支えるのはただのヒモと、頂点周囲のみを隠すオマケ程度の布。












　うっすらと青い静じよう脈みやくが透ける爆乳は男の本能を直撃するけど、今の俺おれは、それ以上に注目すべき光景に目を血ち走ばしらせていた。

　セリアの、アイリーンよりも白くて、チュリスよりもみずみずしくて、ブリジットよりもきめ細かい肌はだに包まれた美び脚きやく、ふともも、股こ関かん節せつ、腰こし骨ぼね、下腹部がまぶし過ぎて網もう膜まくを焼やき焦こがす。セリアがはいているパンティ。それはＴバックの前後逆バージョン、Ｔフロントだった。セクシーなんていう単語が頼りなくなる程の性的魅み力りよく。

　ここは女性用水着売り場で、俺以外の男は一人もいない。けど、この姿は女子にも見てほしくなくて、俺はカーテンを閉めた。

「ど、どうしたのですかアキトさん？」

「セセ、セリア。セリアが魅力的過ぎて襲っちゃうからその格好はやめようか？」

「魅力的……は、はい」

　僅わずかに喜き色しよくを含んだ戸惑い声。俺は暴走しないよう、必死にクールダウン用の映像を思い出しながら自らを落ち着かせる。

　俺は頭の中を、可愛かわいらしい幼女形態の百ゆ合りと美み冬ふゆでいっぱいにする。

　幼女が一人、幼女が二人、幼女が三人、幼女が四人。

　頭の中がふわふわでロリロリな百合と美冬でいっぱいになると、俺は大きく息を吐いた。

　──よし、冷れい却きやく成功。

　──むぅ。その使われ方はなんだか納得できんぞ。

　──いいじゃないか。萎なえるんじゃなくて、愛めでたい衝動で覆おおっているだけなんだから。

　──それはそうじゃが……

　──機嫌直せよな。っと、ん？

　見れば、ブリジット達たち三人は妙に落ち込んだ顔で、がっくりと肩を落としていた。

「「「か、勝てない……」」」

　俺に続き、美少女三人の溜ため息いきが漏れた。こうして、みんなの水着バトルは幕を閉じた。


　　　◆



　午後五時、俺らはエスカレーターで一階に降りて、出口に足を運んでいた。でも、セリア達はあれからも色々な水着を試着したのに、俺に隠れるように水着を購入してしまった。

「なぁみんな、結局どんなの買ったんだよ？」

「ふっふーん。それは当日のお楽しみよ」

　ブリジットは偉そうに胸を張って、アイリーンも同意する。

「お披ひ露ろ目めは、当日のお楽しみですわ」

「期待してね、アッキー♪」

「ちぇっ」

　俺が残念そうに舌打ちをしてデパートの外に出ると、セリアが爆弾を落とした。

「ではアキトさん、私は家に着き次第、着替えますので、私の部屋に来て下さい」

　ブリジット達たち三人の眼光が、ギラリと俺おれを睨にらんだ。妙な悪お寒かんに、俺は背筋が震えた。

　え、何この空気？

「アキト。これからあんたの家に集合よ」

　ブリジットが放つ、トラも焼き殺しそうな迫力に、俺は怯おびえた声で頷うなずくしかなかった。


　　　◆



「ねぇセリア。あんたさぁ、アキトの事、好きなの？」

　秋あき人との家に集まると、美少女四人組はセリアの部屋で着替える事になった。でも、セリアが下着姿になると、裸のブリジットが水着を着る前に質問を投げかけた。

　ショーツを脱いだアイリーンも興きよう味み津しん々しんに見つめて来て、セリアは少し戸惑ってしまう。

「別に怒らないから、正直に答えなさいよね」

　ブリジットに促うながされて、セリアは小さく頷いた。

「……はい。私は、アキトさんの事が大好きです」

「むぅ……それって、友達や家族として、じゃないわよね？」

「もちろんです。贅ぜい沢たくを言ってもよいなら、アキトさんの……」

　次の言葉を待つブリジットとアイリーン、チュリスの前で、セリアは頬ほおを紅こう潮ちようさせた。

「赤ちゃんが欲しいです」

「って、いきなり赤ちゃんかい!?」

　ブリジットにアイリーンが続き、チュリスも水着を手にテンションを上げる。

「恋人になりたいとかではありませんの!?」

「セリアちゃんてばだいたーん♪」

　指し摘てきされて事の重大さに気づいたらしい。セリアはハッとして、両手を顔の前で振った。

「ちち、違います。いえ、違わなくはないですが。でもその、えっと……」

　両手をもにょもにょと絡ませながら、セリアは視線を彷徨さまよわせた。

　秋人と出会ったばかりの頃の彼女からは、想像もできない感情の表れだ。

　それから、セリアは誤ご魔ま化かすようにしてブラとショーツを脱ぎ始めた。

「早く着替えましょう。アキトさんを待たせてしまいます」

　セリアは全裸になると、異様な空気に気づいて視線を回した。

「……どうかされたのですか？」

　見れば三人は、目を点にしてセリアのおっぱいを凝視していた。女の子好きのチュリスも、エッチな目ではなく、圧あつ倒とうされた顔で自分の胸と見比べている。

「いや、セリアの胸って、ほんとハンパないわね、ちょっと触らせてもらうわよ……」

「え、あのっ」

　セリアの了解も得ず、ブリジットはセリアの右胸を揉もみ始めた。手に余あまる大きさに驚きよう愕がくしながら、もう片方の手も動員する。

「すごっ、これ、両手で揉もめるわよ…………うわぁ…………」

　なだらかな胸を持つブリジットからすれば、人体に球状の器官がくっついている事が信じられないのだろう。以前、ゲームセンターでは服の上から揉んだが、直接触れる今は、よりセリアの凄すごさを堪たん能のうしてしまい、言葉が出ないようだ。

「ワ、ワタクシも……これは、なんという」

　アイリーンが左胸を両手でこねくりまわし、両目を大きく開いた。

　その間も、セリアは顔の赤みを増しながら、切なげな声を上げる。

「っっ、ぃや、ぁん。おふたりとも、だ、ダメ……そんなにしたら、私……チュリスさん」

　セリアは最後の望みであるチュリスに助けを求めたが、そんな希望は最初から無い。

「ズルイよ二人とも。ボクも混ぜてください！」

　チュリスは両手で左右の胸をそれぞれ揉みしだき始めた。

「ひゃうんっ!?」

　今、セリアのおっぱいはそれぞれ三つずつの手でいじくり回されて、セリアはとうとう全身の肌はだを桃色に染め、前まえ屈かがみになりながら体を悶もだえ震わせた。

「ふぉおおお！　セリアちゃん、お尻しりもすごいですよ！」

　チュリスは左手を離すと、セリアのお尻へと滑らせ、たわわな魅肉に指を食い込ませる。セリアの苦しみなどどこ吹く風で、盛り上がるブリジット達たちの手はさらに高速化する。

　だが三人に悪気は無い。三人は、ただ同じ女として驚きよう愕がくと尊そん敬けいの念ねんを抱いているのだ。興味の尽きないワガママボディを、思春期三人娘は一心不乱に調べつくす。

　同じ女で、どうしてこんなにも体付きが違うのか。ブリジット達の疑問はその一点に尽きる。やがて、セリアは耐えられなくなって悲ひ鳴めいをあげた。

「も、もうだめぇッ！」

「あっ、待ちなさいよセリア」

　セリアは三人を振りほどくと、いちもくさんに部屋から飛び出した。


　　　◆



　俺おれは、百ゆ合りと一緒にリビングで妄想に浸ひたっていた。

　姉さんは生徒会の仕事、美み冬ふゆは友達の家。二人がいない今、俺はセリア達の水着姿を好きなだけ観賞できるのだ。

　──あー、早くみんな着替え終わらないかなぁ。

　──楽しみじゃのう。

　携帯端末の動画撮影ウィンドウも空間に展開済みで、準備は万ばん端たん。

　待っている間に百合で試し撮りでもしようかと録画ボタンを押すと、セリアの部屋が妙に騒がしい。俺はどうしたんだろうと思って顔を上げた。

　廊下の奥で、いきなりドアが開く。そこから飛び出してきたモノを見て、俺おれは絶ぜつ叫きようした。

「のぎゃぁあああああああああああああああああああああ!!!!」

　──ふぉおおおおおおおおおおおおおおふぁあああああああああああああああ!!

　セリアを先頭にブリジットが、アイリーンが、チュリスが……全裸で俺に向かって走って来た。豊満過ぎる体を大きくはずませるセリアと、ふるわせるアイリーンとチュリス、それに……ブリジット。

　俺は鼻から、今まで経験したどの戦いの時よりも激しく血を噴き出させながら硬こう直ちよく。

　脳の情報処理能力を遥はるかに超える刺激に、頭が熱暴走を起こした。

　四人の真白い肌はだが！　女子特有のボディラインが！　おいしそうなふとももが！

　そして隠す事無くさらけ出されたおっぱいと、その先端に色づいた桜色が！

　普段はブラとショーツに隠された、みんなの女の子の部分が、余あますところなく、明るみになっていた。

　四人の顔が俺に気づいて凍りつく。最初はセリアが、それから後ろのみんなが横にずれて俺に気づいてから次々固まった。

　四人は俺の前で横並びになって、石像のように硬直したまま動かない。

　赤ら顔で、完全に頭がフリーズしているようだ。

　俺も、どうしたらいいか解わからずフリーズ。












　そのまま一〇秒、二〇秒、三〇秒と経たってから、セリア達たちは一斉に両手で胸元と局部を隠しながら前まえ屈かがみになった。

「いやぁああん！　アキト、見ちゃダメェエエエ!!」

「ワタクシの生まれたままの姿が！　ワタクシのスベテがぁ～!!」

「見ないでアッキー！　向こう向いて！　目ぇつむってぇ!!」

「ア、アキトさんになら……ッッやっぱりだめですぅ！」

　四人は俺おれに背中を向けると、白くて丸いお尻しりを振りながら一斉に部屋へと逃げ込んでいく。人生におけるすべての幸運を使い果たしたであろう俺は、精せい根こん尽つき果はてて四よつん這ばいになり一言。

「ＳＵ、ＳＵＧＥＥもん見ちゃった……」

　そこへ、百ゆ合りが邪じや悪あくな声をかけてくる。

　──なぁ秋あき人とよ。動画撮影ウィンドウには何が録画されているのじゃろうのう。

　ガバリと顔を上げて、俺は動画撮影ウィンドウへと視線を巡らせた。

　この瞬間、俺はブリジットとアイリーンの言う通り『見下げ果てたドスケベ帝王』と『救いようのない邪じや神しんインモラルデーモン』に成り下がった。

　本望です！


　　　◆



　同じ頃、パンデモニウムの大人メンバーの一人であり、大魔王の使い手ラーフは学園国家にいた。澄み切った瞳ひとみに映るのは、秋人を殺す未来の自分。

　幾万の命を摘み取って来た両手は、秋人の命を求めているのか、開閉を繰り返す。

　ラーフの目的は秋人を殺す事。予定の日は秋人の課外授業の日。今日はその下見に来た。

　そして、虫も殺せそうにない優しい顔立ちでありながら、パンデモニウムでも一、二を争う程の人間を殺してきた男は、ただ自問した。

　一体何な故ぜだろうか？　一体何故？　何故？　何故？

「何故僕はデパートの女性用水着売り場にいるのだろうか？」

　視線の先では、愛するパンデモニウムの子供の一人が嬉うれしそうにハシャイでいる。

「ラーフおじ様ぁ、この水着なんてどーお？　すっごいセクシーじゃない？」

　豊満な胸を揺らしながらその褐かつ色しよく美少女、ドゥルジはヒモ状の水着を自分、ではなく、隣に立つクール美少女、ぬらりひょんの体に当てた。ぬらりひょんは、少し困った顔だ。

　近日中に秋人を殺す予定のラーフをしり目に、ドゥルジは肉感的な自分の体を抱きながら身をくねらせる。

「いーいおじ様。絶対アキトは半殺しでワタシに頂ちよう戴だいね。ふふ、あぁ、早く会いたいわアキト。待っててね、今回の作戦で貴方あなたをワタシのものにするんだから♪」

　作戦を聞きつけ、無む理り矢や理りついてきたドゥルジの顔は、恋する乙女のソレであった。






第二章　原罪人類






　原げん初しよの時代。世界から神が消えた時期があった。

　天上の主あるじにして、ヤオヨロズの神々全すべての頂点に君臨する絶対の神王。世界を天地の隔へだてなく照らし出し、誰だれもかれもが頭こうべを垂たれる、太陽の女王陛下。

　彼女の寵ちよう愛あいを失った神の世界にはあらゆる災さい厄やくが降り注そそぎ、神々はあえぎ苦しみ、絶望に満たされた。人では無く、神々を滅ぼす災厄。そして神々から生まれた負の感情。

　やがてそれらは一つの意志を持った。

　神代全ての災厄、負の感情、悲劇、この世の悪全てから生まれたソレは、およそ人知の及ぶ、否、神しん知ちの及ぶものですらない。

　神を殺し、喰くらい、滅ぼし続けた神でも悪魔でも無い、この世に一人だけの無名の種族。

『この世の悪全て』としか言えないその異い形ぎようを、誰もが恐れ、嫌い、攻め、倒そうとした。だが異形は泣いていた。そう、この世の悪全てという事は、怒りや憎しみだけではないのだ。奇声にしか聞こえない声で異形は、化物は世界に訴うつたえていた。

　──怖い悲しい寂しい侘わびしいひもじい辛つらい苦しい助けてたすけてタスケテ!!

　この世の悪全てが意志を持ってしまったのだ。この世の悪全てを、たった一人の精神が背負ってしまったのだ。その苦痛たるや想像を絶する。

　異形の嘆きを知らず、この世の全てが異形を攻め、返かえり討うちに遭あう中。異形はとある神に滅ぼされて死んだ。やがてその肉体は復活を遂とげ、己の中の悪意も制御できるようになったが、異形の心は死んでいた。

　誰もいない闇やみの世界で、ただ空くう虚きよに時の流れに身を任まかせる日々。散り散りになった自分の邪気から生まれた一部の存在が、人間界で悪さをしているようだがどうでもよかった。

　何十万、何百万年経たったのだろう。いや、何千万年経ったのだろう。

　そんな時、温かな波動が体をなでた。

　持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しき。この世界の法則を利用したその儀式の力は、一瞬で天界や魔界、あらゆる召しよう喚かん霊れい世界に伝でん播ぱする。本来はもっとも霊力の波長が合う者が応こたえるのだが、異形は自然とその力に心を動かされた。

「あたたかい……」

　無む限げんの時の中で、唯一感じた正の感情。異形は涙を流し、無意識のうちに顔を上げた。




「ほう、春はる樹きは一二の若さで序列一位になったか。そいつは結構なことじゃ」

「だろ？　流石さすがは俺おれの息子だぜ」

　月の綺き麗れいな晩、鷺さぎ澤さわ秋あき人との父親、鷺澤四し季き男おは縁側に座り、人外の美女と杯をかわしていた。人類の言語では表現の叶かなわない、女神すら嫉しつ妬とするような美しい女だ。例えるものが思いつかない黒髪と、白くきめ細やかな肌はだ。着き崩くずした着物から覗のぞく豊満な乳房。見る者を石に変えそうな輝きを持った黄金の瞳ひとみ。並の男ならば、彼女を一目見ただけで理性を失うだろうし、見つめられれば腰こし砕くだけになって、二度と立ち上がれないだろう。

「お主ぬしの子は凄すごいの。美み夏なつと美み冬ふゆも幼いながら、魂からは既に英えい雄ゆうとなれる素そ質しつを感じる」

「まぁな。ただ、秋あき人とがなぁ……」

　第三子の名前を出して、四し季き男おは声を濁にごらせる。秋人はヒーローモノのアニメや特撮が大好きで、将来はヒーローになりたいと言っている。でも、彼からは才能の片へん鱗りんも感じられない。それが四季男の悩みだった。

「二人ともー、ご飯ができましたよー」

　優しい声に、四季男と彼女は振り返る。四季男の妻、咲さきだ。

　大きなちゃぶ台に大人の四季男、咲、彼女、そして一二歳の春はる樹きが座ると、小さな子達たちがパタパタと走って来る。

　六歳の幼女、美夏は父である四季男の膝ひざに座ると嬉うれしそうに甘えた。

　三歳の秋人は、母の咲が生まれたばかりの妹である美冬を膝に抱いているのを確認すると、彼女の元まで小さな足で歩いた。秋人は甘えるようにして彼女の膝に座ると、にぱっと笑う。彼女は秋人の事が可愛かわいくて、その頭をなでながら頬ほおを染めた。

「秋人、主はわしが好きかや？」

「しゅきぃ♪」

「そうか、わしも大好きじゃぞ♪」

　彼女は小さな秋人に頬ずりをすると、優しく接せつ吻ぷんをした。口を離すと、秋人は玩具おもちやを見つけた顔で、彼女のスイカ大のおっぱいを手で叩たたいた。

「ぱい♪　ぱい♪」

「む？　乳が欲しいのか？　ほれ」

　彼女が着物を下ろし、乳房を見せると、秋人は赤ちゃんのように胸に吸いついた。

「ちょっ、四季男くんと春樹がいるんですから胸をしまってください！」

　咲は彼女が着物を下ろすコンマ一秒前に、夫と息子の目を突き視力を奪っていた。

　のたうちまわる夫と息子を無視して抗議する咲。だが彼女はどこ吹く風だ。

「良いではないか。せっかく人と違い、子を生なさずとも乳が出るのじゃ。呑のませる相手がおらんともったいないではないか」

「そういう問題じゃありません！　そういう事は四季男くんと春樹のいないところでやって下さい！　じゃなくて、もう秋人だって乳児期は過ぎているんですよ！」

　視力が回復してきた夫と息子に再度目突きをしてから、咲は怒り続ける。

「うるさいのぉ。それにわしはこうするのが好きなのじゃ」

「好き？」

「そうじゃ、わしに子はいないが、こうして乳に甘えられるとな、なんだか母親になったようで胸がぽかぽかするのじゃ」

　秋あき人とが乳房から口を離すと、彼女は秋人の唇くちびるについた乳を拭ぬぐってやりながら胸をしまう。

「秋人はいい子じゃの。では飯を食うぞ」

　言って、彼女は秋人にご飯をひとつひとつ食べさせてあげる。幸せそうに笑う彼女を見て、咲さきは何も言えなくなった。そして彼女は、ようやく視力が回復した四し季き男おに言う。

「なぁ四季男よ」

「目がぁ……んぁ？　なんだ？」

　彼女は、幸福を噛かみしめながらほほ笑む。

「わしを召しよう喚かんしてくれて、感謝するぞ」

　その笑顔に、四季男は快かい活かつに笑って親指を立てた。

「おうっ」

　彼女は、今この時が本当に大切だった。

　──幸せじゃのう。温かいのう。わしはいつまでこうしていられるのじゃろうか。わしはいつまで家族を持てるのじゃろうか。もうあの頃には戻りとうない。

　彼女は、四季男を慈いつくしむような眼まな差ざしで包みながら願う。

　──人の子が長く生きられないのは知っておる。わしからすれば花火のように儚はかなくいっときの夢じゃ。じゃが…………この夢からは覚さめとうない。四季男はわしに全すべてをくれた。

　四季男と組んで戦った日々を、咲とオシャレを楽しんだ日々を、そして春はる樹きや美み夏なつ、秋人、美み冬ふゆに甘えられながら遊んだ日々を思い出す。

　──かけがえのない仲間を、大切な友を、愛いとしい子らを、四季男はわしに全てをくれた。四季男はわしの全てを変えてくれた。四季男……お主ぬしは、わしの全てじゃ……




　四季男の胸には風かざ穴あなが開いていた。肺も、心臓も、大切な器官をごっそりと持って行かれた。妻である咲と同じく即死だったが、四季男の魂は天に昇る直前、彼女の名を呼んだ。

　──秋人を頼んだぞ。あいつは俺おれや春樹と同じで馬ば鹿かだから、きっと無む茶ちやをしちまう。だから、お前が一生側そばにいてやってくれ。

　彼女は涙を流せなかった。ただ、目の前の現実を受け入れられずに、呟つぶやいた。

「わかったぞ四季男……わかったから……早く目を開けよ………………さびしいぞ」

　パンテオン四よん大だい使し徒と初代筆ひつ頭とう──鷺さぎ澤さわ四季男、並びに妻の鷺澤咲・死亡。

　鷺澤四季男　持ち霊：○○○○○○○──この世の悪全て。

　鷺澤咲　　　持ち霊：蔵ざ王おう権ごん現げん──釈しや迦か如によ来らい、千せん手じゆ観かん音のん、弥み勒ろく菩ぼ薩さつの三尊合体仏。


　　　◆



「行くぜ百ゆ合り！」

「来るがよい秋あき人と！」

　海での課外授業当日。いつも通り夢の世界に作られた都市。その大通りの道路で、第三召喚形態サードサモンの俺おれと少女形態の百合は、全力全開で刃やいばと拳こぶしを削けずり合う。

　音速という言葉が安く聞こえる神速で、俺の王剣と神しん剣けんが世界を斬きり裂き、百合の両手が世界を砕く。自然界の限界を越えた運動エネルギー同士の激突に、戦いの余波だけで周囲の車が吹き飛び建物にヒビが入る。

　俺の空ぶった一撃が、ビルを傾かたむかせた。

　百合の空ぶった一撃がトドメを刺して、ビルが倒とう壊かいした。

　俺と百合のぶつかり合いは神話の再現。神を超越した怪力と神を滅ぼす災さい厄やくを、神を超越した神速と、神を喰くらう悪意に乗せてぶつけあう。

　神罰をも弾はじく肉体が、神を滅ぼす災厄を耐えしのぐ。

　神剣に使われる金属、日ヒ緋ヒ色イロノ金カネに匹ひつ敵てきする強度の肉体が、神を超越した力を弾はじき返かえす。

「甘いわ！」

　ダイヤモンドをカステラのように砕く拳が、俺の顔面をぶっとばす。

　一二年分の走馬灯。百合のおっぱいの味を思い出しながら、俺はゼロ秒で数百メートル以上もカッ飛ばされた。ビル二棟を貫通してから、俺は地面に両足を突き立ててアスファルトを抉えぐりながら停止。腹筋の力で上半身を跳はね起こして、草薙剣クサナギノツルギを振るった。

「災害殺しの型・草くさ薙なぎの大たい波は！」

　災害を地形ごと消し飛ばす、広範囲奥義。

　俺はビル群ぐんも呑のみこむようなプラズマの津波を起こし、だが百合はその津波を素手でかきわけて来た。雷速で疾しつ走そうする百合を見て、俺は場違いな事を思う。

　最近じゃ百合は、中高生くらいの少女形態で修行をつけてくれる。俺やブリジット達たちの輪に混ざってもおかしくないような、少女の姿。

　セリアやアイリーンに負けない、絶世の美少女が黒髪をなびかせ、俺に迫せまって来る。

　丈たけの短い着物から伸びた美び脚きやく、大きくはずむ巨乳、スポーツ少女のような明るい笑顔。

　こんな子を好きなだけ眺めていいんだから、本当に。

「百合との修行は最高だぜ！」

「わしも心こころ躍おどるぞ秋人よ！」

　再び神の超越者同士が衝突して、衝撃波がドーム状に広がる。周囲の建物を根こそぎ吹き飛ばして、爆心地の中央で俺と百合は命を奪いあう。

「もっとじゃ！　もっとじゃ秋人！　わしの邪気から生まれた伊い吹ぶき山やまの神に素手で相あい討うつタケルと、神殺したる草薙剣の力はそんなものではないぞ！　兄を、春はる樹きを超えたくば、草薙剣の全すべてを出し切るのじゃ！」

「英えい雄ゆう殺しの型・東とう西ざい無む双そう！」

　両手の得物を巨大なプラズマで覆おおい、同時に振るう。攻撃範囲は狭せまいが高い切断力を持つ対人奥義を、百ゆ合りは両手で受け止めて口笛を吹く。百合はバックステップで距離を取る。

「軍勢殺しの型・万まん軍ぐん万ばん殺さつ！」

　草薙剣クサナギノツルギを横に薙なぐと、無数のプラズマエッジが百合に飛んで行った。味方を避け、敵にのみ飛んで行く対乱戦用奥義。何な故ぜそれを使ったかと言うと、目くらましの為ためだ。プラズマエッジの隙すき間まから百合の位置を確認すると、俺おれは草薙剣を振り上げる。

「怪物殺しの型・九く頭ず龍りゆう落おとし！」

　草薙剣がまとうプラズマが三〇〇メートル以上も伸びて、ビルのようなサイズになる。

　万軍万殺を次々蹴け散ちらす百合へ、対超巨大生物用の奥義を一気に振り下ろす。だが。

「素す晴ばらしい威力じゃぞ秋あき人と。わしが全力で蹴けらんといかんわ！」

　百合は飛とび蹴げりの一発で、頭上の超巨大剣の刀身を蹴り砕いた。俺が悔くやしさで舌打ちをすると、百合は両手を合わせ、ドラゴンの口のようにして俺に向ける。

「喰くらうが良い秋人。釣り合う熱量で相そう殺さいさせねば、この街ごとお主ぬしは消し飛ぶぞ！」

　百合の手の中で、小太陽と見間違うような極大エネルギーが膨ふくれ上がる。

「業ごう火か万ばん雷らい!!」

　百合の突き出した両手から、火か山ざん雷らいのように、雷かみなりを含んだ紅ぐ蓮れんの業火が俺に襲い掛かる。

　このクラスの温度では、全すべての物質はプラズマ化するはずだが、ソレは炎の様よう相そうをていしている。アスファルトはおろか、周囲の瓦が礫れき全てを一瞬で蒸発、そしてプラズマ化させながら轟ごう音おんを響かせる災さい厄やくに、俺は敢かん然ぜんと構える。王剣を鞘さやに戻し、神しん剣けん草薙剣を両手で上段に構える。俺は笑って心の太陽、セリアの顔を思い浮かべた。

「天照あまてらす世せ界かい!!」

　俺の振り下ろした草薙剣から、太陽の輝きが迸ほとばしる。

　百合の炎に対して俺が放ったのは光の熱波、まるで破壊光線だ。

　小太陽同士の争いが夢の世界を焼きつくし、雲くもと街が消し飛ぶ。

　何も無い、更さら地ちの世界に残されたのは、俺と百合の二人だけだった。

「見事じゃ秋人。それこそが草薙剣の持つ第四の力、太陽剣の能力じゃ」

　百合はたおやかに歩み寄りながら、嫣えん然ぜんと笑う。

「草薙剣はヤマタノオロチの体内から出て来た『魔剣』であり、スサノオ神とアマテラス神の宝となり、神界から地上へ与えられた『神剣』であり、魔王を倒す聖剣。じゃがアマテラスより地上にもたらされたが故ゆえに、その剣を通して装備者にはアマテラス神の加護が与えられる。太陽神アマテラスの力を持った太陽剣。それがその剣の真しん骨こつ頂ちようじゃ。太陽に弱い伝でん承しようを持つ相手には強い攻撃力を発揮するし、同じ太陽属性の攻撃を防ふせいでくれよう」

「他の神話の太陽神達たちか？」

「それもあるが、太陽神ルーグの息子クーフーリンや、太陽神スーリヤの息子カルナ。太陽神シャマシュの加護を受けたギルガメスや太陽の騎士ガウェインなどもおるな」

「なるほどな、太陽の力を持った魔王はいないけど、一般人でセリアにいちゃもんをつけてくる奴やつがいたら使う時があるかもな」

　太陽の力を持った有名召しよう喚かん術師を思い浮かべながら、俺おれは頷うなずく。

「それにしても凄すごい成長ぶりじゃぞ。幼女形態のわしでは無傷では済まないじゃろう」

「全部百ゆ合りのおかげだよ。だって俺、初しよ等とう部ぶ時代に召喚術科にいた時は劣れつ等とう生せいだったんだぜ？　それがこの短期間でアカ・マナフに勝てるようになるなんて、信じられねえよ」

　俺の言葉を聞いて、百合は嬉うれしそうに頬ほおを緩ゆるめた。

「わしの力だけでは無い。全すべては愛のなせる技じゃよ」

「あ、愛？」

　急にＬＯＶＥを語られて、俺は戸惑う。

「強き精神は強き体を作る。ただわしの修行を受けるだけではこうも強くはならん。全ては秋あき人と、お主ぬし自身に、強くなりたいという強い意志があってのものじゃ。愛する友、愛する女、愛する伴はん侶りよ。これだけの愛に溢あふれて強くならないはずがない。スーパーヒーローの条件は、心に愛を持つ事じゃぞ」

　百合は両手でハートを作り、可愛かわいくウィンクをする。その姿には思わずトキメいた。今の百合は俺と同い歳どしくらいの女子で、可愛い仕草をされると、どうしても意識してしまう。

　……やっぱり、百合って美少女だよな。

「忘れているじゃろうが、この世界においてもお主の考えは全てわしに筒つつ抜ぬけじゃぞ」

「ぬなっ!?」

「じゃから、わしが九く頭ず龍りゆう落おとしを迎撃しようと飛とび蹴げりをした時、お主がわしの着物の中に興奮していたのも知っておるぞ」

　百合はいたずらっぽく笑い、ただでさえ限界ギリギリの丈たけしかない着物の裾すそを持ち上げようとする。俺は混乱して、顔を耳まで熱くしながら動揺してしまう。

「だ、だって百合がパンツをはかないのが悪いんだろ!?」

　百合は唇くちびるを尖とがらせて、眉まゆ根ねを寄せた。

「う～む、しかしわしら召しよう喚かん霊れいは太古の昔からノーパン主義なわけであってじゃな」

　百合は手の中にパンツを生成すると、試しにはいてみる。

　足を通して、きゅっと上に持ち上げる動作は、見るだけで俺の心臓を暴れさせた。

　百合は難しい顔になり、しっくりこない様子で内またをもぞもぞとさせる。

「ええい、こんなものはいていられるか！」

　破るようにして、着物の裾からパンツを引き抜いて放ほうり捨てる百合。

「そもそも秋人とて、ある日いきなり今日から二十四時間ヘルメットを被かぶって生活しろと言われれば違和感があるじゃろう？」

「それは、まぁ……」

　万年単位でノーパンの百ゆ合りからすると、パンツをはくのはそれぐらい違和感のあるものらしい。でも、だからって……

　俺おれが視線を百合の下半身に下ろすと、急に百合が俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「お主ぬしだって、わしがノーパンの方が嬉うれしいくせに、カッコをつけるでない」

　思春期の欲望を貫かれて、俺は言葉に詰まる。

「まったく、秋あき人とは本当に助平じゃな。まっ、脳内嫁として、これからも魂の旦だん那な様の変態趣味には付き合ってやろうかの」

　やられっぱなしの俺は、ちょっとだけ反撃をしておく。

「あんまりからかうと、襲っちゃうぞ」

「ふむ、確かに、お主にはそろそろ褒ほう美びのひとつもやらんとな」

　次の瞬間、世界が暗転した。


　　　◆



　目を覚さますと、布団の感かん触しよくが俺の肌はだを包んでいるのが解わかった。それに、この心地よい重みは一緒に寝ている百合のものだろう。修行が終わって夢から覚めたことを自覚して、俺は目を開けようとする。でも、その前に俺はとある違和感に気付く。

　……なんだ、いつもより妙に重いな。

　とっても可愛かわいらしいロリっ娘こ百合の体重などたかが知れている。なのに今は、ずっしりとした重じゆう量りよう感かんが、俺の胸から脚にかけてのしかかってきている。

　それになんだか……すごくきもちぃ。

　尋常じゃないくらい温かくて、やわらかくて、でもしっかりとした弾力で、俺の体に低反発力を加えて来る。いったいどうなっているんだ？

「……!?」

　うっすらと目を開けると、俺は歯を食いしばった。目の前にあるのは可愛らしい百合の顔では無く、美の概念を跳躍した、神秘そのものだった。色っぽく、嫣えん然ぜんと笑う百合。

　引力に近い魅み力りよくに俺が圧あつ倒とうされていると、百合は上体を起こして、かけ布団を落とした。

「ッッッッッッッッッ！！！！！！？」

　スラリと長い腕にたおやかな指先、華きや奢しやな肩、俺の貧弱な語ご彙いでは表現できない美び貌ぼうに、魔ま性しようの魅力を持った黄金の瞳ひとみ。黒くろ真しん珠じゆの輝きもかすむような黒髪が、髪フェチの俺の心臓をしばりつける。人類最高峰の画力を持つダヴィンチでも、彼女の美しさを表現するのは不可能だろう。久しぶりに見る、百合の大人形態。

　そして大人形態の百合はあろうことか……全裸だった。

　いかなる女神像も足あし蹴げに出来る美び脚きやくに肉感的なふともも、大ボリュームのヒップはサイズに反比例するような張りで見事な丸みを帯おびて、少しもだらしなさを感じさせない。

　ボリューミーな尻しりたぶとは相反するように、ぎゅっとくびれたウエストは可愛かわいくもセクシーなおへそが最高のチャームポイントだった。

　セリア以上の、スイカ並の爆乳は、やわらかさの証拠として重力と融ゆう和わ。わずかにたわむも、溢あふれんばかりの弾力で女神の曲線を形作っている。抵抗力の無さを示す『柔らかい』と、抵抗力の強さを示す『弾力』。矛盾する二つの特性を合わせ持つ奇跡のおっぱい。その色しき彩さいは、頂点のみを桜色とし、あとは雪のような白さだった。

　黒髪に白い肌はだ、そして桜色の頂点、扇せん情じよう的てきな体の全すべてが、余あますところなく日本美を内包した百ゆ合り。その姿に、俺おれは腰が抜けて何も出来なかった。

　人類最高峰の彫刻技術を持つミケランジェロでも、彼女の魅み力りよくは再現できないだろう。

「何を呆ほうけておる秋あき人と。せっかくお主ぬしの為ために大人形態になったのじゃ、感想を言うてみよ」

　俺は唾つばを呑のみこんで、高鳴る心臓とは真逆に冷静な口調で気持ちを伝える。

「まじですげぇよ……ダヴィンチやミケランジェロに俺の理想を作らせたってこうはならねぇよ……」

「♪♫♪♫♪」

　百合は嬉うれしそうに頬ほおを染めて、幸福を噛かみしめるように唇くちびるを硬くし、目を細めた。

　そっか。百合には俺の考えている事が全部伝わるから、俺の言葉がお世辞じゃなくて本音だって事も、俺がどれだけ百合に魅力を感じているかも伝わるんだよな。

　百合は少女のように初うい々ういしい顔で喜び、上機嫌だ。

「ふふ、秋人」

　百合は声をはずませながら、俺を抱き寄せた。そうして規格外の爆乳を俺の胸板に押しつけて上下に動く。百合の低反発力バストが俺の肌を直接刺激して、あまりの気持ち良さで快楽に溺おぼれてしまう。寝ている間に百合が脱がせたのだろう。気が付けば、俺も裸だった。どうりで目が覚さめた時、肌で布団の感かん触しよくを感じたはずだ。

　底なしのやわらかさで押し潰つぶれるおっぱいの甘い感触。しかしその中央にはグミのような触しよつ感かんがあって、俺の胸板から腰に電流が駆け抜けたような感覚に襲われる。

「ゆ、百合。いくらご褒ほう美びでもこれはちょっと過激じゃないか？」

　見上げると、百合の美び貌ぼうが目の前にあった。百合の瞳ひとみに俺が映る。互いの鼻先がわずかにふれあって、くすぐったかった。俺は今にも死にそうなほど胸が苦しくて、何も抵抗できない。子供の頃に、散々この姿の百合と接してきた俺でこうなのだ。他の男が百合に見つめられたら、きっとそれだけで気絶してしまうだろう。

「助平のくせに臆おく病びようじゃの。お主がセリアと結婚したら、二人まとめて可愛がるつもりじゃがどれ、今のうちに免めん疫えきをつけるか」

　百合は目を細めて、俺と唇を重ねた。日ひ上がみと戦った時にもしたけれど、大人形態の百合とするキスはもっと凄すごくて、百ゆ合りの香りで脳のう味み噌そがしびれながら、俺おれは口内の熱い快楽に身をゆだねてしまう。百合は俺から唇くちびるを離すと、熱っぽい瞳ひとみで俺を見つめた。

「まったく、幼い頃より可愛かわいい童わらべじゃと思っておったのに。最近のお主ぬしはずるいぞ」

　意味が解わからず、俺が百合を見つめ返すと、百合は熱い吐息を漏らす。

「女を守る為ために魔王使いを倒し、死の淵ふちから蘇よみがえり大神使いに一いつ矢し報むくい、準大魔王使いをも討ち果たし、今や少女形態のわしに全力を出させるときておる……燃えるような瞳でわしに立ち向かうお主は……濡ぬれるぞ」

　俺は力無く押し倒されて、百合は俺に覆おおいかぶさって来る。何やら非常にまずい気がするけど、頭がぼーっとして上う手まく働かない。このまま、全すべてを百合に任まかせてしまえばいい。素直にそう思えた。部屋のドアが開いたのは、ちょうどその時だった。

「朝だよ弟ちゃ……ん……」

　美み夏なつ姉さんと、大人形態の百合の視線がぶつかった。姉さんの全身から、灼しやく熱ねつの炎が湧わきあがる。いや、湧き上がったような気がする。その幻覚一つで、俺は一気に体温が冷めるのを感じた。姉さんの両目が釣り上がる。

「不健全は……ダメなんだからぁあああああああ！」

「はぃいいいいいいい！」

　あまりの迫力と恐怖で、俺は悲ひ鳴めいを上げて体を強こわ張ばらせる。

「ふふ、美夏は弟思いじゃの♪」

　この部屋で、百合だけが余裕の表情を変えないのだった。


　　　◆



　百合との一件で、俺は姉さんからたっぷりとお叱しかりを受けた。今日は楽しい海での課外授業なのに、精神的にドッと疲れてしまう。おかげで、今は人工島独立学園国家の海岸線沿ぞいにある、青少年魔術館に来ているのだが、クロエ先生の説明も頭に入ってこない。

「どうしたのアキト？　なんだか朝から疲れているわねぇ」

「ん、あーブリジット、みんなの水着姿が楽しみで昨日は眠れなかったんだよ」

「も、もうアキトったら本当にエッチなんだから。えへへ」

　心配してくれるブリジットをからかうと、少し気が紛まぎれた。

　クロエ先生を先頭に、クラスのみんなでぞろぞろ館内を見て回ると、流石さすがに海関連の展示物が多い。俺がタケルを召しよう喚かんした時に行った青少年魔術館とは違い、魔法の力で一気に性能を向上させた小型潜せん水すい艦かんや、探たん査さ艇ていが展示してある。

　他にも、交こう霊れい術じゆつの応用で、魚の骨から生前の姿を復元して泳がせている水すい槽そうまであった。

「あらアキト。あれは持ち霊召喚の儀ぎ式しき体験コーナーではなくて？」

　アイリーンの視線の先にあるのは忘れもしない、俺がタケルを召喚した時と同じ、持ち霊召喚の儀式体験コーナーだった。こっちの青少年魔術館にも、同じのがあるんだな。

「へぇ、でもアッキー、いくら体験コーナーの召しよう喚かん陣が本物仕様でも、本当に召喚しちゃう人なんて前代未聞ですよ♪」

「やはり、アキトさんはヒーローになる運命の方なのですね」

　チュリスとセリアの感想に、俺おれは頬ほおをかいて照れ笑いを浮かべる。

「ま、まぁな」

　タケルを召喚したばかりの時は、なんで俺がこんな目に遭あうんだと落ち込んだ。

　でも今は、感謝の気持ちでいっぱいだ。

　タケルを召喚したおかげで、俺はセリアを守ることができた。

　タケルを召喚したおかげで、俺は兄貴への尊敬を取り戻せた。

　タケルがいなければ、今でも俺は自分のヒーロー道を見失ったままだったろう。

　だから俺は、心の中でタケルに精一杯の感謝を送ると同時に、あらためて自分自身に誓ちかった。俺は、たとえどんな敵が相手でも、絶対に最後までセリアを守り切るんだ。


　　　◆



　課外授業の日程は、午前中は青少年魔術館でお勉強。それが終われば、待ちに待った自由時間だ。青少年魔術館の食堂で昼食を済ませたクラスのみんなは水着に着替えて、白いビーチへと繰り出した。ここは訓練用地なので、一般の客はいない。うちのクラスの貸し切り状態だ。そして、指定の場所で待たされた俺は、ブリジットに呼ばれて振り返る。

「じゃじゃーん。どうアキト？」

　腰に手を当ててポーズを取るブリジットの水着は、青いチューブトップのビキニだった。ただし前回のとは違い、パンティに深いハイレグカットが入っていて、かなり際どい。

「アキト、貴方あなたが好きなのはこういうのではなくって？」

　頭の後ろで手を組むアイリーン。彼女の水着はまた黄色いモノキニだが、前回と違いブラとパンティを繋つなぐ布は紐ひも状じようで、ブラとパンティも布地がかなり少なくてセクシーだ。

「アッキー。ボクの水着姿も見てくれないと、スネちゃいますよ♪」

　両腕で胸を寄せながら、はじけるような笑顔を見せてくれるチュリス。彼女の水着は、ピンク色のスキャンティ型パンティとホルターネックブラだ。丈たけが短いスキャンティのせいで、お尻しりは谷間が見えるギリギリまで、下腹部は刺激的なラインまで肌はだを見せている。

「あの、アキトさん……やはりＴフロントは恥ずかしいので無理ですが、これなら……」

　海でも相変わらずヘッドホンを被かぶるセリア。口元に指を当て、恥じいるように俺を見つめる彼女の水着は普通の黒ビキニだが、セリアが着ればセクシービキニとなる。ハイレグカットが入ったパンティは、うしろも深めにカットされている。それでも、他の女子ならお尻の半分は隠せるであろう布地が、セリアのお尻では三分の二も尻たぶをこぼしていた。お尻の谷間に布地が食い込んでいる事に加えて、セリア自身のヒップサイズが原因だろう。

　ブラは乳房中央を隠すだけで精一杯。セリアの深過ぎるおっぱいの谷間も、上乳も、下乳も、横乳も丸出しだ。できれば他の男子には見せたくないけど、なんとか許ゆるせる範囲だ。

　けれど、こうして見ると、全員かなり露ろ出しゆつ度が高い。

　なんだかみんな、少しずつ顔に赤みが挿さしている気がする。その時、俺おれは気付いた。

「みんな、もしかして俺を喜ばせる為ために露出度の限界に挑戦してくれたのか？」

　みんなは目を大きく開けてから、顔がますます赤くなる。

　いつもならここで、ブリジットとアイリーンが『そんなわけないでしょ！』とか怒ど鳴なる所だが、今日は違った。ブリジットは可愛かわいい顔で照れながら、上から目線に唇くちびるを尖とがらせる。

「そ、そうよ。最近アキト凄すごい頑張っているから、あたし達たちからのご褒ほう美びなの。アキトってばエッチだし、あたしのスレンダーボディにメロメロなんだもん」

　普段から運動量の多いブリジットの体は程良く鍛きたえられてひきしまり、ましてスレンダーボディと相性の良いチューブトップの水着と、際どいハイレグカットのパンティだ。血が燃えるようなセクシーさに、俺はメロメロだった。

「いいえ、アキトはワタクシのパーフェクトボディに夢中なのですわ」

　ブリジットに対抗してアイリーンはその場で一回転。お尻しりにキュッと食い込んだパンティが、おっぱいにむちっと食い込んだブラが、彼女のパーフェクトボディをさらに扇せん情じよう的てきに見せた。魂も凍るようなボディに魅せられて、俺は彼女を抱きしめたくてしょうがない。

「アッキー、ボクの体じゃ物足りないかもしれないけど、この前、助けてくれたお礼に、あとでもっともっとエッチな水着を着てあげますからね♪　ほとんど裸のっ♪」

　チュリスにウィンクをされて、俺は歯を食いしばる。発育途上ながら、確かなふくらみのあるお尻とおっぱいは俺の男心をくすぐって、体がしびれるような魅み力りよくを感じる。ほとんど裸のエッチな水着、という言葉にも、つい期待が膨ふくらんでしまう。

「あの、アキトさん。もしも、御迷惑でなければ、私からのご褒美も受け取ってください」

　セリアはブリジットとは対たい照しよう的てきに、泣きそうな顔で、上目づかいでこいねがう。

　爆乳の下で腕を組み、一気に持ちあげるセリア。勢い余あまっておっぱいがブラからこぼれ落ちる寸前だった。大きく跳はね弾む豊かな胸に、俺は全身の骨がトロけるほど悩殺された。

　布地の少ないセクシービキニに身を包み（包めていない）その発展過か剰じようかつ未いまだ発展途上の豊満過ぎる体は、ただそこにいるだけで俺の心を揺さぶり続ける。

　セリアの全すべてが欲しい。セリアの全てを、この手で好きにしてしまいたい。

　醜みにくい欲望が、マグマのように煮えたぎりながら腹の中でうずまいた。

　でもそれはいけない、と俺は自制する。

　俺が優先すべきは、この致ち死し量りようの魅力を持った少女の笑顔を守る事だ。この子の笑顔だけは、絶対に汚けがしてはいけない。でも、それでも……

　俺は目のやり場に困って視線を逸そらした。けど、どこを見ても最高の美び貌ぼうとプロポーションを持つ美少女だらけで逃げ場が無い。こんな美少女達のセクシー過ぎる水着ショーを見られるのだから、今の俺おれは世界一幸せな自信がある。でも、若さ故ゆえの衝動溢あふれる思春期男子にとって、見るだけでそれ以上は何もできないというのは、余あまりにも辛つらく苦しいものだった。世界中の幸せと不幸を同時に味わうような、複雑な心境だ。

「弟ちゃん！」

　俺の背中に、大質量物質が二つ、ずっしりと押しつけられた。布越しでも感じるその甘々な心地に、俺は背筋が伸びてしまう。でも、このおっぱいは駄目だ。

「ねね、姉さん!?」

　巨乳から逃げるように離れ、振り返ると真っ赤なビキニ姿の姉さんが怒り顔だった。

「弟ちゃん！　不健全なのは駄目なんだからね！　いっつもいっつも女の子のお尻しりやおっぱいやふとももやくびれや鎖さ骨こつや首くび筋すじや髪ばかり見てぇ！」

「違う！　女の子のじゃない！　美少女かつ好きな子だけだ！」

「何さりげなくハーレム宣言しているのよ弟ちゃん！」

　──秋あき人とよ、後ろを見よ。

「ん？」

　俺の後ろでは、ブリジット達たち四人が両手を頬ほおに当てたり、自分の肩を抱いたりしながら、体をくねらせて照れている。ブリジットとアイリーンは小声で、

「び、美少女だなんて……」

「す、好きな子……」

　と悶もだえながらニヤけている。

　いつもながら俺の幼おさな馴な染じみは本当に反応が可愛かわいいな、そしてセリアも。しばらく眺めてよ。

「みんなもみんなよ！　何なのそのエッチな水着は！　セリアちゃんなんてほとんどハミ出ているじゃない！」

「ぁうぅ……」

　胸とお尻に手を当て、うつむくセリア。うん、だからそういうのが可愛いんだってば。

　まったく、最近はみんな可愛かわい過すぎて困るな。

「ていうか、姉さんだって人の事、言えないんじゃないか？」

「お姉ちゃんのどこが？」

　潔白を証明するように、美み夏なつ姉さんは大きな胸をどーんと張って仁王立ちになる。

「そのヒモパン＆マイクロブラの裸腰スタイルのどこに健全要素があるんだよ！」

　セリア同様、中央部分しか隠していないおっぱいを指差し、俺は怒ど鳴なった。

「違うの！　これは弟ちゃんが他の女の子を視し姦かんしないよう釘くぎづけにするためのものなんだからね！　お姉ちゃんだって、恥ずかしいのを我慢しているんだから……」

「てかなんで高等部の姉さんがいるんだよ!?」

「生徒会の引いん率そつなの！　決して合法的に弟ちゃんと海に行く為ために担任のクロエ先生が教育実習生である事を利用して、教職会議で生徒会長引いん率そつの必要性を訴うつたえたわけじゃないのよ」

「解わかり易やすい説明をありがとう！」

「うふふ、だから弟ちゃん、今日は、お姉ちゃんだけを見てね♪」

　姉さんが巨乳の下で両腕を組み、寄せて、上げて、一気に爆乳並の量りよう感かんが出る。

「ぐぉおお駄目だぁ！　姉弟きようだいの一線を越えてしまうぅ！　助けてくれセリ……ア……」

　振り返ろうとして、俺おれはその人を見つけた。

　セリア並のバストとヒップで、けれどセリアよりも背が高いモデル体型でロングヘアーの金髪碧へき眼がん。緑色のマイクロビキニが、豊満過ぎる体で今にもハチ切れそうだ。

「みんなー、自由時間だからってあまりハメをはずしちゃ駄目ですよぉ」

　我らが担任。クロエ・クロエール先生だった。気弱で威い厳げんがなく、生徒からはくーちゃんなどと不名誉なあだ名をつけられているが、長身爆乳爆尻じり金髪碧眼で美人なのに笑顔や仕草が幼くて可愛かわいい人気の教育実習生だ。ちなみに高等部の三年生だが、早生まれなので美み夏なつ姉さんと同じ一七歳である。持ち霊は下半身が蛇へびで上半身が裸の爆乳美女ラミアというエッチなモンスターで、召しよう喚かん術を使うとエッチな衣装になるのが恥ずかしいようだ。

「相変わらず……スペックだけは高いな……」

　ブリジット達たちも、クロエ先生のボディにちょっと引き気味だった。

「先生の胸、もしかして私よりも……アキトさん」

　セリアは俺に向き直ると、不安そうな表情で顔をのぞきこんでくる。

「あの、アキトさんは、大きな胸が好きなんですよね？」

「うぇっ!?　それはまぁ、そうだけど」

　いくらそうでも、女子に面と向かって聞かれるとはずかしいな。

　セリアは、頑張って自分の胸を手で持ち上げると、泣きそうな顔になる。

「アキトさんは……私の胸よりもクロエ先生の胸のほうが好きですか？」

　その表情に、俺はハートを撃ち抜かれる。あの、あのいつもは無口無表情無感動なセリアが、いや、そうだったセリアが俺におっぱいアピールをするなんて。

　──わしは感動で涙がとまらんぞ！

「だだ、大丈夫だよ！　俺はセリアの胸が一番好きなんだから！」

「「アキト!!」」

　アイリーンとブリジットの怒声に振り向くと、二人とも顔を真っ赤にして震えている。

「セリアさんが一番なんて、ワタクシの魅み力りよくが解らないアキトなんて大嫌いですわ！」

「アキトのおっぱい星人！　アキトのバカ！　もうアキトなんて知らない！」

　二人は俺にお尻を向けて逃げようとするが、それを見計らってチュリスが俺にとびつく。

「じゃあアッキーはボクがもらいますね♪」

「「えっ？」」

　二人は足を止めて振り返ると凍りついた。チュリスは大だい胆たんに体を絡ませて俺おれに甘える。

「アッキー。この前病室でした愛の告白の返事、まだ聞いていませんよ？」

　──う、うぉおお。

　──これはこれで、よいのぉ。

　ふくらみかけのおっぱいがおしつぶされて、いじらしいほどに存在を主張する。

　そんなチュリスの存在が可愛かわいくて、愛いとしくて、俺は流されてしまいそうになる。

　チュリスは幼い頃から、いつも絶世の美少女であるアイリーンの陰に隠れて目立たなかったけど、俺は知っている。チュリスが、実は凄すごい美少女であることを。

　女の子好きのユリユリ女子だからみんな気付かないだけで、つぶらな瞳ひとみも、花びらのように愛らしい唇くちびるも、艶つややかで長い茶髪も、俺にはもったいないほど魅み力りよく的なんだ。

　こんな子が彼女だったら最高だと思う。でも、と俺はセリアを意識する。

　セリアは、捨てられた子犬みたいな目で俺を見つめている。

　チュリスの言う通り、セリアが俺を、男として愛してくれているなら、俺はその気持ちに応こたえたい。でも、でもでも、だからといってチュリスの愛を無下にするなんて……

　中二男子の対応力を越えた状況に俺は苦悩する。二ふた股またなんて駄目だ、という自分と、みんなの愛に応えたい、という自分がせめぎ合う中、チュリスは言う。

「そしてアッキー、一緒にセリアちゃんを可愛がりましょうね♪」

「へ？」

　チュリスは、色っぽい笑みで俺に甘い吐息をかける。

「確かにボクはアッキーの事が大好きですけどぉ、やっぱりセリアちゃんのダイナマイトボディは諦あきらめられません。だからアッキー。アッキーがボクとセリアちゃんを可愛がって、ボクとアッキーでセリアちゃんを可愛がればオールオッケーですよね♪」

「えええええええええええええええ!?」

　まさかの、女の子のほうからハーレムの提案。俺の中で、妄想が加速してしまう。

　──ほほう。最初は秋あき人ととセリアを可愛がるつもりじゃったが、チュリスもついてくるとは、わしとしてはたなぼたじゃの。

　──いや、そんなこと言っている場合じゃ、いや、場合なのか!?

「セリアちゃん♪　一緒に、アッキーに愛されませんか？」

　泣きそうだったセリアの顔に、一点の明かりが灯ともった。セリアはためらいがちに俺の腕を取ると抱き寄せて、不器用な言葉を口にする。

「アキトさん。一番でなくていいです。二番目でも三番目でもいいです。だから……」

　本人は無意識なんだろうけど、抱きよせられた俺の腕が、胸の谷間に挟みこまれた。

「ずっと、愛してくれますか？」

　俺は、脊せき髄ずい反射でセリアとチュリスを抱きしめていた。暴れ回る心臓の音が、鼓こ膜まくに響く。全身にうっすらと汗をかきながら、俺おれは両腕に力を込める。

「ごめん、冗談だったら、すぐに訂正してくれないか？　俺、本気にしたら本当に止まらないぞ。今なら、まだ俺がまんできるから」

「嘘うそじゃありませんよ」

　チュリスの唇くちびるが俺の口を覆おおった。熱い舌が俺の口内を優しく一巡りしてから離れる短いキス。俺らのキスを見て、セリアは唇をもごつかせて、視線で俺にキスのおねだりをする。

　何これ!?　何これ!?　もしかして俺本当に、本当にこれハーレム確定!?　そんな、思春期男子の妄想爆発な事が現実に!?

「「って、いい加減に離れなさい！」」

　ブリジットとアイリーンが、我を取り戻したように叫ぶ。けどチュリスは冷静だ。

「何で？　友達の二人にアッキーが誰だれと付き合うか口出しする権利あったっけ？」

「「そ、それは……」」

　口ごもる二人に、チュリスは続ける。

「二人もアッキーの事が好きならともかくだけど、二人とも昔からアッキーが『俺の事好きなの？』って聞いたら『そんなわけないでしょバカ』って否定していますよね？」

「「いや、それは、ちが……」」

　ブリジットとアイリーンは顔の赤みを増させながら、泣きそうな顔で両手を泳がせる。

「二人はただの幼おさな馴な染じみだよね？　じゃあボクらの恋を応援してくださいよ、友達として♪」

「あう、あう……」

「うぅ……それは、そうですが……でも……」

　二人は目にいっぱいの涙を溜ためて、下した唇くちびるを噛かむ。

　チュリスは、世界中の悪意を煮詰めたような、超魔王の笑顔を浮かべる。

「ふっ、しくじったね二人とも。お二人は自分とアッキーの二人っきりで、恋愛映画のようなロマンチックな青春を妄想していたんだろうけど、もうそのルートは消滅しているのですよ。既にボクとセリアちゃんはアッキーの恋人になり終わっているのです。つまり、お二人の選択肢は二つに一つ。アッキーラバーズに入るか、入らないか、ですよ」

「「ッッ」」

　ブリジットとアイリーンは、涙をこぼさないよう、ギリギリのところで踏みとどまっているが、きゅっと握にぎりしめた拳こぶしを胸元で震わせて、もういっぱいいっぱいといった様子だ。

　──上う手まいのチュリス。この娘、論点を誘導し選択する側からさせる側に回りおった。まだ秋あき人とはハーレムを作ると『断言』まではしておらん。じゃが、もう話の段階がハーレムのメンバー募集に変わり終わったと錯さつ覚かくさせておる。

　──？　？　何の話だ百ゆ合り？　誘導？　選択させる？

「チュリス、今まで何度も確認しているけど、二人は俺の事なんて好きじゃないんだろ？」

　チュリスは人差し指で俺おれの唇くちびるを塞ふさぐと、ウィンクと一緒に囁ささやく。

「待っててアッキー。もうすぐ面白いモノが見られるから♪」

　天使のような笑顔に、俺は口をつぐんでしまった。

「好きな人を独占したい、他の子を見て欲しくない、それはとてもステキで真っ当な考えです。でもアッキーはもうボクらのものなのです。ハーレムに入らないなら、これからも幼おさな馴な染じみとして、あっ、すいません。アッキーの言う通り、二人は最初からそのつもりなんだよね？　だって二人はアッキーの事なんて、なんとも思っていないんですから♪」

　ブリジットとアイリーンの瞳ひとみに恐怖が映り、言葉にならない声を漏らしながら、俺に手を伸ばそうとする。

「ぃい、いやぁ……」

「アキ、ト……」

　膝ひざを震わせる二人に、チュリスは言う。

「じゃあアッキー、これからは、ボクとセリアちゃんと三人で楽しみましょう。愛していますよ、アッキー。早速、今夜は三人で寝ましょうね、チュッ♪」

　チュリスの可愛かわいい唇が、再び俺の口に吸いついた。

　ブリジットとアイリーンの目から、大粒の涙がこぼれる。

「「ダメェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッッッ!!!!!!!!!!」」

　二人が全力疾しつ走そう。チュリスとセリアを突き飛ばすと、そのままの勢いで俺を押し倒した。

「うおっ、どうしたんだよ二人とも？」

　ブリジットは涙と鼻水を垂たらしながら、子供のように泣きわめく。

「ヤダヤダ、あたしも一緒じゃなきゃヤダァッ！　アキトはあたしの、あたしのなのぉ！」

　アイリーンは恥も外聞も無く、ぼろぼろ泣きながら美び貌ぼうをくしゃくしゃにして泣き叫ぶ。

「アキトと結むすばれないなんてイヤですわ！　一番でなくてもいいですから、みんなと一緒でもいいですから、どんな形でもいいから愛してくれないとイヤですわ！」

　二人は、今まで見た事もないような弱々しい顔で、俺に体を絡めてすがりつく。

「好きぃ！　アキト大好きぃ！　初めて会った時からずっとずっとずぅーっと大好きだったのぉ！　もう怒らないから、優しくするから！　だからお願いどこにも行かないでぇ！」

「愛していますわアキト！　友達としてではなく一人の男性として！　アキトの彼女に、アキトのワイフになりたいんですの！　アキトの子供が欲しいんですのぉ！」

「ちょちょ、二人とも！　ブリジット！　アイリーン！　のわぁああああ！」

　そのまま二人は争う様に俺の唇を求め、さらに頬ほおに、額に、顔全体にキスの絨じゆう毯たん爆撃を行ってきた。俺はもうメロメロのトロトロだ。全身を弛し緩かんさせながら、目を回してしまう。

　──ゆ、百ゆ合り、俺もう……だめ……

　──わしも……これはたまらん……はふぅ……

「せ、世界の至宝が全すべて俺おれの元に……」

　一方、突き飛ばされたセリアとチュリスは俺らの様子を眺めながら、

「チュリスさん、もしかして、最初からこれが狙ねらいだったのですか？」

「うん♪　みんなが幸せになるにはこれしかありませんから。友達グループの中でカップル成立なんてしたらギクシャクしちゃうじゃないですか。まぁ、独立学園国家は多夫多妻制ですし、ここで婚こん姻いん届とどけを出せば問題ないですよ」

　学園創設時は、当然とばかりに一いつ夫ぷ一いつ妻さい制せいだった。でもインドや中東の有力召しよう喚かん術師をヘッドハンティングする際、妻と別れなくてはならないなら教師やパンテオンにはならないと言われてしまったらしい。結局、どこの国にも属さない完全な独立学園国家であるが故ゆえに、全世界のどこの国の人でも移住できるよう、多夫多妻制になったようだ。

「あら、じゃあワタシ達たちも混ぜてもらえるかしら？」

　幼おさな馴な染じみとラヴラヴでハッピーな俺の下に、新たな客人が現れる。

「ドゥ、ドゥルジィイイイイ!?」

「ウフ♪　アキトに会いたくなって来ちゃったわ♥」

　パンデモニウムの一人で、セリアを狙い襲撃して来た、指名手配中の敵に驚いたわけではない。ブリジット達に続き、第二次水着大戦勃ぼつ発ぱつ。俺は、ドゥルジの格好に舌を噛かんだ。

「なんじゃその格好はぁああああ!?」

　クロエ先生はそれなりのマイクロビキニだったが、ドゥルジのソレは限界突破のマイクロビキニだった。ただの黒いヒモだ。裸同然である。

　隠しているのは、首から下のピンク地帯のみ、あとはおいしそうなコーヒーミルク色の肌はだを、おしげもなくさらしている……だけではなく、ブラのヒモがセリア並の爆乳に、パンティのヒモが腰や股こ関かん節せつに食い込んで、裸よりエロいかもしれない。

「だって、アキトにはもう全部見られているもの。これくらい平気よ♪」

「だからって、他の男子だっているんだぞ！」

　俺の彼女という訳じゃないけど、ドゥルジの肌が安売りされるのは、なんか嫌だった。

「それなら大丈夫。さっきからぬらりひょんの結界で、ワタシやセリア達の事を視界に入れられないようにしているから。ほら、アナタも早く」

　ドゥルジの背に隠れていた人影が登場。

　それは前回アカ・マナフと一緒にいた日本人の少女、ぬらりひょんだった。だったがだ！

　ぬらりひょんは、ドゥルジと色違いの白いマイクロビキニだった。ヒモ状の水着ではセリアやドゥルジ並のお尻しりとおっぱいを押さえられず、ぬらりひょんの豊満な体がはずんだ。

　前回、体のラインが隠れるはずの着物姿で、なお隠しきれないバストとヒップは確認済みだが、着物という拘束具をはずし、封印から解き放たれた体は、本当に規格外だった。

　そして、ぬらりひょんは、最初に出会ったばかりのセリアよりも無機質で無感動で無表情な子だ。でも今は、人形のような顔のまま頬ほおを染めている。

「あの、ドゥルジやっぱり私この格好は……」

　無表情ながら薄い羞しゆう恥ちを感じさせる声に、ドゥルジはハイテンションに舌を転がす。

「何言っているのよ、アキト以外に男の目は無いんだし、女同士ならいいじゃない♪」

「いや、だから秋あき人との目があるから……」

　チラチラと俺おれの方をうかがうぬらりひょん。その耳元で、ドゥルジは囁ささやく。

「魔王使いでも気にせず接してくれる男子なんてアキトぐらいのものなんだから。ここでしっかりハートをつかまないでどうするのよ。アナタ、将来ママになりたいんでしょ？」

「でも子供の為ために利用するのは。セリアの為に戦う秋人はかっこいいけど、私は別に秋人が好きなわけじゃないし……」

　へぇ、ぬらりひょんて意外に母性的なんだな。っと、そうだ。

　俺はぬらりひょんの一面に感心しながら、とある事を思い出す。

「なぁ、ぬらりひょん、この前はマナフごと攻撃してごめんな」

　俺が声をかけると、ぬらりひょんとドゥルジが俺の方を向く。

「……どうして謝るの？」

　顔の赤みが引いて、無表情で問うぬらりひょんに、俺は頬をかきながら謝罪する。

「いや、だって、あの時は俺もマナフを倒すのに夢中で『全体攻撃ならぬらりひょんがマナフの姿を隠そうが当たる』とか考えて草くさ薙なぎの大たい波はブッ放しちまったけど、よく考えたら関係ないお前にまで重傷を負わせかねなかったよな。だからごめんっ」












　俺おれは顔の前で両手を合わせる。あの時は、ぬらりひょんがその絶大な霊力で防ふせいだから無傷で済んだ。でも、ぬらりひょんに大けがなんてさせてしまったら取り返しがつかない。

「……私は秋あき人との敵よ、なのにどうして」

「え？　俺らって敵同士なの？　なんで？　あの時マナフは俺らに襲い掛かってきたけど、ぬらりひょんてまだ何もしていないじゃん」

　無感動なぬらりひょんと違い、俺は不思議そうに首をかしげた。

「……私達たちは、セリアを誘ゆう拐かいしようとするパンデモニウムなのよ」

「でもサタンの話だと一枚岩じゃないんだろ？　それに人間を組織でひとくくりにするのって俺好きじゃないんだよな。ぬらりひょんは俺らに何も危害を加えていないから、俺的にはドゥルジと同じでセクシーでキュートな女の子だぞ？」

「ドゥルジは貴方あなたと戦闘したはずだけど？」

「あの程度、ドゥルジの裸でお釣りがくるって。でも、セリアに酷ひどい事を言ったり、ブリジットに解放召喚オーバーフローを放った事は謝ってほしいかな」

「ごめんなさいセリア、ブリジット。これからはアキトを愛する者同士仲良くしましょ」

　間髪をいれず、ドゥルジはセリアとブリジットに笑顔で謝罪をしていた。

「私は構いませんが……」

「あんた変わり身早すぎでしょ！」

　セリアと違い、ブリジットは納得できないようだ。

「まぁまぁ許ゆるしてやれよブリジット。お前なんてドゥルジを串くし刺ざしにしたんだし」

　ブリジットはバツが悪そうに言葉に詰まる。

「うっ、それは、そうだけど」

　しかも解放召喚は俺が撃墜したから、ブリジットは無傷である。

「それよりぬらりひょん。できればこれからもセリアを誘拐しようなんて思わないで、友達になろうぜ。俺らは魔王使いだからって気にしないし、なんなら放課後俺ん家ちに来いよ」

　俺が歯を見せて笑うと、ぬらりひょんはうつむいて、ドゥルジの背に隠れてしまった。

「あの……ドゥルジ……私……」

「ウフフ、解わかるわよぬらりひょん。アキトはこういう奴やつなのよ。ステキでしょ？」

　ドゥルジは振り返って、ぬらりひょんを軽く抱きしめながら至近距離で囁ささやいている。そうすると、二人の爆乳が押しつぶし合って、すごくエッチな光景になる。

　俺はその光景に締まりのない顔になるが、ブリジットは鬼のような顔になっている。

「、なんで魔王使いってこう、みんなデカイのよ」

　ブリジットが歯を食いしばり、憤いきどおりで拳こぶしを震わせた。ドゥルジが人差し指を頬ほおに当てる。

「理由は知らないけど、パンデモニウムの女の子は爆乳揃ぞろいでみんなこれぐらいあるわよ」

　──何!?

　と、俺おれと百ゆ合りの気持ちがシンクロした瞬間だった。

「ねぇアキト、やっぱり魔王様は処女が好きなのかうちって女の子ばかりなのよ。このままじゃ私達たち、将来行き遅れちゃうわ。みんなの夫になるためにセリアと一緒にうちに来ない？　うちじゃアキトのことがちょっとしたブームでね、アキトに憧あこがれる女の子が少なくないのよ。中東系の子はもとから一いつ夫ぷ多た妻さいの国出身だし、アキトの話を聞いた子が時々言うのよ『あーあ、アキトがあたし達みんなの夫なら良かったのにね』って」

「ッッッふ、ふざけるな！」

　俺はセリア並の爆乳爆尻じりのセクシー美少女達に迫せまられる妄想を膨ふくらませて、すぐに断る。

「確かに俺はセクシーな子は好きだけど、愛欲と性欲は別ものなの！　ブリジットやアイリ、チュリスを捨ててほいほい爆乳についていくと思うなよ！」

「「「アキト……」」」

　俺の後ろから、ブリジット達三人の安あん堵どの声が漏れる。

　腹の虫が治おさまらない俺は、さらにドゥルジへ言ってやる。

「俺を馬ば鹿かにしやがって！　お前らには一度ガツンと言ってやらないとダメだな。直接！」

　俺は、ドゥルジの手を握にぎりしめた。

「というわけでお前らのアジトまで案内してくれ。一週間ぐらいたっぷりと文句を──」

　俺は口を押さえられて、重機のような力で背後へ引き倒された。俺の前にはブリジット、アイリーン、チュリスが仁王立ちで、怖い笑顔を作り俺を見下ろしてくる。

「あんた、このあたしにあんな恥ずかしい告白をさせといてドゥルジの方がいいわけ？」

「このワタクシに恥をかかせて、どうなるか解わかっていますの？」

「アッキー。アッキーはボクらの共有財産ですよね？」

　その笑顔が怖すぎて、俺は悲ひ鳴めいを上げる。

「いやぁああ！　さっきはもう怒らないからって言っていたじゃないかぁ！」

「「「だまりなさーい！」」」

　言って、三人は仰あお向むけに倒れる俺に襲い掛かって、そのまま抱きついてくる。

　──これは、どういう意味じゃ？

　てっきり激しく怒られるかと思ったのだが、三人はただ俺に抱きついているだけだ。それも三人がかりで。むぎゅむぎゅと体を押しつけながら、ぎゅーっと力いっぱい俺を抱き締める三人。赤い三つの顔は、どれも俺に何かを訴うつたえたいのを我慢しているように見える。

　三人の目が訴えて来る。どこにも行かないで、と。

　女の子にそこまでされると、もうそれだけでたまらない。三人の事が、倍々ゲーム式に愛いとおしくなってしまう。俺が反応に困っていると、ドゥルジが可愛かわいく笑う。

「アキトったら本当にモテモテなのね。流石さすがはワタシの夫」

「ドゥルジ！　あんたねぇ～！」

　ブリジットを筆ひつ頭とうにみんなが立ち上がり、ブリジットはガンブレードを召しよう喚かんする。

「勝負よドゥルジ！　サードサモンを使えるあたしなら、もう負けないわ！」

　前回、ドゥルジにあっさり負けた事を思い出しているのだろう。ブリジットは闘とう志しのこもった声でガンブレードをドゥルジに突きつける。

　けれど、ドゥルジはニンマリと笑い、セクシーな体にしなを作った。

「色気がないわねぇ。海での勝負ならもっと他にあるでしょ？」

　ブリジット達たちだけでなく、ぬらりひょんも頭上に疑問符を浮かべた。


　　　◆



　俺おれは、ビーチボールを手に口を開く。

「というわけで、魔王使いチームＶＳ学園国家チームのビーチバレー勝負を始めるぞ」

　熱い砂の上で、俺の左側にはブリジット、アイリーン、チュリスが、俺の右側にはセリア、ぬらりひょん、ドゥルジが立っている。そして、ドゥルジが俺にほほ笑んだ。

「ありがとうアキト。ワタシの提案を受け入れてくれて」

「まぁお前達の事は信用しているからな。セリアをさらいに来たならぬらりひょんの力でいつでもできるし。今日は本当に会いに来てくれたんだろ？」

「ええ、ワタシは愛いとしいアキトに会いに来たのよ♪」

「それは嬉うれしいな。ていうかドゥルジ、なんでセリアがそっち側なんだよ？」

「だって数が合わないもの。セリアは魔王使いだし、こっちにくれてもいいじゃない？」

「まぁ、それはそうだけどさ」

　──にしても、三人で並ぶとすごいの。

　──ああ。

　奥から順にセリア、ぬらりひょん、ドゥルジ。西洋、アジア、中東。三種類の爆乳が横一列に並んで圧巻だ。まさか白色、黄白、褐かつ色しよくのおっぱいグラデーションを拝おがめる日が来るとは思わなかった。この世の全すべてがここにある気がする。

　──まぁ、ブリジット達も捨てがたいけどな。

　ブリジットとアイリーンとチュリス。三人はセリア達のプロポーションを前に、やや気後れしたような表情だった。でも、スレンダー女子としての魅み力りよくを完成させつつ、俺の為ために頑張って着てくれたセクシーな水着姿は破壊力抜群だ。それに、女の子としての可愛かわいらしさなら、ドゥルジより上かもしれない。

　俺が三人に熱い視線を送っていると、三人は俺の視線に気づき、表情を明るくする。

「じゃあ試合、開始だ！　なっ!?」

　俺がボールを上に投げると、ブリジットとドゥルジが大きくジャンプ。ドゥルジのおっぱいとお尻しりが、ありえないぐらい激しく揺れて、着地した後も揺れていた。

「ボールは取ったわよ！　じゃあサーブ権はあたし達たちね！」

　ブリジットが涙を流しながら叫ぶ。可愛かわいいよブリジット。ブリジットはスレンダーな美しさもさることながら、貧ひん乳にゆうを気にして色々反応してくれるのも可愛くてたまらない。

　俺おれは二チームの試合を観戦すべく、少し離れたところで体育座りをした。

　六人の美少女がビーチバレーをする姿に俺はご満まん悦えつだ。特にセリア、ドゥルジ、ぬらりひょんは、セクシーな体を揺らしながら、幸せな成分を俺に与えてくれる。あんな小さな水着でどうして脱げないのかが不思議なくらいだ。答えは単純。最近の水着で高価なものには固定化の魔法が付加されていて、胸の中央から絶対にズレないようになっているのだ。

　まったく、魔法時代も余計な物をつくりやがって。

　──じゃが、その安心感から過激な水着を着るおなごが増えたのは嬉うれしい限かぎりじゃの。

　──まぁな。

　セクシー過ぎる水着の中には、泳ぐ事を考えられていないものが多い。そういうのはモデルの写真集用で、実際に海で着られる事は少ない。でも今は、魔法が解明される前の時代に比べて、海で過激な水着を着る女子が増えているという統計があるようだ。

　砂浜の上で、美しい肢し体たいをいっぱいに使う六人を眺めながら、俺はつぶやく。

「幸せな時間だなぁ。こんな時間がずっと続けばいいのに」

「本当だね」

「え？」

　左を見ると、知らないインド人の男性が座っていた。なんでインド人だと解わかるかと言うと、全身でインド人を表現しているからだ。ブッダみたいな袈け裟さを着て、額にビンディをして、頭に小さなターバンを巻いた、細身で褐かつ色しよくの男性だった。年は若く、まだ二十代だろう。サタン同様、虫も殺せなさそうな、やさしい雰ふん囲い気きをまとっている。

「お前……だれ？」

「僕はラーフ。パンデモニウムのメンバーで、今日はドゥルジちゃんとぬらりひょんちゃんの引いん率そつで来たんだ。保護者がわりだね」

「いつのまに来たんだよ。マナフと違って気配を消すのが上う手まいな」

　ラーフが悲しそうに目を閉じた。

「最初からいたんだけどね……みんなが取り込み中みたいだったから傍ぼう観かんしていたんだけど、そうか、やっぱり気付いてもらえなかったかぁ……」

「う、嘘うそ嘘！　ちゃんと気付いていたから！」

　ごめん、気付いてなかった。サタンもだけど、パンデモニウムの男って威い厳げんがないなぁ。

「いいよ、影が薄いのは昔からだから。それより見て御覧よ。素す晴ばらしい光景だね」

　ラーフは、慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしでセリア達の試合を眺めながら言う。

「可か憐れんな乙女達たちが遊ゆう戯ぎを楽しむ姿はいいよね。子供達の明るい声は、いつも僕の心を穏やかにしてくれる。君もそうなんだろ？」

「お、おう」

　──ぬおおおお！　純真な目で俺おれを見るなぁ！

　ブリジット達の脚とか、セリア達のお尻しりやおっぱいを見ていた邪じや悪あくな俺は、魔王使いの清きよらかな言葉に心臓を抉えぐられる。俺の中で、この世の悪全すべてである百ゆ合りものたうちまわる。

　──ぎゃあああ！　焼けるぅ！　体が焼けるぅ！　秋あき人と！　もっとわしに邪気を！　淫みだらでよこしまな欲望をよこすのじゃぁ！

「さてアキト君、せっかくの機会だから君とは色々お話がしたいんだけど、いいかな？」

「は、はい、ごほっ」

　下げ衆すで下劣で下げ卑びた俺は、清せい廉れん潔白な聖人君子様であらせられるラーフ様の許ゆるしを得るように頷うなずいた。

「アキト君、君は、今の世界をどう思う？」

「大おお雑ざつ把ぱな質問だな」

　ダメージから立ち直る俺に、ラーフは小声で微笑する。

「魔法が解明されてから二五年。召しよう喚かん術師が誕生して、兵士は召喚術師に置き換わった。人間の力で使う魔術よりも、召しよう喚かん霊れいの力を借りた召喚術のほうが強力だから、召喚術師はあらゆる分野で重ちよう宝ほうされる。保有する召喚術師は軍事力で経済力で国力そのものになった」

　優しい語り口調のラーフは、俺を見ているようで、でもその視線はどこか遠くを見つめているようでもあった。

「召喚術師の力は持ち霊半分、努力半分。半分は努力で決まるのに、その努力が実るかどうかが持ち霊で決まってしまう。そしてその持ち霊は才能だけではなく、人種でも決まる。でもね、持ち霊の性質が召喚者の人間性の表出というのは、本当に根も葉も無い噂うわさなんだ」

　褐かつ色しよくの手が、自身の胸に当てられる。

「僕は幼い頃から、みんなが持ち霊のイメージで人間を語るようになるのを見て来た。天使を召喚した子を大人達は『心が綺き麗れいだから天使様に選ばれたんだ』と言い、少しでもいい事をすれば『流石さすがは天使の担にない手て』って褒ほめ称たたえていたよ。逆に魔王とはいかなくても、悪魔の力で戦う子は触ると呪のろわれるとか言われていたっけ。そして少しでも悪い事をすると『やっぱり悪魔に取とり憑つかれているからだ』って言われていた……」

　俺はセリアの事を思い出して、出る言葉が無かった。

「話題を変えよう。君は、どうして『いじめ』が起きるか知っているかい？」

「そりゃやっぱり悪い奴やつがいるからだろ？　他人を不幸にして喜ぶ悪質な奴が」

「それもゼロじゃない。けれど正解とは言えないな。答えは、自分の精神安定の為ためなんだ」

　今まで聞いた事も無い説に、俺は首を傾かしげてしまう。

「いじめは群むれを作る他の動物にも見られる行動で、動物は群れの中で序列を作る。序列が高い程待遇が良くなるから、人間は地位の向上を求める。そして下がいると安心する」

　人間の根源的な悪を説明されて、俺おれは口の中で下した唇くちびるを噛かんだ。中二と言っても、兄貴の事で色々あった俺は人間の醜みにくさを知っている。それだけにラーフの言葉を理解してしまう。

「人間は見み下くだす相手がいれば安心する。『あいつよりはマシだ』『俺はあいつより上だ』そうしてストレスを発散して、群れは群れを維い持じできる。いじめはね、群れが群れを維持する為ために必要な『仕組み』なんだ。だから人は弱者を作り出す。そっちのほうが楽だからね」

　ラーフの口から、また新しい説が登場した。

「動物は楽をする生き物だ。厳しい自然を生きる動物にとって、いかに少ない労力で多くの成果を得るかというのは死活問題だからね。鹿の死体を見つけても食べず、無視して鹿狩りに行く原始人はいないだろう？　だから、徒党を組んで少数をいじめる。気の弱い奴やつを見つけて、お前は駄目な奴だとレッテルを張って自分の下に組くみ敷しく。自分が上に行くのではなく、わざと他人を貶おとしめて、周りを自分より落として相対的に自分の地位を上げる。理由は単純、一生懸命努力して自分を高めるよりも、周りを低めるほうが楽だからだ」

　ラーフの言っている事は、頭では解る。

　万物の霊長と言われる人間も、動物には違いない。犬や猿のように群れを形成する動物である人間は序列社会に生きていて、だから自分より下の存在がいると安心できる。

　でも動物はできるだけ楽をして成果を得ようとするから、自分を高めるのではなく、他人の足を引っ張り、貶め、周りを低めて相対的に自分の地位を高くする。

　努力する人間が魅み力りよく的に映るのは、それが理由じゃないだろうか？

　野性の本能に逆らって、わざわざ苦労する道を選ぶ。だからこその人間であり、人間的魅力に繋つながる。逆に努力を放棄した人間は、野性の本能に身を任まかせている為、野や蛮ばんで魅力的には見えない。けど、性悪説を正当化するような考えを前に、俺は納得しきれなかった。

「最後に、弱者はトラブル解決にはなくてはならない要素なんだ」

　トラブル解決に？　いや、弱者にトラブル解決能力なんて……

「全すべての犯人を弱者に押しつければ、群れはストレスから解放される」

　俺は言葉を失ったまま、固まってしまった。

「うちの、この世の全てを知ることが出来る能力者のパイモンから、セリアちゃんの事は聞いたよ。彼女は、クラスという群れを維持するのにとても役立っていたようだ。事件が起これば群れは犯人探しを始める。犯人が見つからなければ群れはストレスを抱える。そんな時に便利なのが弱者だ。群れは何が起きても、その一人に罪を着せて罵ば倒とうすることで精神的に安定する。いじめられっこは群れを維持するための鎮ちん静せい剤ざいだ」

　セリアは鎮静剤なんかじゃない、そう言おうとして、ラーフの悲しげな目を見ると、俺は冷静になった。ラーフも、きっとそうだったのだから……

「アキト君。君は気付いているのかもしれないけど、持ち霊が決まる要素には、才能以外にもう一つあるんだ。この条件を満たせば、才能に関係無く上級召しよう喚かん霊れいを持ち霊にできる」

　雰ふん囲い気きから察するに、おそらくは、ラーフが今日俺おれに伝えたかった一番の内容だろう。

　ラーフは一度目を閉じてから、ゆっくりとまぶたを開けた。

「……召喚霊はね………………自分と同じ経験、境きよう遇ぐうの人間に惹ひかれてしまうんだ」

「同じ境遇？」

「ああ、僕ら魔王使いはね、魔王を召喚してから幸せな人生が一変したんじゃない。みんな元から不幸だったんだ。そこへ、魔王召喚という追い打ちがかかってきた」

　俺は、空が落ちて来たような失望感に打ちのめされた。

　なんだその悲劇は？　絶望へ重なるさらなる絶望。なんでそんな事が……

「魔王ベルフェゴールは愛の無い結婚を見過ぎて人間不信になった。ロキは血の繋つながらない兄弟達たちの中で疎そ外がい感かんを感じていた。ゾロアスター教の魔王は全員、善ぜん神しん達に殺される運命を背負わされている。ぬらりひょんは人間達から忘れられ捨てられた神だった。ドゥルジちゃんは孤こ児じで、とあるテロ組織で十じつ死し零れい生しようの作戦に投入する為ために育てられていた。ぬらりひょんちゃんは、家でも学校でも徹底的に無視されてきたらしい」

　俺は心臓が締め付けられる。呼吸が苦しくなる。

　ドゥルジ達は魔王を召喚して辛つらい思いをしたんだとは思っていた。でも、セリアのようにその前から……そんな救いの無い人生を、どうしてあいつらが歩まないといけないんだ。

「魔王の多くはね、神や人間に裏切られて絶望したり、悲劇を背負わされた存在なんだ。そして彼らと同じ運命を辿たどった人間に、彼らは惹かれて、召喚に応じてしまう」

　不幸であるが故ゆえにさらなる悲劇を背負わされた人々の集まり。それがパンデモニウム。

　それが今、世界中で駆く逐ちくが叫ばれている魔王使い達の正体だった。

　どれほど被害者なんだ？　魔王使いに救いはないのか？

　どうしてこんな悲劇が平然と世界を循じゆん環かんしているんだよ？

　俺はセリアのヒーローで、不幸な人々をみんな救おうなんて言うつもりは無い。でも、人間としての感情が、世界そのものへの嫌けん悪おが俺に吐き気を覚えさせる。

「君は優しいんだね」

　ラーフの一言が、俺の意識を現実に引き戻す。

「今、君は僕らに同情してくれた。でも気にする事は無いよ。だって僕らは世界中で殺人破壊テロを行っているんだから。僕は、直接僕に何かしたわけでもない人達を殺してきたんだ。いいかいアキト君。僕らと世界の戦いは、どっちが正しいかじゃないんだ。世界は僕らを迫害した。僕らは自じ衛えいの為に仕返しをした。ただそれだけなんだ。ライオンはシマウマに襲い掛かるけど、シマウマは自衛の為にライオンを蹴けり飛ばす。でもどちらも悪くないだろう？　これはね、そういう話なんだよ」

　ラーフは穏やかな目を細め、優しく俺おれに語りかける。

「サタンから話は聞いているよ。君は今のままでいい。僕らは大きな問題が起きる前にセリアちゃんを保護したい。だから何度でも君の前に姿を現す。でも君はセリアちゃんと一緒にいたいから僕らを追い返す。お互いの主張をぶつけあう議論のようにね。僕らはどちらも正義であり、どちらも正義じゃない。だから、僕らの関係は今のままでいい。でもね」

　胸の前で両手を組んで、ラーフは言う。

「主義主張の違いは、暴力以外でも解決できるはずだ。僕ら人間は動物と違って言葉がある。だから話そうアキト君。今日僕はその為ために来たんだ。戦わずに済むならそれが一番だ」

　……これが、国際テロ組織パンデモニウム？　生い立ちから同情はできるけど、でも自分達たちの主張を通す為に殺人破壊テロを実行するような奴やつだっていうのは確かだ。

　なのに、目の前のラーフは俺と話し合いを求めている。

　サタンの言葉が脳裏に蘇よみがえる。サタンは、パンデモニウムは一枚岩じゃないと言った。

　なら、構成員によって考えが違う可能性はある。組織全体としては世界征服でも、世界征服の仕方、方向性にはバラつきがあるのかもしれない。俺は頷うなずいた。

「わ、解わかったよ」

「ありがとう、アキト君」

　ラーフは、テロリストらしからぬ純真な笑みを浮かべた。

「じゃあまず、僕らは、セリアちゃんは僕らと一緒にいるべきだと思う。彼女はそれを望まないかもしれないけど、でも、彼女が深く傷付いてからじゃ遅いと思うんだ」

「反対だ。一度でもテロ組織に入れば、セリアは二度と大手を振って外を歩けなくなる。俺は、セリアにそんな人生を歩んで欲しくないし、セリアも普通の暮らしを求めている」

「じゃあ僕はわがままな奴だね。彼女の意志を無視して勝手に保護するなんて……けどそれも情愛の一つだ。友達が悪の道へ進もうとしたら、たとえ本人がそれを望んでいたとしても止める。正義と独善は紙一重で、正義とは自分勝手で傲ごう慢まんなものだ。ヒーローは相手が望むと望まざるとは関係なく、強引に救済するものさ……」

「そうかもな」

「アキト君。君に、セリアちゃんを守るだけの力があるかい？」

「当たり前だろ？　魔王使いだろうが四よん大だい使し徒とだろうが俺のタケルなら──」

「ラストサモンも使えないのに？」

　俺は途中で口を閉じてしまい、何も言い返せなかった。

「召しよう喚かん術は、持ち霊の力の一部を借りて戦う手段に過ぎない。だから持ち霊本体をまるごと呼びだすオーバーフローが一番強い。でもラストサモンは持ち霊本体を体に憑ひよう依いさせて、持ち霊の全戦闘力を得る。世界で使える人は三〇人もいない。最強の究極召喚術だ……」

　ラーフの眼光が、俺を射いぬいた。

「サギサワ・アキト君。君に、ラストサモナーに勝てるだけの戦力はあるのかい？」

「それは……」

　俺おれは、第三召喚形態サードサモンの日ひ上がみにも勝てなかった。悔くやしいが、それが俺の限界だ。でも。

「それでも俺はセリアを守る。今はまだ無理かもしれない。でもすぐに強くなる。この世の誰だれが相手でも負けない強さを俺は手に入れる。だからセリアは渡せない！」

　俺が断言すると、ラーフの表情から緊張が抜けて、柔らかく弛し緩かんした。

「僕らは平行線だね。いずれセリアは不幸になると思い込んでいる僕。自分ならそんな事にはさせないと思い込んでいる君。そして君では無理だと思い込んでいる僕。互いに論理が無い。どこまでも主観的で感情的な希望的観測……これじゃ互いに歩み寄れないね……」

「……そうだな」

「なら」

　ラーフは砂浜をバックに背負い、悲しそうな顔で立ち上がると、俺を見下ろした。

「戦うしかないんだね、人類の歴史のように…………ドゥルジ!!　ぬらりひょん!!」

　ドゥルジは最高のレシーブチャンスを無視して、ビーチボールはドゥルジとぬらりひょんの間に静かに落ちた。ドゥルジとぬらりひょんの顔が悲しそうに曇くもって、俺を見つめた。

「「ごめんなさい」」

　二人は第三召喚形態を発動。ドゥルジはゾロアスター教の七大悪神の一人ドゥルジを模もした格好に、ぬらりひょんは日本妖よう怪かいの総大将ぬらりひょんを模した格好に変わった。

　アイリーン達たちに動揺が走る。

「な、なんですの急に……」

「アッキー、ドゥルジちゃんとぬらりひょんちゃんが！」

「……ど、どうかされたんですか？」

　一番早く対応したのは、ブリジットだった。

「そう。そういう事ね……サードサモン！　デュラハン！」

　ライダースーツをまとうブリジットを前に、ぬらりひょんがその権けん威いを行こう使しする。

「妖怪の総大将の名において命ずる！　大召しよう喚かん！　百鬼夜行！」

　砂浜の周辺や海の向こうから、無数の妖力が溢あふれだす。その正体は、無数の妖怪達だ。

　クラスのみんなが悲ひ鳴めいを上げて、美み夏なつ姉さんとクロエ先生が第三召喚形態になってみんなを自分のところに呼び寄せた。

　ブリジットに続いて、アイリーン達も全員第三召喚形態になって臨戦態勢に入る。

「ぬらりひょんの結界で、この砂浜の騒ぎには誰も気づかない。そして、妖怪の総大将ぬらりひょんの子分であるこの世の魑ち魅み魍もう魎りよう全すべてがこの砂浜を包囲している。さあアキト君、セリアを守り切れる力を僕に見せてくれ」

　言って、ラーフは空間に展開した召喚陣から一本の剣を引き抜き叫んだ。

「ラストサモン・ラーフ！」

　その霊力は、規格外に過ぎた。いや、これは霊力じゃない。人間や精霊の霊力、妖よう怪かいの妖力、そのどれとも違う。姿形がインド神話の魔族、アスラ族へと近づく彼がまとうのは魔力そのもの。俺おれの目の前には、魔王の力を借りて戦う人間ではなく、魔王そのものが降臨していた。青い肌はだ。黒い太陽を模もした後光。金色の首輪と青い装甲を装備し、新たに二本の腕が生えるが、ソレは生身の腕じゃない。黒いエネルギー体が腕と手を形作っている。

　魔人。その単語が俺の脳裏によぎった。四本の腕が握にぎる、四つの剣先が俺を睨にらむ。

　ラーフから感じる力は、第三召喚形態サードサモンの日ひ上がみを完全に超えていた。今まで出会った中で、間違いなく最強の敵である事を予感して、俺は今更になってから状況を把握した。

　──百ゆ合り、こっちも行くぞ！

「第三召喚形態！　ヤマトタケル！　八劔やつるぎ神がみスキル発動！」

　──まかせよ。わしの加護でお主ぬしの鎧よろいを日ヒ緋ヒ色イロノ金カネへ変換完了。行け、秋あき人と！

「我が黒き血に呑のまれよ」

　紙に墨汁を垂たらすように、空が黒く塗り潰つぶされた。いや、それは黒い光の剣だった。

　日上の八や千ち矛ほこ神がみスキルのように無数の剣が集まり、天井を形成している。でもこれは。

「……多すぎだろ……」

　空を支配した黒剣は増殖し、黒いカーテンを床へ垂らすようにして壁を作り出す。

　それでも黒剣はなおも増える。黒剣の天井や壁ではない。黒剣の海がうねりをあげて、波のように流動しながら空と海を埋め尽くしていく。

　日上の八千矛神と違うのは、ラーフは剣しか無い事。一本一本の力は劣る事だ。日上の武装は、その一本一本が掛かけ値ねなしの神しん剣けん神しん槍そうだったが、黒剣からは伝説の武具特有の空気を感じない。それにしても数が違い過ぎる。何億、いや、もしかすると何兆本もあるのかもしれない。俺がその光景に圧あつ倒とうされていると、ラーフは口を開いた。

「ごめんよ。君の期待を裏切るかもしれない。でも、僕の気持を言わせてくれ」

　ラーフの瞳ひとみから、透明な雫しずくが流れ落ちた。

「僕は人類が憎い!!!!」

　ラーフが飛ひ翔しよう。周囲の黒剣が雨のようにして俺に飛来してくる。俺はバックステップで回かい避ひ。黒剣が砂浜に突き刺さると、隕いん石せきが落ちたようなクレーターができた。

「アキト！　援えん護ごしますわ！」

　アイリーンの言葉を皮切りに、みんなは射撃武装で一斉にラーフを攻撃し始める。

　けれど、ラーフの体から黒い光が溢あふれて体を包むと、全すべての弾たまが光の前に消滅した。

「なんですのアレは!?　まさか、あれが闇やみ属性……」

　アイリーンの分析に、ブリジット達たちは凍りついた。

　召しよう喚かん術師の間では最強属性の呼び声も高い『闇』。邪じや悪あくな力という意味ではない。冷気が熱エネルギーを消滅させる力なのに対して、闇やみは光の逆、光を、電子を消滅させる力だ。

　この世の物質は原子で構成されているが、その原子同士がくっつく原子結合はクーロン力、電子による結合だ。電子が消滅するという事は、強制的に原子結合力がなくなるという事。触れる物全すべてを原子レベルで分解する究極の矛ほこだ。光や電気属性だけではなく、物理攻撃も防御も全てが無効にされてしまう。

　──っ、百ゆ合り、闇属性は光属性で相そう殺さいできるんだよな？

　──ああ、じゃが奴やつは大魔王。チュリスに光属性の弾だん丸がんを撃たせた程度では無理じゃ。この場で最も強い光の力を持つのは、太陽剣を持つ秋あき人と、お主ぬしじゃが……

　──ならちょうどいい。光の親玉、太陽の力でぶっとばしてやるぜ。待っていろよ、今あいつにこの前習得した奥義、天照あまてらす世せ界かいをブチこんでやるぜ。

　俺おれは草薙剣クサナギノツルギ一本を両手で構え、階段を登のぼるようにして空へ駆け上がる。

「みんなはクラスの連中を頼む！　闇属性のあいつには俺の草薙剣しか効かねぇ！」

　ブリジット達たちは返事をすると、クロエ先生同様、周囲の妖よう怪かい達へと目線を向けた。

　ぬらりひょんとドゥルジは動かず、ブリジット達を傍ぼう観かんするだけだ。でも、ぬらりひょんが上げた手を下ろすと、無数の妖怪達が一斉にクラスの連中に向かって走りだす。

　クロエ先生やブリジット達が、その妖怪達を一方的に駆く逐ちくする。

　その様子を見届けてから、俺は空中に立ったままラーフと視線を交まじえた。

　ラーフは両手と指先の動きで、世界を覆おおう黒剣を操作。

　虫の大群のように何千という黒剣が俺に襲い掛かってきて、俺は草薙剣で黒剣を弾はじき返かえしてやった。剣で美しい円運動を描き、流れるようにして黒剣を払い落としていく。

　八劔やつるぎ神がみと化している俺には、全ての剣の軌道が見える。その対処法も解わかるし、頭の中で思った通りに体が動く。俺は黒剣を弾はじき斬きりながら、空を駆けてラーフを目指した。

　ラーフは悲しみに顔を歪ゆがめて叫ぶ。

「何な故ぜ僕が迫害されなくてはならないんだ！　僕が誰だれを傷つけた!?　僕が何を破壊した!?　なんで僕が！　魔王を召しよう喚かんしたからなんだって言うんだよぉおおおおおおお！」

　黒剣が集合して、柱のように巨大な槍やりを形成。砲弾のようにして俺に射出される。

「東とう国ごく無む双そう！」

　草薙剣に巨大なプラズマを纏まとわせて、俺はその黒柱を両断した。

「天使使いが得意げになって僕をリンチする顔が今でも忘れられない！　無抵抗な僕を笑いながら痛ぶって何が楽しかったんだ!?　その様子を見てどうしてみんなも笑うんだ!?　彼らの何が正義だったんだ!?　パンデモニウムに入った僕を世間は指名手配した！　じゃあ僕は！　僕は！　あのまま虐待され続ければよかったのか！」

　ラーフの背後から、何万という黒剣が嵐あらしのような勢いで俺を呑のみこもうとしてきた。

　ラーフの感情を具現化したような迫力に圧おされながら、俺は草薙剣で空を横に薙ないだ。

「怪物殺しの型・九く頭ず龍りゆう落おとし！」

　草薙剣クサナギノツルギのプラズマが数百メートルも伸びて、黒剣の嵐あらしを真一文字に薙なぎ払はらう。

「パンデモニウムに入った僕は間違っているのか!?　僕は感情のある人間だ！　憎しみも怒りもある人間だ！　無実で無抵抗な僕を一方的に虐待する連中を憎んで何が悪い!?　復ふく讐しゆうしたいと思って何が悪い!?　僕は人間だ！　悲しいぐらい人間なんだよ!?　憎しみは何も生まない!?　負の連れん鎖さをどこかで断ち切る!?　そんなの知るか!!」

　黒剣の波が巨大な触しよく手しゆのようにしてラーフの前に割り込んだ。九頭龍落としの長大な刀身を防ふせぎ、四本の触手が生き物のように動きながら俺おれへ突き進む。

　俺は空の上で重心を移動させながら霊力加速クイツクを行う。触手同士の間かん隙げきを縫うように加速して回かい避ひ。重心を巧たくみに操りながら、短い距離で違う方向へ霊力加速を繰り返す。

　めまぐるしく直角飛行する俺を睨にらみつけて、ラーフは血を吐き出さんばかりに咆ほう哮こうした。

「そんなものは偽ぎ善ぜんだ！　負の連鎖を止める為ために最初に我慢するのが何な故ぜ僕なんだ!?」

　空が落ちて来た。回避は不可能。だから俺は諦あきらめて、真上目がけて草薙剣を振るった。

「天照あまてらす世せ界かい！」

　墜おちて来る黒い空へ、光の大地を突き上げる。

　空で闇やみの力と太陽の力がせめぎあう中、ラーフは涙ながらに訴うつたえる。

「そんなものは認めない！　僕だって復讐する！　何が間違っている!?　僕を痛めつけ苦しむ僕の姿を見て喜ぶ連中をズタズタにして苦しめてやりたいと思って何が悪い!?　それとも僕は！　僕は生いけ贄にえになるために産まれたのかぁああアアアアアアアアアアア！」

　これが最終召喚形態ラストサモンの力なのか、天照世界を貫き、数本の黒剣が切っ先を俺に伸ばした。

　──くっ、やはりか。

　俺の中で、百ゆ合りが悔くやしげに歯を食いしばる。

　──どういう事だ百合？

　──確かに、光と闇なら相そう殺さいするし、太陽属性は光属性の上位互換じゃ。しかしラーフは……自在に太陽を呑みこみ封じる事で日につ食しよくを起こす、太陽殺しの大魔王なのじゃ！

　──太陽殺し!?

　全世界で信仰の対象となり、いずれも主神クラスの信仰を得る太陽。それを食べる魔王なんて聞いた事が無い。魔王で死体の山を作った俺のタケルが規格外ならば、ラーフもまた規格外。しかも唯一の弱点である光の大元、太陽を殺す力なんて……

　光の天井が喰い破られ、俺の視界と意識は闇に呑のみこまれた。


　　　◆



　現在、地上ではクラスの生徒達たちが一か所に集まり、そのみんなをブリジット達が守るようにして妖よう怪かい達と戦闘を繰くり広ひろげている。

　ぬらりひょんが召しよう喚かんした妖怪は、一体一体はそれほど強くなく、今のブリジット達なら倒すのにそう問題は無かった。とは言っても、それはブリジット達たちならではの話。念のために召しよう喚かん術を使って身構えるクラスメイト達を戦わせるのは危険だろう。

　遥はるか頭上では秋あき人ととラーフの神話大戦が繰くり広ひろげられているが、今のブリジット達に出来るのは、秋人を信じてクラスのみんなを守る事だ。

　そんな中、頭上で秋人が黒剣の嵐あらしに呑のみこまれるのが見えた。

『アキト！』

　思わずみんなで秋人の名前を呼ぶが、秋人はすぐに黒剣の嵐を振り払い、ラーフのもとへ飛んで行く。無事ならそれで良いのだが、ブリジット達は秋人の様子に違和感を覚えた。

『…………アキト？』

　口では上う手まく説明できないが、なんだか、いつもの秋人と違う。そんな風に感じた。

　そんなブリジット達の疑問をよそに、ドゥルジとぬらりひょんが口を開く。

「アイリーンとチュリスがいると、数の利が効かないわね」

「そうね。みんな、もういいわ」

　ぬらりひょんの指示で、突然妖よう怪かい達が五〇メートル後退してから動きを止めた。

「仕方ないわね。面倒だけどワタシ達も動きましょうか、ぬらりひょん」

「ええドゥルジ。ラーフ叔お父じ様が勝つまでの、時間稼ぎが私達の仕事だものね」

　二人の魔王使いの少女と、魔王殺しの少年を愛する四人の少女は対たい峙じし、武器を構えた。


　　　◆



　──やれやれ。やっとわしの出番か。

　秋人が気を失った後、秋人の体は黒剣の嵐を消し飛ばすと、ラーフと同じ高さまで浮かび上がった。首を鳴らしながら肩を回し、それから草薙剣クサナギノツルギをラーフに突きつける。

「ラーフ。お主ぬし、じゃなくてお前の実力は認めてやるのじゃ。本当の勝負はこれからだ」

　秋人の様子に違和感を覚えながらも、嘆きと興奮がどうでもいいとラーフを駆り立てる。

　黒剣を束たばねた柱を一〇〇本作り上げると、トドメだと言わんばかりに秋人へ放つ。

　だが秋人は、それを避けようともしない。一〇〇本の黒柱が、ことごとく秋人を直撃。

　ラーフは勝利を確信して、次の瞬間には驚きよう愕がくで目を剥むいた。黒柱が、全すべて消滅したのだ。

　文字通り雲うん散さん霧む消しよう。秋人はケロッとした顔で薄い笑みすら浮かべている。

「そんな、僕の闇やみの剣が、この世の全てを切り裂く最強の剣が……」

　信じられない、と震えるラーフに、秋人は……いや違う、百ゆ合りは笑った。

　──太陽を喰くらった闇のアスラ、ラーフ？　馬ば鹿かじゃのう。わしは、その太陽無き絶望の世界を束ねて生まれた、この世の悪全てじゃぞ……

　秋人の体を操りながら、百合は微笑を作った。

「行くぞ……ド三流」

　百合が空を駆けた。音速の一〇〇倍以上の速度で大気をねじ伏せ、衝撃波で遥はるか下の砂浜に暴風を巻き起こしながらラーフに迫せまる。

　ラーフは黒剣を束たばねた極ごく太ぶとの触しよく手しゆ六本を百ゆ合りに指し向けて、百合は何をするでもない。ただ走る突進力だけで触手を粉々にしてしまうと、そのままラーフの腹に強烈なボディブロウを叩たたき込んだ。ラーフは両目を血ち走ばしらせ、白目を剥むいて意識を濁にごらせる。内臓が潰つぶれたような感覚が背中に抜けて行き、ラーフは一キロメートル以上も空へと打ち上げられた。

「トロいの」

　百合は、打ち上がっている最中のラーフに追い付いて回し蹴げり。

　ラーフは最強の盾たてである闇やみの守りごと体をくの字に折り曲げて、陸地へとカッ飛んだ。

　百合はまたも先回りすると右手一本でラーフの首ねっこをキャッチする。大魔王ラーフと一体化しているだけあり、術師ラーフは未いまだ意識を保たもっていた。

「パ、パイモンの予言を越えている、そんな……これが魔王殺しなのか……僕は、僕はラストサモンで、太陽殺しの大魔王ラーフそのものと言ってもいい力を持っているのに……タケルは太陽神の末まつ裔えいなのに……魔王殺しとはこれほどのものなのか……」

　百合の存在を知らず、知らないから、パイモンに探らせもしなかったであろうラーフを見下ろして、百合は愉ゆ快かいで仕方なかった。

　ラーフは、右手の高周波剣を百合の首に叩き込んだ。だが百合の首くび筋すじには一切の傷が付かない。まるで秋あき人との首が、神の金属が如ごとき強度を持っているかのように。












　百ゆ合りはあまりに脆ぜい弱じやくなラーフの首をへし折ろうと、左手でラーフの首を締めあげる。ラーフは必死に手足をバタつかせ黒剣を百合に当て続けるも、黒剣は百合に触れたものから順に消滅してしまう。闇やみの力が効くはずもない。一魔王や邪じや神しんごときが勝てるはずもない。何せ百合は、この世の悪全すべてであり、神々を滅ぼす災さい厄やくの化身なのだから。

　まだ人類が生まれる前、神代の話だ。ヤマトタケルの祖先である、太陽神アマテラスが天あまの岩いわ戸とに引きこもり、世界中に災厄が吹き荒れた。その災厄に神々はなすすべもなく苦しめられ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化した。この世の災厄という災厄全てを受け、この世の負の感情という負の感情全てを神々は吐き出し、やがてソレは一つの意志を持った。

　意志を持ったソレは神々に生いけ贄にえを要求し、神々を喰くらい続けた。ソレは、曰いわく八つの山と谷に跨またがる大きさで、八つの頭と尾を持ち、目は鬼ほお灯ずきのように赤く、頭上には常に叢むら雲くもが立っていたという。ヤマトタケルやオオクニヌシの先代、元祖八劔やつるぎ神がみで八や千ち矛ほこ神がみである最強の戦神、スサノオが酒に酔よわせなければ倒せなかった究極龍。

　其そは──ヤマタノオロチ。神を苦しめ、脅おどし、喰らう。タケル同様、神の超越者である。

　世界中の魔王の多くは、七つの大罪に代表されるように、司つかさどる悪がある。だがオロチは、そうした悪全てを束たばねて生まれた存在だ。悪そのものを司る魔王アンラ・マンユも、所しよ詮せんは人への悪。だがオロチは、人の上に立つ神への悪だ。次元が違い過ぎる。

　──さてと、ではラーフ、わしの可愛かわいい小僧っ子を苦しめたツケは、払はろうてもらうぞ。

　だが、百合がラーフの首をへし折ろうとした直後、その手が止まる。

　──百合！　お前何してんだよ！

　──おう、起きたか秋あき人と。今こ奴やつを殺すところじゃ、しばし待て。

　──待てじゃ、ないだろ！

　──おわ！

　百合はラーフから手を離して、のけぞった。


　　　◆



「ちっ、頭がぐらぐらするぜ」

　百合から体の支配権を取り戻した俺おれは、気絶から覚かく醒せいした余よ韻いんを振り払い、ラーフと対たい峙じし直す。ラーフの様子を見る限かぎり、だいぶダメージを受けたらしい。百合に頼るのは嫌だけど、もう済んだ事は仕方ない。釈しやく然ぜんとしないけど、このまま倒させて貰もらおう。

　──ったく、勝手に人の体を使って戦いやがって。

　──気絶して意識の無いお主ぬしの体を守ってやったのじゃから感謝せい。それに、お主では奴に勝てないのじゃから仕方あるまい。

　──おいおい百合、俺を誰だれだと思っているんだよ。俺は準大魔王のアカ・マナフに楽勝した男だぜ。見せてやるよ、俺の本気って奴をな。

　俺は草薙剣クサナギノツルギを振り上げると、霊力ではなく、命を削けずる魂こん力りよくを草薙剣に注そそぎ込んだ。

「行くぞラーフ！」

「僕は、負けない！　黒き太陽よ！」

　俺おれが太陽属性の奥義、天照あまてらす世せ界かいを放とうとすると、ラーフの頭上に黒い太陽が生まれ、急速に成長していく。

　──まずいぞ秋あき人と。あれは闇やみ属性の塊じゃ。本来ならば同程度の光で相そう殺さいできるが、太陽殺しの力を持つラーフには、アレを遥はるかに上回る力でないと相殺すら叶かなわん。

　──なら、魂こん力りよく全開！

　命を削けずる分、霊力よりも遥かに強力な魂力。それを限界まで草薙剣クサナギノツルギに込める。ただでさえ第三召喚形態サードサモンと最終召喚形態ラストサモンの差があるんだ。これぐらいしないと勝てないだろう。

　ラーフが、黒い太陽を俺目がけて放つ。直径一〇〇メートル以上に成長した極大の闇。

　触れるもの全すべてを原子レベルで分解する超魔法を前に、俺は太陽剣を振り抜いた。

「天照世界！」

　灼しやく熱ねつの太陽。その神々しい光の波が、黒い太陽と正面から激突した。けど、俺の太陽はラーフの黒い太陽の足止めすら叶わない。

「そんな……」

　──ッ、秋人！　日ヒ緋ヒ色イロノ金カネよ！

　黒い太陽が天照世界を突破し俺に迫せまる。次の瞬間、俺の目の前に真紅の壁が出現した。

　神の金属である日緋色金の壁はすぐには消されない。でも圧力に負けて、俺は壁に押される形で地上へと落下する。数秒で日緋色金が四散。黒い太陽と相そう殺さいする。

　俺は何か大きな建物の天井を突き破り、床に背中を打ちつけた。

　──秋人……よし、体に問題はないようじゃな。じゃがどうする気じゃ秋人。わし自身ならばあの闇を打ち消せるが、もう一度わしに体を……秋人？

　俺は動けなかった。体以前に、心がだ。

　なんだよこれ……………………俺、超弱いじゃん…………………………

　絶望感で体温が失われていく。背中と床が磁じ石しやくのように離れず、指先の感覚が無くなる。

　ドゥルジに勝った時、魔王殺しの力は凄すごいと思った。

　魂力を使いこなしてマナフに勝った時、自分の成長を実感できた。

　そして最近じゃ、兄貴を越えられるという確信をつかんでいた。

　でも、大魔王が相手ならこの程度。サタンやラーフの言う通りだった。俺じゃあセリアを守れない。百ゆ合りに頼れば、この場は切り抜けられる。

　でもそれは百合がセリアを守ったのであって、俺が守れたわけじゃない。

　夢にヒビが入る音を聞きながら、俺は脱力していった。

　日ひ上がみは言った。同じタケル使いで、兄貴は日上より強くて俺は弱い、と。

　俺が兄貴ならセリアを守れたのか？　俺じゃ兄貴を超えられないのか？　兄貴みたいになる事もできないのか？　セリアのおかげで取り戻した夢が、やっとふみしめる事ができたヒーロー道が崩れる。セリアを守るなんて偉そうに言って、結局は百ゆ合りに頼り続ける自分を想像して、俺おれは泣きたくなった。これが現実。俺は力の入らない体で、口だけは力が入った。セリア達たちと一緒にいられる幸せを噛かみしめて来た歯で、俺は涙を噛みしめる。

「ごめんセリア……俺、お前のヒーローになれなかった……ごめん兄貴……俺じゃ、兄貴みたいにはなれない……」

　幼い頃、俺がいじめられるといつも助けてくれた俺のヒーロー。でも俺は、兄貴みたいに誰だれかを守る事も出来ない。これが挫折。夢に敗れた子供みたいに、俺は泣きたくなった。

　──!?　秋あき人と！　これを見よ！

　俺の目に涙が溢あふれそうになった時、床から光が漏れているのに気付いた。

　俺は上体を起こすと、その正体を確認して目を丸くする。

「これって……持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しき体験の、召喚陣？」

　周りを見ると、どうやらここは、今日最初に来た青少年魔術館のようだった。他に客がいないのは、俺が落ちて来た事で驚いて逃げたのか？

　俺は、持ち霊召喚の為ための召喚陣の上に墜落したらしい。召喚陣が放つ光はその強さを増し、光の粒子が湧わきあがる。光は人の形を成して、俺のよく知る人物の顔が浮かび上がる。

　その姿に俺は息を呑のんで、けれど納得した。

　タケルを含めて、英えい霊れいとは偉い業ぎようを成し遂とげた人間の霊。つまり、元は人間なのだ。

　なら、世界を守る為にその生涯を捧ささげて、人類の為に戦い続けたスーパーヒーローが、英霊になっていないはずがない。現代で英霊になった人の話は聞かないが、可能性はゼロじゃない。俺の前に召喚されたその人は目を開くと、昔と変わらない快かい活かつな声で言う。

「おいおい秋人。困った時は『助けて』って叫べばヒーローが来てくれるって言ったろ？　なら助けてって叫べよ」

「兄貴！」

　俺の目から涙が溢れ落ちた。

「はんっ。お前のヒーロー。英霊・鷺さぎ澤さわ春はる樹き、召喚されてやったぜ！　そしてハイドーン！」

　兄貴の右手チョップが、俺の頭を叩たたいた。俺の目から星が出る。

「いでっ、何すんだよ兄貴！　四年ぶりの再会なのに！」

「何って、家でも外でも美少女達に囲かこまれてウハウハのお前に対する制せい裁さいかな？」

「嫉しつ妬とかよ!?　心狭せまいぞ兄貴！」

「うっさい。英霊になって高たか天まが原はらからお前の様子を感じ取っていたら日に日にハーレムを盤石にしやがってこのリア充野郎。俺なんか四年間も美み夏なつを抱きしめていないんだぞ！」

「おおう、相変わらずのシスコンだな兄貴」

　俺が美み冬ふゆを溺でき愛あいしているように、兄貴は妹である美夏姉さんを溺愛しているのだ。

「ていうか俺おれ、もうタケルと契約しているんだけど、持ち霊って一人一体じゃないのか？」

「ああ、それは他の召しよう喚かん霊れいと契約した人間の魂は嫌われるから、誰だれも持ち霊召喚の儀ぎ式しきに呼応しないだけだ。俺は兄貴だからこうして来てやったんだ。いいからお前はさっさと最終召喚形態ラストサモンになってラーフをブチのめせ。いるんだろ百ゆ合り、お前も手伝え」

「了解じゃ」

　百合は霊体のまま俺の体から出ると、俺の首に抱きついてブラ下がった。逆に兄貴は俺を立たせると、背後から俺を包むようにして腕をのばし、一緒に草薙剣クサナギノツルギを握にぎる。

「言っておくけど秋あき人と、お前はもう最終召喚形態を使っているんだぞ？」

「え？」

「覚えていないのか？　日ひ上がみとの戦いで死の淵ふちから蘇よみがえったお前の背中に、翼つばさが生えたのを」

　言われてみれば、すぐに砕け散ったけどそんな事があった気がする。

「タケルの最終召喚形態を使う方法は単純だ。あの時の事を思い出せ秋人。お前は誰を守るために戦うんだ？」

「それは、もちろんセリアのためだ」

「だろ？　ならそれでいい。愛するオトタチバナを守れなかったタケルは、愛する人を守ろうって奴やつとシンクロする。最終召喚形態には才能も、高い霊力も必要ない。お前に必要なのはお前のヒーロー道だけだ。行けよヒーロー。ヒーロー魂を震わせてヒロインを救え」

　兄貴に言われて、俺はセリアの事を思った。俺はセリアを守りたい。あいつのヒーローになるって誓ちかった。でもそれは義務感なんかじゃない。セリアのヒーローになりたいって、俺自身がそう思ったんだ……俺は、セリアが好きだから。

　そう思った途と端たん、体の奥からタケルの力が溢あふれだした。俺のすぐ後ろで、兄貴が笑う。

「叫べ秋人！」

　兄貴に言われるがまま、俺は叫ぶ。

「最終召喚形態！　白しら鳥とり大だい明みよう神じん大和武命やまとたけるのみこと!!」

　体の中で解放召喚オーバーフローが起こる。タケル本体が俺に取とり憑つく不思議な感覚。百合とは違い、タケルの肉体が、俺の体と一体化する。

　俺の背中から巨大な白い翼が左右に伸びて、衝撃波で館内が荒れ狂った。

　翼は一瞬で砕け散り光の粒子になると、俺の中に吸収されて力となる。

　鎧よろいが紅あかい光を帯おび、全身に流れる全能感に、俺は一瞬で心のもやもやが晴れた。

　兄貴と同じ最終召喚形態。夢だったその力に至ったことへの喜びじゃない。これでセリアを守れる、その確信が幸せだった。

「よし、行ってこい弟！」

　背中を叩たたいてくる兄貴に、俺は肩越しに笑った。

「ああ、ありがとう兄貴！　行くぞ百合！」

「任まかせよ！」

　百ゆ合りがまた俺おれの中に戻ると、俺は天井の穴から空へと走らず、飛んだ。


　　　◆



　秋あき人とがいなくなった後、春はる樹きの隣に、とある少女の霊体が召しよう喚かんされた。

「春樹の弟さん、いい子だったわね」

　金色の髪をなびかせ、青い瞳ひとみで見上げて来る少女の肩を抱き、春樹は頷うなずく。

「当たり前だろリーズ。俺の自慢の弟だからな。あいつは俺とは違う。本当は教師になりたかったのに、周囲の期待を裏切れずパンテオンに入って、嫌々戦って四よん大だい使し徒とになった挙句に死んで、家族を泣かせた俺とは違う。自分が守りたい奴やつの為ためだけに戦える。だからさ、ただ周りの命令に従うだけの、無能な俺の自慢なんだぜ」

　春樹は幸せそうに笑って、リーズと一緒に秋人を見上げた。

「俺は、あんな凄すごい奴の兄貴なんだぞってな！」


　　　◆



　兄貴から貰もらった勇気を胸に、俺が青少年魔術館の天井から飛び出すとラーフが硬こう直ちよくした。

「その姿は……最終召喚形態ラストサモン…………」

「ああ、言っておくけど、今の俺は最強だぞ」

「……急に強くなったり弱くなったり、かと思えば今度は最終召喚形態。なんなんだ君は」

「何って決まってんだろ？」

　俺は草薙剣クサナギノツルギを、ラーフに向かって振るった。

「ヒーローだよ！」

　万まん軍ぐん万ばん殺さつ。無数のプラズマエッジが、太陽の色を放ちながらラーフに襲い掛かった。

　ラーフは、同じく無数の黒剣を放って撃墜しようとする。でも、俺のプラズマエッジは一枚で黒剣数本と相そう殺さい。威力で太陽殺しのラーフを圧あつ倒とうしていた。

「ぐっ、僕はこんな所で負けられない。セリアちゃんは、世界中の魔王使いはパンデモニウムで保護する。そしてこの醜みにくい世界を壊すんだ。僕らを迫害したこの世界を……アキト君、この歪ゆがんだ世界でセリアちゃんが生きるのは無理だ！　おとなしく僕らに従うんだ！」

「いいや、お前は間違っているぞ。本人の意志を無視して勝手に保護とか抜かしてんじゃねぇよ。それに知っているか？　セリアはマナフと戦った時に言ったんだぜ。俺も世界の一部だから、俺を含んだこの世界は悪じゃないってなぁ!!!!」

　セリアの言葉が、俺に無む限げんの力を与えてくれる。本当にセリアはヒロイン力が高すぎる。

　そんな俺に、ラーフは震えながら叫ぶ。

「この世界が悪じゃない？　じゃあ世界を壊そうとする僕が悪なのか？　僕は苦しむ為に生まれたのか!?　死ぬまでみんなの慰みものになるのが正しい行いだったのか!?」

　ラーフは空を覆おおう無数の黒剣を束たばね、無数の黒柱を作ると、俺に射出し続けた。

　血の涙を流し、顔を歪ゆがめ、ラーフは世界へ訴うつたえるように声の限かぎり叫んだ。

「違う！　世界が僕を憎むなら僕も世界を憎む！　僕は自じ衛えいの為ために世界を征服する！　そうすれば誰だれも僕を虐待しない！　誰も僕を傷つけない！　もう苦しまなくて済むんだ！」

　全すべての黒柱を斬きり裂く俺おれに、ラーフは血を吐くようにして叫び、なおも黒柱を射出する。

　その姿に、俺は当とう惑わくした。ラーフの主張は、間違っていない。大人、特に教育関係者は言う。人を憎んではいけない。憎しみからは何も生まれない。負の連れん鎖さはどこかで絶たねばならない。でも人間は属性ありきのキャラクターじゃない。

　血の通った肉と魂を持つ人間には感情がある。自分に都合のいい人間の善の部分だけを他人に押し付けるのは、あまりにも酷だ。誰だって一方的に虐待されれば相手を恨む。

　それでも相手を許ゆるすのは素す晴ばらしい事かもしれないが、やって当たり前の事じゃない。むしろ大多数の人は感情に支配されて当然だろう。

　やれたらの理想を、やらねばならない、やらないのを悪と断じることはできない。

　ラーフは、いや、パンデモニウムは世界の悪役ではあっても、悪人じゃない。

　言われ無き罪による迫害を受けて、辛つらくて、苦しくて、悲しくて、それでどうしようもなくなって、世界への復ふく讐しゆうという道しか歩けなくなってしまった連中なんだ。

「アキト！　僕は君を殺す！　僕らの邪魔はさせない！」

　ラーフの声に呼応して黒い海が空に立ち上り、何体もの黒龍を形成。

　それでありながら、黒い空も同時に下りて来る。

「アキト……誰も僕を、僕ら魔王使いを助けてくれないんだ……ならやるしかないじゃないか……僕らは僕ら自身で僕らを助けるしかないじゃないか!!!!」

　黒龍が咆ほう哮こうを上げながら、空と一緒に落ちて来る。黒剣を集めた龍と、黒剣の豪ごう雨う。質、量、共に合わせた飽和攻撃。攻撃というよりも、災害が降り注そそいで来るようだ。

「……行くぜ百ゆ合り」

　──良いのか秋あき人と？

　──ああ、俺はセリアのヒーローだ。同情であいつは助けてやれねぇ。

　俺は、タケルの力を草薙剣クサナギノツルギに込めて、天上の災害を見上げた。

「災害殺しの型」

　俺は両手で草薙剣を構えた。全身の霊力を草薙剣に送り込んで、かつて大平原の草木を更さら地ちに変えた神話の一撃をこの世に顕現させるべく、霊力を極熱のプラズマへと変換する。

　狙ねらうは頭上、天を覆おおい尽くす黒剣の夜空全てだ。

「草薙の──大たい波はぁああああああああああああ！」

　太陽色の波が俺の視界を奪う。日本神話最強の一撃に耐えきれず、黒龍は破壊の奔ほん流りゆうの中でその身を崩していく。黒剣の災害と、災害殺しの光が殺し合う中へ、俺は飛ひ翔しようした。腰から天武雲剣アマノタケグモノツルギを引き抜くと、草薙剣と重ね、俺は右肩へと引いて突きの構えに入る。

「東とう西ざい無む双そう！」

　二本の剣がプラズマを帯おびる。俺おれは霊力加速クイツクで、弾だん丸がんのように光の天上へと突き進む。

　──ラーフ。俺にはお前を救ってやれない。でも、セリアは連れて行かせない。俺は。

　ラーフの嘆きを思い出しながら、俺はラーフに謝罪した。

　──俺はセリアのヒーローだ。あれもこれも全部は救えない。けど、セリアだけは……

　全すべての黒剣が消滅した先では、ラーフが決死の覚悟を決めた顔で立っていた。

　──絶対に守る！

「行っけええええええええええええええええええええええええええええ!!!!」

　俺の剣がラーフの腹を貫く直前、ラーフは高度を下げて、剣を自身の胸に引き入れた。

「!?」

　俺の突き出した二本の剣は……ラーフの胸を刺し貫く……熱い血潮が俺の顔を染めて、ラーフの召しよう喚かん術は解けた。


　　　◆



「お前どうして……最後にわざと……」

　青少年魔術館の駐車場で吐血しながら、死人のようにして地面に横たわるラーフ。俺は地面に座り込み、ラーフを抱き起こした。ラーフは虚うつろな目で答える。

「僕はね……誰だれかに止めて欲しかったんだ…………」

　口の端に、赤い泡が浮かぶ。

「僕は人間だ……悲しいぐらいに人間だ。だから、僕は僕を虐待する人達たちが憎い……殺してやりたい、思い切り苦しめてやりたい……でもね、やっぱり僕は人間なんだ……」

　光を失った瞳ひとみから透明な雫しずくが溢あふれて、血の涙を洗い流す。

「僕は、人を殺す事が怖い……人を殺す度に罪の意識に問われた……憎しみから生まれる殺人衝動と、殺人から生まれる罪悪感で壊れそうだったよ……パンデモニウムに入って、世界中で人を殺して、溜りゆう飲いんが下がるような高こう揚よう感かんがあった……でもね、その日の晩はいつも思うんだ。自分に人を殺す権利なんてあるのかって……その度に虐待された日々を思い出して、自分に正当な復ふく讐しゆうだって言い聞かせて、でもね、もう無理なんだよ……」

「そんな、だからって！」

　ラーフは、もう目が見えていないのかもしれない。でも、俺の目からラーフの顔に涙が落ちると、ラーフは俺の声がするほうへ首を回した。

「魔王使いでもない子が、僕の為ために泣いてくれる……幸せだなぁ……」

　ラーフの目から溢れる涙が、駐車場を濡ぬらした。

「僕を救ってくれてありがとう、アキト君。君はヒーローだよ」

「え……？」

「ヒーローの仕事は戦う事じゃなくて『救う』事だ。だから僕を救ってくれたアキト君は僕のヒーローだよ…………だからアキト君、言わせてくれ」

　生気を失った顔が、柔にゆう和わに、幸せそうに笑った。

「ありがとう……これで死ねる、僕はもう、人を殺さずに済む……じゃあ、セリアちゃんを守ってあげてね…………」

　俺おれの腕の中で、ラーフの呼吸が止まった。俺は痛い程に奥歯を噛かんで、声を張り上げる。

「こんな死に方があってたまるか！　今まで辛つらかったなら全力で幸せになれ！　罪の意識があるなら全力で償え！　お前はこれから全力疾しつ走そうで生き続ける義務があるんだよ！」

　その時、俺とラーフを呼ぶ声がした。

　首を回すと、美み夏なつ姉さんやセリア達たち、そして、ドゥルジとぬらりひょんが走って来る。

「姉さん！　すぐに来てくれ！　ラーフが死にそうなんだ！」

「任まかせて！」

　第三召喚形態サードサモンのままの姉さんはラーフの側そばにしゃがみ込むと、ラーフに手をかざす。火の鳥が持つ癒いやしの力がラーフの傷を修復して、浅くだがラーフの呼吸が戻り始めた。

　それを確認して、ドゥルジとぬらりひょんが安あん堵どの息を漏らす。その姿を見て、俺は複雑な気持ちになった。でも駄目なんだ。この世の全すべてを救う事は出来ない。そう決めたのに、俺の中には小さな無力感が芽め生ばえてしまった。

　そしてこの時、俺は気付かなかった。姉さんが俺に注そそぐ、悲しげな視線に。






第三章　天変地異






　あの後、俺らはラーフをドゥルジ達に託して、通報せずに帰した。ドゥルジとぬらりひょんは泣きながら、何度も俺に頭を下げて感謝した。その姿があまりに可哀かわいそうで、俺は『お前らとは友達のつもりだからいつでもうちに遊びに来い』と言っておいた。

　そして放課後、家に帰った俺は、とある問題に直面していた。

「えっと、みなさん？」

　夕方頃、俺の部屋には、セリア、ブリジット、アイリーン、チュリスの四人がそろっていた。四人はちょっと怖い顔で、床に座る俺に詰め寄っている。

「アキト、今日のあれ、あの時のあんた誰だれなのよ？」

「あの戦い方は、いいえ、あの雰ふん囲い気きはアキトではありませんわ！」

「口調もなーんか変でしたよね？　アッキーって二重人格？」

「アキトさん、隠し事をされると、私は悲しく感じてしまいます……」

　四人の美少女にキス直前の距離まで詰め寄られて、俺は流石さすがに限界を感じた。

　──百ゆ合り、もういいか？

　──まぁ、これからも一緒に戦っていくなら、事情を知ってもらった方が良いじゃろ。

　言うや否や、俺おれから翡ひ翠すい色の光が溢あふれて、四人は驚いて尻しり餅もちをついた。

　床に座る俺の足の間に百ゆ合りが実体化。俺のお腹なかに背中を預けて来る。

「初めましてなのじゃ皆の衆。わしは百合ことヤマタノオロチじゃ。これからは秋あき人とともどもよろしく頼むぞ」

　百合の登場に、四人は固まる。俺が身構えていると、四人は同時に悲ひ鳴めいを上げた。

『可愛かわいいぃいいいいい♥♥♥♥』

「え？」


　　　◆



「以上が百合の説明なんだけ……ど……」

　百合と俺の関係をあらかた説明したのだが、みんなは百合を愛めでるのに忙しくて、どこまで聞いていたのか怪しいところだ。

　今の百合はセリアの膝ひざの上に座りながら、みんなで取り合う様にして体をいじられている。頭をなでられ、頬ほおを指でつつかれ、手や足を握にぎられて、しかもみんなは目がハートだ。

　確かに百合は可愛いけど、そこまでか？　大人形態もだけど、幼い頃から見慣れている俺と違い、世間的にはこれが普通なのかもしれない。

　すると、美少女達たちに囲かこまれてご満まん悦えつの百合が口を開く。

「そうじゃ、どうせバレたのじゃから、みんなも夢特訓をするのじゃ」

『夢特訓？』

　聞き返すみんなに、百合が頷うなずく。

「そうじゃ。実は秋人が急に強くなったのもこれのおかげでな、夢の中でわしと戦う事で経験値を一気に得ていたのじゃ。サタンが本当に世界を滅ぼすつもりなら今後、パンデモニウムとの戦いは激化するかもしれん。皆も力をつけておいて損はないじゃろう」

「へー、そんな秘密があったのね。いいじゃない、やりましょう」

　強くなれるとあって、ブリジットはご機嫌だ。みんなも賛さん同どうすると百合が手を上げる。

「では早速、三〇分ほどやるかの。全員目をつぶって横になるのじゃ」

　百合の指示通り、みんなが俺の部屋で横になると、だんだん眠たくなってくる。そして目が覚さめて体を起こすと、そこはいつもの仮か想そう都と市しだった。俺は慣れたもので、すぐに第三召喚形態サードサモンを使う。ブリジット達は街の様子に驚……かず、百合を見て愕がく然ぜんとしていた。

「む？　どうしたのじゃお主ぬしら？」

　そこには、いつも通り少女形態で立つ百合がいた。ブリジットが叫ぶ。

「あんたこの前の！　あれ百合だったの？　ていうかなんで大きくなってんの!?」

　この前？　そういえば百合って始業式の次の日、教室で少女形態を披ひ露ろうしていたな。

「百合は霊体だから自由に年齢を変えられるんだよ。老化はできないけどな。百合」

　俺に言われると、百合は大人形態になった。手足がスラリと伸びて、バストとヒップが規格外のサイズまで膨ふくらむ。そうでありながら全体のバランスを崩さない奇跡のライン。超絶美少女フェイスは、美の女神と見間違うような絶世の美び貌ぼうへと成長を遂とげる。

　四人は腰と一緒に魂が抜けて、その場にへたりこんでいる。

「あ、あたしよりも手足綺き麗れいじゃん……」

「ワ、ワタクシ以上の美人がいるなんて……」

「わ、私よりお尻しりと胸が大きい人、初めて見ました」

　チュリスだけはショックのベクトルが違い、鼻血を流しながら倒れて痙けい攣れんしている。

「「「酷ひどいアキト！　あんなのが比較対象じゃ私達たち勝てないじゃない!!!」」」

「罰として百ゆ合りちゃんはボクが貰もらいます！」

「わっ、馬ば鹿かやめろチュリス、百合は！」

　チュリスが百合の制空権に入った瞬間、百合がチュリスを抱き寄せ、その唇くちびるを奪った。チュリスは雷かみなりが落ちたように手足を伸ばしてから全身を痙攣させ、頭がガクリと落ちた。

「では、特訓を始めるぞ。お主ぬしらにもすぐ最終召喚形態ラストサモンを習得してもらう」

　ドン引きするセリア達を無視して、百合は話を進める。すごいスルー力だ。

「最終召喚形態をてっとり早く習得するには持ち霊に認めてもらい、直接憑ひよう依い、融合してもらう事じゃ。全員、解放召喚オーバーフローをしてみよ」

　百合の指示を受けて、気絶から立ち直ったチュリスはフラつきながらもセリア達の横に並び、全員一緒に解放召喚を使う。すると、四人の美女が姿を現した。

　漆黒の一二枚の翼つばさを持つ堕天使ルシファー。

　赤い髪をした鎧よろいの女騎士デュラハン。

　黄色いドレスに身を包む黄衣の王ハスター。

　純白の六枚の翼を持つ破壊天使ケムエル。

　よくよく観察すると、みんな凄すごい美人で、プロポーションもかなりのものだった。攻撃対象がないので、彼女達はその場に出されただけだ。でも、百合が指を鳴らすと突然。

「あれ？　オロチ？」

「や、八や頭ず龍りゆうさん!?」

「おやオロチ、今日はその姿なのね」

「オロチちゃん、種族と性別の垣根を越えた愛の相談があるのですが♪」

　俺おれ達五人は同時に噴いた。

『しゃ、しゃべったぁあああああ!?』

「そりゃ喋しやべるぞ。解放召喚で呼ばれた召しよう喚かん霊れいは極限興奮状態じゃが、今はわしがその興奮を食ろうたからな。それで練習内容じゃが」

　だから何なのそのスルー力。少しは俺ら一般人にも解わかるような説明をいれろよ!?

「お主らにはこいつらと直接戦ってもらう。自身の召喚霊に力を認めさせ、最終召喚形態になれ。これが、もっとも早く最終召喚形態ラストサモンを習得する方法じゃ」

　四人の美女は振り返ると、自身の契約相手と向かい合う。対する四人の美少女は、初めて対たい峙じする自身の持ち霊に緊張した面持ちだ。そして、俺おれはとある事を聞かねばなるまい。

「なぁ百ゆ合り、なんで俺の時はこれやらなかったんだ？」

「お主ぬしはもうタケルとの対話が終わっとるじゃろ。というか春はる樹きの言う通り一回最終召喚形態を使ったのに定着しなかったということは、お主にセンスが無かったからじゃろ？」

「あ、さいですか……」

　凄すごく悲しい気持ちになった俺をよそに、セリア達たちは最終召喚形態へ至る修行を始めた。


　　　◆



　ラーフと戦った日以来、放課後は俺の家で三時間の夢特訓をするのが日課になった。それから四日後の金曜日の放課後。クロエ先生の号令で、今日も一日の授業が終わる。

「それでは皆さん、気を付けて帰って下さいねー」

　途と端たんに教室はざわつきながら、みんな帰り支度を始める。今日も話題の中心はサタンの事だった。二日後の正午までに国連がサタンの要求を呑のまなければ、世界は滅ぼされてしまう。ようするに、全世界相手に全面戦争を始める、という事だろう。国連は、これはサタンのハッタリで、サタン達魔王使いが何を企たくらんでいてもパンテオンがいれば問題無い、と世界に向けて発信し続けている。パンテオンへの信頼ゆえか、多くの生徒は国連の主張を信じているようだが、魔王使いとの戦闘を経験する俺らは危機感が違う。セリアを守る力をつける為ため、俺らは早く家に帰って特訓の続きをしようと席から離れる。

　でも、すぐにクロエ先生が俺らを呼びとめた。

「あ、それとアキト君はグラウンドに行って下さい。お客様が来ていますから」

「客？」

　俺はセリア達を見回すが、みんなも知らないようだ。この急いでいる時に一体誰だれだろうと思いながら、俺らは渋々、グラウンドに向かった。


　　　◆



「あれ？　姉さん？」

　みんなでグラウンドに行くと、二〇人ぐらいの生徒達が待っていた。

　何な故ぜか生徒会長の姉さんも一緒にいて、客達の説明をしてくれる。

「呼び出してごめんね弟ちゃん。でもみんなが弟ちゃんに挑戦したいって言うから」

　見れば、確かに全員、好戦的な表情で俺を見ている。皆が口々に言い始める。

「噂うわさは聞いているわ。この一ヶ月で急に序列を上げている大型新人さん」

「魔王殺しだかなんだか知らないけど、あたしらの踏み台になってもらうわ」

「どうせタケル使いなんて、イメージ先行の人気で手に入れた序列でしょ」

　──なんか好き勝手なこと言っているけど、ようはあれだよな百合？

　──うむ、お主ぬしを倒した名声目当てが半分。後は急に出世しているお主への嫉しつ妬とじゃろ。

「まずはあたしから行くわよ、序列九六〇位！　第六〇九学園所属の──」

「ちょっと待って下さい」

　相手女子の言葉を遮さえぎって、チュリスが進み出る。

「アッキーに挑戦するなら、まずはアッキーの嫁筆ひつ頭とうであるボクを倒してからにしてくれますか？　そのかわり、何人かまとめて来てもいいですよ♪」

　上から目線のチュリスに、相手生徒達たちは警戒する。

「確かに、序列を上げているのはアキトだけじゃないわね。あんたらの顔も知っているわ」

　そう、俺おれらはラーフの一件で、また序列を上げている。俺だけじゃなくて、ドゥルジやぬらりひょんと戦ったセリア達もそれは同じだ。生徒の一人が、饒じよう舌ぜつに語る。

「チュリス・チュペリ、序列一〇〇〇〇位から一〇〇〇位へ昇格。ブリジット・ブランデル、序列九〇〇位から九〇位に昇格。セリア・セルベール、序列一〇〇〇位から五〇位に昇格。アイリーン・アルフォード、序列六五位から四〇位に昇格。サギサワ・アキト、序列七〇〇位から三〇位に昇格。おかしいだろ。なんでこんなに序列が上がるんだよ？」

「タケル使いの仲間だからって、ひいき目で審査されているんじゃないのか？」

「お望み通り、タコ殴りにしてやろうじゃない！」

　来らい訪ほうした生徒達のうち、じつに半分が前に出て自己紹介を始める。

　どうやらさっきの九六〇位の女子生徒と合わせて、八〇〇位代、七〇〇位代、六〇〇位代、五〇〇位代、四〇〇位代、三〇〇位代、二〇〇位代、一〇〇位代の、計九人がチュリスに挑戦するようだ。ほとんどリンチ、こいつらには良心が無いのか？

　──アカ・マナフ並の下げ衆すぶりじゃのう。

　なんて、俺と百ゆ合りがドン引きした一分後。グラウンドには氷こおり漬づけの男子四人と、植物のツルに触しよく手しゆプレイ状態で辱はずかしめられる女子五人の姿があった。

　チュリスが笑顔で俺らのもとへ戻って来る。

　何せ一発一発がマトモな威力を持った属性攻撃魔法を、マシンピストルで乱射できるチュリスだ。そんなチート野郎に勝てる奴やつのほうが異常だ。なんだかんだ言って、今のチュリスって相当強いよなぁ……

「なんの！　序列九一位！　サードサモン・オルトロス！」

「序列八三位！　サードサモン・バジリスク！」

「序列七六位！　サードサモン・グリフォン！」

「序列六九位！　サードサモン・アメミット！」

「序列五二位！　サードサモン・ヴァンパイア！」

　チュリスに代わって、今度はブリジットが進み出る。第三召喚形態サードサモンでバイクにまたがり、五人が襲い掛かって来るのを確認してからアクセルを回した。

「潰つぶせ！　コシュタパワー！」

　ブリジットが残像を残して消えた。ほぼ同じ時間軸上で、相手五人は同時にバイクではね飛ばされ、グラウンドの端まで転がった。ブリジットはもう、俺おれらのもとに戻っている。

　五回連続で霊力加速クイツクを行うペンタクイック。百ゆ合りの夢特訓でブリジットが身につけた、新しい必殺技だ。一人をはね飛ばすと同時に、次の相手へ減速する事無く霊力加速をする。その精度と霊力操作能力には驚かされたものだ。それにしても、二桁けたナンバー五人をまとめて倒すのは本当に凄すごい。魔王使いとの生死をかけた戦い。一日で一〇〇日分の経験値を得られる百合の夢修行。学園の生徒相手なら、序列上位者でも相手にならないようだ。

「くっ、なめるなよ！　序列四八位！　サードサモン・カトブレパス！」

「序列三六位！　サードサモン・ヴァルキリー！」

「序列二四位！　サードサモン・ナーガ！」

　ブリジットに代わって、今度はセリアが前に出た。

「では、今度は私が、サードサモン・ルシファー」

　う～ん、セリアの第三召喚形態サードサモンはセクシーだから、他人には見せたくないんだけどなぁ。

　なんて、俺が独占欲の強さを自覚していると戦いは始まった。

　流石さすがに五〇位以内は次元が一個違う。でも、セリアの能力は多対一に向いている。

　最初は三人がかりにやや戸惑ったセリアだけど、すぐに三人の動きを見切った。

　カトブレパス使いはプラズマの触しよく手しゆに焼かれ、ヴァルキリー使いはソードビットで槍やりをバラバラにされ、ナーガ使いはプラズマビームで吹き飛ばされ、無様に痙けい攣れんしている。

　とうとう最後の一人になった女子は、他の生徒とは明らかに雰ふん囲い気きが違った。

　歴戦の猛も者さを思わせる鋭するどい眼光と凛り々りしい美び貌ぼうで、高らかに言い放つ。

「イングヒルト・イトゥリツァガだ。序列一〇位！　サードサモン・リンドヴルム！」

　ドイツの伝説で有名な、雷かみなりと流星のドラゴン、リンドヴルム。イングヒルトさんはパワードスーツのように、全身を機械武装やパーツで覆おおい、背中のジェットユニットで空を飛んだ。対するはもちろん、同じく全身武装少女のアイリーンだ。

「行きますわよ！　サードサモン・ハスター！」

　自信に満ちた顔で、アイリーンは飛び立つ。二人の戦いは凄かった。イングヒルトさんが荷か電でん粒りゆう子し砲ほうや雷撃砲など、ビーム兵器を乱発。アイリーンはガトリング砲やミサイルランチャーなど物理弾を乱発。グラウンドの空に大輪の花を咲かせ、流星の光で飾かざる。

　一進一退に見える攻防は、だがアイリーンのほうが一枚上手だ。イングヒルトさんは強い。パンデモニウムとの戦いでも、戦力になるぐらいの力があった。

　でも、全すべての能力値が、アイリーンのほうが少し上だ。

　アイリーンがガトリング砲の弾だん幕まくでイングヒルトさんをかく乱。一瞬生まれた隙すきを見逃さずに、渾こん身しんの衝撃砲を放った。イングヒルトさんは厳しい表情をやめ、可愛かわいらしく笑う。

「見事だ」

　衝撃砲に呑のみこまれ、イングヒルトさんは敗北した。その二分後、保健室に勤つとめる、回復能力を持った先生が学校から飛んで来て、みんなの回復作業を始めるのだった。

「なんだかんだで、俺おれの出番無かったな」

「あれ？　弟ちゃんの出番ならあるわよ。だって一桁けたナンバーがまだでしょ？」

　姉さんに言われて、俺は肩をすくめる。

「おいおい姉さん、もう全員倒しちまったぞ。どこに一桁ナンバーがいるんだよ？」

「ここよ」

　姉さんが指差したのは、姉さん自身だった。俺は意味が解わからなかったが次の瞬間、姉さんの携帯端末が着信音を鳴らした。姉さんがメールの文面を俺らに見せる。

　俺らは言葉を失いながらも、まさかと思って自分の携帯端末の画面を展開。ネットで最新の学園序列を確認してみる。すると……

「姉さんて……確か序列三七位だったよな？」

「この前までは……ね」

　俺の携帯画面では、この独立学園国家の最強学生、序列一位である英えい霊れいソロモン王使いの学生が、二位に転落していた。王者を陥落させ、新たに序列一位の玉座に着いているのは『ＭＩＮＡＴＳＵ・ＳＡＧＩＳＡＷＡ』目の前で笑顔を浮かべる、俺の姉さんだ。

　愕がく然ぜんとしながら顔を上げると、姉さんは穏やかな表情で、形の良い桜色の唇くちびるを開いた。

「初しよ等とう部ぶの頃から、挑戦してくる人を倒していたら三七位になっていたんだけど、最近はお姉ちゃんの方から勝負を仕掛けることにしたの。お姉ちゃんも、一緒に魔王使いと戦えるか確認したくてね。でも弟ちゃん、私知らなかったよ。一位って、案外弱いんだね」

　姉さんから、尋常ならざる霊力が溢あふれだす。そもそも姉弟きようだいと言っても、学年が三つ違えば授業風景は見ないし、姉さんは試合なんて全然しないから、俺は姉さんの全力を知らない。でも去年、高等部一年から第三〇四学園の生徒会長で、ふりかかる火の粉を払うだけで序列三七位になっている実力の意味を、もっとよく考えるべきだったのかもしれない。

「弟ちゃん、お姉ちゃんを倒したら、序列一位は弟ちゃんのものだよ」

　姉さんは召しよう喚かん陣から、一本のガスブレードのグリップを取り出した。

「第一召喚形態！　火の鳥！」

　グリップから炎の刀身が噴き上がる。どうやら本気らしい。俺も、高周波刀ヴアイブロ・ブレードを召喚する。

「第一召喚形態！　大和ヤマト武タケル！」

　刀を構える俺の後ろで、セリアがブリジットに声をかける。

「一位……ミナツさんは、そんなに強いのですか？」

「いや、あたしらもミナツさんの全力なんて見た事無いけど、でも面倒な説明なんていらないわ。だってミナツさんはアキトのお姉さんよ。セリア、これがどういう事か解る？」

　ブリジットは、息を呑のみながら語気を強める。

「あの人は、初代ヤマトタケル使いで、初しよ等とう部ぶ六年で序列一位になって、一五歳で最終召喚形態ラストサモンを使った、世界最強のパンテオン四よん大だい使し徒と筆ひつ頭とう、サギサワ・ハルキの実の妹なのよ」

　ブリジットの言う通りだ。しかも姉さんは俺おれみたいな劣れつ等とう生せいじゃない。

　火の鳥を召しよう喚かんする才能。その気もないのにただ学生生活をするだけで序列三七位になる実力。正真正銘、名前負けすることの無い、掛かけ値ねなしの春はる樹きシスターなのだ。

　第一召喚形態でありながら、姉さんから感じる霊力の波動は、並の第三召喚形態サードサモン術師よりも強い。対たい峙じした時の圧力は、魔王使いドゥルジにも劣らなかった。

　──百ゆ合り、この戦いには手を出すなよ。

　──そんな野や暮ぼな事はせん。姉と存分に戦うがいい。

　──ありがとうよ。

　姉さんの意図は解わからない。でも、姉弟きようだいだからだろうか。俺の前に立つ姉さんを見て、俺は自分の力がどこまで通じるのか知りたくなった。弟の兄超えならぬ、姉超え。

「行くぜ……姉さん。セリア、みんなと一緒に少し離れていてくれ」

「うん、行こうか、弟ちゃん♪　みんなはグラウンドの端にいてね♪」

　みんなが離れて行くのを確認して、俺と姉さんは同時に霊力加速クイツクを使った。

　ゼロ秒で俺と姉さんの刃やいばは激突、しなかった。姉さんの武器はガスブレード。炎の刀身は物理的な防御力や弾はじき能力を持っていない。俺と姉さんの戦いは江戸時代の侍さむらいの再現だ。

　攻撃を受けるのではなくかわす。互いに超音速の瞬撃を全身にまとい、互いにその全すべてを体たい捌さばきでかわし続ける。防ふせいで打つのではない、かわして、当たらせもせずに当てようとする。激しい打ち合いも、鍔つば迫ぜり合あいも無い。互いに炎と金属の輝きをまといながら、綺き羅ら星ぼしの中で踊る。まるで演えん武ぶだ。このままでは埒らちが明かないと、俺は声を張り上げる。

「第二召喚形態セカンドサモン・大和ヤマト武タケル！」

「第二召喚形態・火の鳥！」

　同時に姉さんも第二召喚形態に移行。姉さんは背中から炎の翼つばさを生やす。タケルと火の鳥の演武は、互いに譲ゆずることなく、上空へと飛びあがり、その冴さえを競きそい合あった。

　俺は第二召喚形態からの追加武装、杠谷樹剣ヒヒラギノツルギに持ち替えて、姉さんと切り結むすぶ。

「どうしたの弟ちゃん。もしかしてお姉ちゃんのお肌はだに傷を付けるのが嫌？」

「それもあるけど聖なる不死鳥、火の鳥相手じゃ英えい雄ゆう殺しと神殺しの剣は活いかせない。だったら、最初から杠谷樹剣で霊力切れ狙ねらいだ！」

「賢かしこい選択だよ弟ちゃん。だから大好き♥」

「はんっ、ブラコンもいい加減にしろよ姉さん！」

　俺と姉さんが、同時に叫ぶ。

「第三召喚形態・大和武！」

「第三召喚形態サードサモン・火の鳥！」

　俺おれの全身が真紅の甲かつ冑ちゆうに包まれ、太陽剣草薙剣クサナギノツルギを構こう築ちくして神話の英えい傑けつの力をまとう。

　姉さんの全身が純白の着物に包まれ、各部位に火炎放射器を構築して神獣の力をまとう。

　全身に灼しやく熱ねつの紅あかい炎を滾たぎらせ、俺へ襲い掛かる姉さん。その神威を前に、俺も神威を使う。八劔やつるぎ神がみスキルを発動。今の俺は、森羅万象全すべての斬きり易やすい方向を原子レベルで知覚し、刀とう線せん刃は筋すじを糺ただして切断できるだろう。これで杠谷樹剣ヒヒラギノツルギは、確実に姉さんの体を通り抜ける。

　俺の刃やいばが、姉さんに当たるようになった。対象を物理的に斬らないかわりに、本来与えるはずだったダメージ分の霊力を削けずる剣、杠谷樹剣。その刃が姉さんの腕を、足を、腹をかすめ始めて、一〇〇合目にしてついに姉さんの首を通り抜けた。

「でも残念」

　姉さんはぺろりと舌を出すと、ガスブレードで俺の体を容よう赦しやなく焼き尽くした。

「ぐっ！　そんな、首をはねれば一発で霊力切れになるはずだ！」

「それは本来即死のダメージだからでしょ？　でも不死身のお姉ちゃんにとってはね、首を切断されるのも、ただの斬り傷でしかないの」

　なんつうチートだ。でも、チートは俺も同じだ。何せ、俺はもう……

「最終召喚形態ラストサモン！　白しら鳥とり大だい明みよう神じん大和武命やまとたけるのみこと！」

「最終召喚形態！　火の鳥！」

　俺を含めた、グラウンドの全員が息を呑のんだ。

　姉さんが……最終召喚形態？

　俺は絶句して、でもすぐに頭かぶりを振って自じ嘲ちよう気味に笑う。

　そうだよ、何も不自然な事は無い。だって姉さんは一五歳で最終召喚形態を使った兄貴の妹で、一四歳で最終召喚形態を使える俺の姉さんなんだ。むしろ、使えて当然だろう。

　俺の目の前で、神威が牙きばを剥むく。伝説の不死鳥、火の鳥と融合した美み夏なつ姉さん。その霊的圧力は、最終召喚形態のラーフと互角だった。黄色い帯を締めた白い着物は袖そでと裾すそが炎で構築され、燃える翼つばさと共に揺れる。濡ぬれ羽ば色いろの青髪から真っ赤な火の粉を散らし、その両目には常に暖だん色しよくの光が揺らめいていた。最終召喚形態の姉さんを見て、心の底から思う。

「姉さん、マジで綺き麗れいだな」

「お姉ちゃんにそんな事を言うの、初めてじゃない？」

　嬉うれしそうに頬ほおを緩ゆるめる姉さんに、俺は口角をあげて笑う。

「口に出すのは初めてでも、いつも思っているんだぜ。俺の自慢の姉さんは美人で、スタイルが良くて、綺麗な髪で、優しくって、温かくて、本当に、最高だってな！」

　俺は全身に霊力を充じゆう溢いつさせて、いよいよ全身全霊の態勢を整ととのえる。

「知っているよ。弟ちゃんが子供の時からお姉ちゃんの事を大好きなのも、いつも照れているのも。だから弟ちゃん、お姉ちゃんが勝ったら、姉弟きようだいの垣根を越えて結婚しようね♪」

「断る！」

「ならお姉ちゃんを倒して姉超えをしないと、自立は認めません♪」

　姉さんの霊力が爆発的に膨ふくれ上がり、英えい傑けつと神獣、ヤマトタケルと火の鳥の削けずり合いが開演する。太陽にも匹ひつ敵てきする業ごう火かを全身にまとう姉さんの余熱で、グラウンドに暴風が巻き起こる。音速の一〇〇倍で大気を暴ぼう虐ぎやくする俺おれの余波で、グラウンドの土が削れた。

　グラウンドの端で観戦するブリジット達たちが冷や汗を流す。

　周囲への影響を抑える為ために、俺と姉さんは高度を上げていった。

　人間災害と化した俺と姉さんがグラウンドの遥はるか上空で激突。極大の炎の中で焼かれながら、俺は姉さんの体を斬きり刻む。俺の体が焼き尽くされるか、姉さんの霊力が底を尽きるか。限界の削り合いの中、俺は姉さんの目に涙が浮かんでいるのに気付く。

「駄目だと解わかっていても、聞かせてね」

　今までに見た、どの姉さんよりも深い慈じ愛あいのこもった声だった。

「セリアちゃんの事はお姉ちゃんに任まかせて、平和に暮らす気はないかな？」

「ない！」

「どうして？　弟ちゃん、ラーフさんとの戦いで、いっぱい辛つらい思いをしたんだよね？　日ひ上がみさんと戦った時も、アカ・マナフと戦った時も、たくさん怪け我がして痛かったよね？　お姉ちゃんは序列一位だから、セリアちゃんはお姉ちゃんが守るから。だから、弟ちゃんはもう苦しまなくていいんだよ？　なのにどうして弟ちゃんが戦うの？」

「そんなの、俺がセリアのヒーローだからに決まっているだろ！」

　俺の即答に、姉さんは目から涙をこぼして笑った。

「うん。やっぱり春はる樹きお兄ちゃんの弟だね。お姉ちゃんは、弟ちゃんの夢を応援するよ。だから……お姉ちゃんを倒して学園最強になって！　久く遠おんの日にち輪りん!!」

　炎が姉さんごと俺を呑のみこむ。小太陽を思わせる灼しやく熱ねつに、けれど俺は耐えられた。

　太陽剣草クサ薙ナギのおかげだろう。太陽と熱への耐性が、今までよりも上がっている。

　全身を焼かれながら、俺はガスブレードを握にぎる姉さんと斬り合おうとする。

　でも、姉さんはガスブレードの炎を消して、俺に抱きついて来た。

「姉さん？」

「大好きだよ弟ちゃん。お姉ちゃんね、弟ちゃんには夢を諦あきらめて欲しくない。お兄ちゃんが死んでからの弟ちゃん、ずっと寂しそうなんだもん。だからセリアちゃんを連れて来たし、セリアちゃんのヒーローになるって言った時は嬉うれしかった。でも、一つだけ約束して」

　姉さんは、唇くちびるがふれあう程に顔を近づけて、大粒の涙を流した。

「弟ちゃんは、絶対に死なないでね」

　姉さんの唇が俺の口を塞ふさいだ。小太陽の中で、俺らは世界一熱いキスをした。姉さんと熱い舌を絡ませながら、俺は思い出す。兄貴が死んだ時の姉さんの涙と、泣き声を。

　いつも優しくて、太陽のように笑っている姉さんが唯一涙を流した時だ。姉弟きようだいでキスなんて普段は恥ずかしいけど、今は姉さんを受け入れ、俺おれは姉さんの舌を吸って甘あま噛がみした。

「当たり前だろ姉さん。俺は死なないよ、絶対に」

「ありがとう。それが聞きたかったの」

　小太陽が雲うん散さん霧む消しよう、霊力が限界なのだろう。全身にまとう炎が徐々に勢力を弱めていく。

「じゃあ弟ちゃん、トドメはお願いね♪」

「ああ」

　俺は姉さんと抱き合ったまま、杠谷樹剣ヒヒラギノツルギで姉さんの背中を、俺ごと刺し貫いた。所有者である俺は別だが、高周波剣である杠谷樹を刺しっ放しにされた姉さんは、徐々に霊力を減らしていく。そうして、ついに姉さんの召しよう喚かん術が解けて、姉さんはただのか弱い女の子に戻った。俺は姉さんを抱きかかえたまま、地上へと降り立つ。そして、思い切り叫んだ。

「俺が、学園最強だぁああああああああああああああ!!」

　セリアやブリジット達たちが、歓声を上げて俺に走り寄る。

　俺に抱きついていた姉さんはそのまま、俺の頭をなでながら頬ほおにキスをしてきた。

　明日、俺は序列一位になっているだろう。魔王ルシファー使いのセリアは序列一位の恋人。そんな噂うわさが広まれば、セリアへの偏見も無くなるだろう。それが姉さんの狙ねらいかもしれない。俺は四年ぶりに会って、でもすぐに消えてしまった兄貴を思い出しながら誓ちかう。

　兄貴、俺、ヒーローになるぜ。


　　　◆



　その日の夕方。俺は美み夏なつ姉さんと、そして美み冬ふゆと一緒にお風呂に入っていた。我が家では本来、毎週金曜日の夜は家族みんなでお風呂に入るのが日課だったのだが、俺は中等部一年になった時から逃げ続けている。でも、今日は色々あって、姉さんのおねだりを無下にしにくかったのだ。

「本当に今日の弟ちゃんは凄すごかったんだから」

「ふーん、兄さんが序列一位にねぇ」

　姉さんは俺の体を洗いながら、百ゆ合りと一緒にお湯に浸つかる美冬に、今日の話を聞かせていた。ちなみにセリアは今、リビングでテレビの赤ちゃん動物特集に見入っている。

　ただ問題なのは、姉さんが俺の背中では無く、向かい合って体の前側を洗っている事だ。

　俺は必死に顔を上げるけど、視線はチラチラと落ちてしまう。姉さんは手を大きく動かして、俺の体をタオルでしっかりと洗ってくれるので、姉さんの巨乳が上下左右に弾んで俺の視線を誘導してくる。俺は全身の血圧が上がり、顔が火で炙あぶられているように熱い。

　その、片手には収おさまりきらない量りよう感かんが俺の心を揺さぶる。大質量物の揺れが空気を動かして、見なくても肌はだで姉さんのバストの動きを感じてしまう。

　しかも姉さんの裸体の魅み力りよくはバストだけじゃない。細い首くび筋すじとは相反するように大きく豊満なバストと、今度はバストと相反するようにグッとくびれたウエスト、続く安産型で大きめのヒップラインからは、セクシーでやわらかそうなふとももが伸びる。

　姉に対して醜みにくい感情を抱いてはいけないと、俺おれは必死に顔を背そむける。なのにまぶたは閉じず、瞳ひとみは姉さんの裸体をガン見したまま離れない。

　やがて地獄と天国の狭はざ間まが終了。姉さんは俺の体の泡をシャワーで洗い流してくれる。これでやっと解放される、と俺は安あん堵どして立ち上がった。

「あぁんまだだめぇ！　今度は弟ちゃんがお姉ちゃんの体を洗うのっ」

　美み冬ふゆのいる湯船に向かうと、背中にやわらかくて、ずっしりとした量りよう感かんが押し当てられた。俺は心臓が口から飛びでて行く感覚と同時に、脈が一秒止まった。

　二つの大きな膨ふくらみは底なしにやわらかくてドーム状に潰つぶれる。でも抜群の弾力で元の形に戻ろうとしてきて、ちょっと硬めの突とつ起きが背中のツボを刺激する。

「のぎゃぁああああああ！」

　俺は重低音の悲ひ鳴めいを上げながら、息も絶え絶えに白目を剥むきかけた。これはマズイ。俺の中で醜い本能が成長して、人生を棒にふってでも本能の奴ど隷れいになりたくなってしまう。

　俺が両手で空気をつかみながらもがいていると、美冬が不機嫌そうに俺を見上げてくる。

「ぐ、ぐふぅ、み、美冬、姉さんを何とかしてくれると助かるんだけど……」

　俺の頼みを無視し、美冬は湯船から急に立ち上がり、頭と腰に手を当てて胸を張った。

「いやぁ、今日は体育の授業で疲れてしまいましたよ」

「そうかそうか、それは解わかったから美冬、ね、姉さんを……」

　美冬はムッとして、小さなお尻しりを湯船の縁に下ろして座ると、片膝ひざを立て、左手も湯船の縁に、右手の甲を額に当てて、小さな胸を目いっぱい張り、俺に向かって片目をつぶる。

「……美冬、何がしたいのかよく解らないんだけど、とにかく早く姉さんを、ぬぐぅ」

　美冬は頬ほおを膨らませると、可愛かわいい目で俺を睨にらんで来る。

　すると、湯船に浸つかっていた幼女形態の百ゆ合りが、急に少女形態になって立ち上がる。

　姉さんとそん色のない豊満なバストを揺らして、頭と腰に手を当てて胸を張った。

「ぐっはっ！　おまっ、この状況でそんなっ。俺の理性が千切れる前に元に戻れ！」

「兄さんっ」

　美冬が両手を頭のうしろで組んで、体にしなを作りながら立っていた。

「あー、そういう事か美冬、やっとお前の意図が解ったよ」

　美冬の顔が、パッと明るくなった。

「ありがとう、美冬のキュートでラブリーな姿を見ているとお兄ちゃんの醜い欲望が抑えられるよ。美冬を見ていると清きよらかな気持ちにしかならないからな。美冬は俺の天使だよ」

　美冬の顔から光が消えた。美冬は怒ど鳴なりながら、お湯に肩まで浸かってしまう。

「ドスケベ巨乳マニアの髪フェチ変態ゲスクズ兄さんなんて知りません！　ふんだっ！」

　やれやれ、俺おれは美み冬ふゆの事をこんなにも愛しているのに、相変わらずツン期が長いなぁ。美冬はいつになったらデレ期になるんだろう。

　俺は、妹のツンツン行動に溜ため息いきを吐つくのだった。サタンの予告では、二日後に世界を滅ぼし始めるらしい。けど、俺には世界平和より美冬をデレ期にするほうが重要だった。

　そして、お風呂からあがると、俺の携帯にはブリジットからメールが来ていた。


　　　◆



　俺が姉さんに勝った日から二日後の日曜日の午前。俺とセリアは、ブリジット達たちに呼び出されて街に来ていた。サタンの予告通りなら、今日の正午にサタンは世界を滅ぼしにかかる。ようするに、これまでのようなテロ活動ではなく、総力をあげた全面戦争に入るという意味なのだろう。こんな日に何の用だと思ったが、逆に、サタンとの戦いが激化する前にハッキリさせておきたい事があるらしい。パンテオンへの信頼か、こんな日でも店は営業していて、ブリジット、アイリーン、チュリスの三人を加えた俺ら五人は普通に街で遊んだが、正午一五分前。ブリジットに促うながされて、俺らは一軒のファミレスに入った。

　でも珍しい事に、誰だれも俺の隣には座らなかった。四人は全員、俺の対面側に座る。右から順にブリジット、アイリーン、チュリス、セリアの順だ。何な故ぜかみんな、少し顔が赤い。

　どうしたんだろう、と俺が眺めていると、ブリジットが口火を切った。

「ねぇ秋あき人と。この前、みんなで海に行った時の事なんだけどさ」

「？　おう」

　ブリジットはためらいがちに、俺の様子をうかがいながら尋たずねる。

「ドゥルジが乱入してきて答え聞いていないけど、アキト、あたし達のこと好き？」

　四人が熱っぽい視線で見つめて来て、俺は顔が熱くなるのを感じた。

　──ぐふふふふ。秋人よ、男の甲か斐い性しようを見せる時じゃな。

　──う、うるさいなっ。

　流石さすがに俺も、少し戸惑いながら慎重に言葉を選ぶ。

「あのさ、俺は知っての通り、凄すごいスケベで美少女好きの髪フェチ野郎なんだよ。だから初しよ等とう部ぶの頃から、美少女で綺き麗れいな髪の三人の事は大好きだったし、ずっと、いい子だなって思ってました、うん。それでセリアも、俺にとっては大事で大好きな女の子だよ」

　四人は、嬉うれしそうにはにかんで笑う。対する俺は、ややしどろもどろだ。

「だからごめんな、みんなはずっと俺の事を好きだったみたいなのに、俺はフラフラして。でも、言い訳だと思うけど、ブリジットは気さくで正義感が強くてカッコイイし、アイリは優ゆう雅がで友情に厚くて華はなやかだし、チュリスは明るくて頑張り屋で親したしみやすいし、セリアは奥ゆかしくて性格が可愛かわいくて、四人それぞれに違う良さがあって、みんなすっごい魅み力りよく的な子で、一人でも俺の事を好きなんて言ってきたら迷わず付き合っちゃうぐらい、いい子だから、みんなから同時に好きって言われて少し驚いているんだわ、うん」

　ブリジットに続いて、アイリーンが俺おれに尋たずねる。

「そ、それでアキト。ワタクシ達たち四人を平等に愛することには、賛さん同どうして頂けます？　言っておきますけど、ハーレムを作るなら、全員に一〇〇ずつの愛情を注そそいでくれないと怒りますわよ。ワタクシ、四分の一に欠けたハートなんて嫌ですわ」

　言われた途と端たん、俺はテーブルに突っ伏して頭を抱えた。

「どうしましたのアキト。まさか、今更になって怖おじ気けづいたなんて言いませんわよね？」

「いや、そうじゃなくてさ、四人平等に愛する、っていうフレーズがちょっと、思春期男子的に色々と妄想が……」

　頭上で、アイリーンが息を呑のむ音がする。続けて、チュリスが声をはずませた。

「もう、アッキーてば本当に元気ですねぇ♪」

「みんなぐらい可愛かわいい子に囲かこまれて妄想するなって言うほうが無理だろ。ていうかさ、逆に俺が聞きたいんだけど、みんなはどうなんだよ？　俺は願っても無い事だけどさ、女の子って、やっぱり好きな人には自分だけを見て欲しいって思うんじゃないのか？」

　みんなが視線を落としてモジモジすると、ブリジットが目線を上げた。

「実はさ、昨日、みんなでお互いの事をちゃんと話し合ったの」

「え？」

「それでね、結局あたしらって卑ひ怯きようで臆おく病びようなのよ」

　恐る恐る、でもブリジットはみんなを代表するようにして説明を続ける。

「そりゃ確かに、アキトがあたしだけを愛してくれたらいいけど、でも、それでセリア達とギクシャクするのは嫌だし、それに、フラれたら立ち直れる自信ないし……」

　一度肩を落とすブリジット。その姿は、思わず守ってあげたくなるほど弱々しかった。

「一番の理由はそこなの。あたし達は、アキトのことが好き過ぎるから、アキト以外の男なんて考えられないから、フラれちゃうのが一番怖いの。だったらみんな一緒でいい。みんなでアキトのお嫁さんになって、アキトに愛してもらえる立ち位置でフェアにアキトを取り合って、お嫁さんの中で一番を目指すことにしたの。それなら、もし一番になれなくても、アキトには愛し続けてもらえるでしょ？　なんて、あはは、すごい打算的で保険をかけるような女の子でごめんね。でもあたし達、この恋だけは失恋したくないの。恋愛漫画みたいにロマンチックにはいかないけど、確実にアキトに愛してもらえるなら、ね……」

　ブリジットが目配せをすると、アイリーンやチュリス、セリアも小さく頷うなずいた。

　すると、アイリーンがちょっと厳しい声で尋ねる。

「そもそもですわアキト。貴方あなた、仮にワタクシだけと付き合うとして、そうしたらブリジットの赤髪やセリアさんの胸に興味はなくなりますの？」

「え？　全力で欲情するぞ？」

「ですわよね。ええ、浮気されるぐらいなら、最初から全員アキトのワイフになったほうがワタクシも納得できますわ……」

　アイリーンが額を押さえると、ブリジットが赤面しながら両目を吊つり上あげる。

「ていうか、あたし達たちの……その、全部見たんだから、責任取りなさいよね」

　四人の裸を思い出しそうになって、俺おれは妄想を抑えながら躊躇ためらいがちにセリアへ尋たずねる。

「セ、セリアも本当にいいのか？　チュリスはこの計画の発案者だからいいとして……俺はセリアのヒーローだし、もしもセリアがみんなに気を遣って我慢しているなら……」

「そんな事はありません。四人で話し合っている時に、チュリスさんから一いつ夫ぷ多た妻さい生活について聞きました。アキトさんだけではなく、大好きなお友達の皆さんと同じベッドで目を覚さまして、食卓を囲かこんで、お風呂に入って、そして同じベッドで眠る。愛するアキトさんと大好きな皆さん達との大家族生活。ステキ過ぎて、夢みたいです」

　セリアの目は憧あこがれで輝いていた。親に捨てられ、隔離施設で孤独に過ごしたセリア。彼女の生い立ちを考えると、愛する人達みんなと大家族になる、というのが一番なのかもしれない。一夫多妻の国出身のドゥルジもハーレムを望んでいたが、一人以外の求愛を無下にすべしという一いつ夫ぷ一いつ妻さい制せい自体、沢山ある文化の一つに過ぎない。何より、女の子のセリア達自身が仲良くみんなで愛されるのを望んでいるんだ。なのに、男の俺が日本文化の一夫一妻制にこだわって、セリア以外の三人を泣かせるのが正しいとは思えない。

　愛するセリアを一番幸せにできるのがハーレムで、大好きな幼おさな馴な染じみ達も幸せにできる。

　俺が腹を決めると、セリアが赤面羞しゆう恥ち顔で、可愛かわいらしい唇くちびるをもごもごさせる。

「ですから、私は一番でなくても、アキトさんに愛してもらえるならそれで構いません」

　相変わらず控ひかえめな態度に、俺は可愛らしさを感じてドキドキしてしまう。その直後。

「そのかわり……アキトさんの赤ちゃんを、産ませて下さいね」

　俺はゼロ秒で万の妄想が広がり鼻血を噴いた。俺の妄想を見て、百ゆ合りがあごを震わせる。

　──すごい、どれもこれも発禁処分レベルの妄想じゃ。エロ過ぎじゃぞお主ぬし！

「セセ、セリアあんた何言って！」

「セリアさん、話を急ぎ過ぎですわ！」

「セリアちゃん……赤ちゃんを作るということはつまり……」

「はい、アキトさんとたくさんキスをするつもりです」

　世界の時間が止まった。ブリジット達三人は石像じみた顔で、セリアをトイレに連行した。五分後……三人に連行されて戻って来たセリアは涙目になりながら、顔を瞳ひとみと同じ鮮ブラ血の赤色ツディ・レツドに染め上げていた。そして……俺の隣に座ると、抱きついて来る。

「え？　セリア？」

　押しつけられた胸の感かん触しよくと、大だい胆たんな行動に俺が戸惑うと、セリアは目に涙を溜ためながら、

「さっきはすいませんでしたアキトさん……たくさん迷惑をかけてしまうかもしれません。私のわがままという事も解わかっています。でも……」

　セリアは意を決したように、声を絞しぼり出した。

「できるだけアキトさんに負担がかからないように頑張りますからっ」

　俺おれは、さらに鼻血を流しながらテーブルに顔を沈めた。

　ブリジット達たちが必死になってセリアを俺から引きはがしている。でも、俺は妄想が止まらない。あのセリアの極上ボディで頑張られたら……俺はどうなってしまうのだろう？

「い、言っておくけどアキト、そういうのはまだダメなんだからね」

「そうですわ……まだ、唇くちびるしか許ゆるしてあげないんですから」

「いっぱいチューしましょうね、アッキー♪」

「私も、時々でいいので、キスして欲しいです」

　四よん者しや四よん様ようの反応を示されて、俺はなんとかいかがわしい妄想を断ち切った。

「あ、当たり前だろ。俺はみんなの事、すっごい大事にするつもりだから、みんなを傷つけるような事はしないぞ」

『傷つける』という言葉に四人は目を丸くした。それから、深呼吸で自身を落ちつける。

「さ、みんな、早く注文を決めましょ。でないとお店に悪いわ」

　そう言って、ブリジットが話題を切り替えてくれた。

　やっぱりブリジットは頼りになるなぁ。

　なんて思って、俺がメニューを開こうとすると、窓の外から鐘かねの音ねが聞こえた。












　どうやら隣の時計屋にある、アンティーク時計が鳴っているようだ。

「もう正午か。そろそろ、サタンの開戦宣言メッセージでも流れるのかな？」

　世界が震しん撼かんしたのは、俺おれが携帯の画面を開こうとした時だった。


　　　◆



　独立学園国家の中ちゆう枢すう、パンテオン本部の指令室では、オペレーター達たちの悲ひ鳴めいにも似た報告がとどまる事を知らなかった。

「学園国家周辺の海域に巨大怪獣七体出現！　まっすぐこちらへ向かって来ます！」

「西エリアから悪魔と堕天使、南エリアから羅ら刹せつ族、東エリアから妖よう怪かい、北エリアからインセクトの軍勢が召しよう喚かんされ、学園中央へ向かって進軍中！」

「学園中から救難信号が止まりません！　魔王使いの人数が二三、二四、まだ増えます！」

　四よん大だい使し徒と筆ひつ頭とうである日ひ上がみ宮みや子こは、部下達に指示を飛ばす。十二英えい雄ゆうと四大使徒は巨大怪獣と魔王使い達の殲せん滅めつ。一般の隊員は敵軍勢から国民を守るべく出動して、パンテオン本部の守りは日上一人となった。そして、誰だれもかれもがパニックになる中、日上は考えた。

　──パンデモニウムの襲撃に備え、今日は十二英雄と四大使徒を全員学園国家に待機させておいたが……これがパンデモニウムの実力か。なら、今まではどうして……

　今まで自分達は手心を加えられていた。サタンの『差別の無い理想郷を作りたいだけ』という言葉は本当なのか、そんな事を考えて、日上は頭かぶりを振った。

　どれだけの正義があろうと、力で民衆を従わせていいはずがないのだから。

　──しかしサタンはどうするつもりだ？　先日、奴やつは世界を滅ぼすと言った。だが魔王使いとて体力と霊力は有限だ。まさか本当に武力で世界中の人々を殺して回るつもりか？

　世界を滅ぼす、の具体的な内容は解わからないが、人類滅亡という意味ならば、世界人口七〇億人を一人一人殺して回るというのか、そんな事は不可能だ。

　大国の政治家や軍隊を滅ぼせば世界のパワーバランスは崩れるし、世界経済には大打撃だが、世界を『滅ぼした』と言えるのだろうか？　日上は、サタンが何か別に、自分では想像もできないような計画を進めているような気がして、焦しよう燥そう感かんが募っていった。


　　　◆



　俺らが慌てて外に出ると、空にはサタンの顔が投とう影えいされて、学園国家の状況を繰り返し説明している。道路や歩道は、中央エリアへ逃げようと走る人々で溢あふれ、街中がパニック状態だった。遠くからは轟ごう音おんが鳴り響き、サタンの言う事が本当であると理解させられる。

　巨大怪獣達に悪魔の軍勢。さらに一人一人がパンテオン十二英雄や四大使徒にも匹ひつ敵てきする魔王使い達が何十人も来ているって、そんなのどうするんだよ？

　サタンが言う世界を滅ぼす。俺はそれを勝手に、全面戦争を始めるという意味だと思っていた。各国の兵隊さんは忙しくなるな、と他ひ人と事ごとのように思いながら、セリアの誘ゆう拐かいにも本腰を入れるだろうと、修行には力を入れていた。でもまさか、当日にこんな大作戦を実行してくるとは思わなかった。

　俺おれと同じ気持ちなのだろう。セリア達たちも言葉を失い、サタンの顔を見上げるばかりだ。

「現在、各地では魔王使いと十二英えい雄ゆう、あるいは四よん大だい使し徒との戦いが行われている」

　不意の声に振り返ると、ファミレスの隣、時計屋の前に、アジア系の少年が立っていた。

　眼鏡をかけた整ととのった顔立ちの男子で、一見するとインテリ系だが細身ではない。ジーンズにＴシャツという格好で、服の上からでもスポーツをやっている雰ふん囲い気きを感じさせる。

「俺はパンデモニウムの一人、アマツミカボシ使いの日ひ史ふみだ」

　あまり感情の無い、冷たい口調だった。

「ひふみ？　日本人か？　でも、パンデモニウムは持ち霊の名前を使うんじゃ……」

「ミカボシはミカボシの名前だ。俺の名前じゃない。名字は捨てたけどな」

「私は持ち霊じゃなくて日史の恋人だからだよ♪」

　突然、日史の横に豪ごう奢しやな着物姿の少女が現れる。日史は彼女に『恋人じゃないだろ』などと冷たく言って、少女はショックを受けている。一見すると緊張感が無いがこれは……

「お前、そいつはもしかして」

「ああ、こいつがアマツミカボシだ。俺は召しよう喚かん術師じゃない、あえて言うならそうだな」

　日史は強引にミカボシを抱き寄せると、その唇くちびるにキスをした。

「神憑つきだ」

　中央エリアへ走る人の姿がまばらになる中、日史はミカボシと合体。白い着物姿に、金色の防具を身につけ、星の輝きをまとった神々しい姿になる。どう見ても最終召喚形態ラストサモンだ。

「秋あき人と、お前はセリアしか守らないらしいけど、そんなの解わからないからな。お前の、いや、お前らの足止めに俺が来た」

　日史の右手に電離分子剣プラズマ・ソードが、左手に荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが構こう築ちくされた。霊力の波動、その強さは、明らかにラーフ以上だ。

　──百ゆ合り、アマツミカボシって、日本の星神だよな？

　──ああ、星神と言えば世界中で信仰の対象になる聖神じゃが、日本では例外的に星神が魔王認定されておる。もっとも理由が、天上の天あま津つ神かみ達に逆らったからじゃがな。

　俺の中で、百合が苦笑いをする。

　──言っておくが、ミカボシは本気で強いぞ。何せ天津神が、地上を自分達の統とう治ち下に置こうと侵略してきた時に派遣した神、武神で剣神で雷神たる最強神タケミカヅチと、さらに同等の力を持つ剣神フツヌシノカミ。この最強コンビの前に地上の国くに津つ神かみ達は屈服させられた。じゃが一人、天上の天津神であるにも拘かかわらず、国津神達の味方をしたのがミカボシじゃった。奴やつは天界最強コンビを幾度も返かえり討うちにし、最後まで抵抗を貫いた規格外中の規格外じゃ。最強神二人を相手に圧あつ倒とうするなど、強さのインフレも甚はなはだしいわ。

　──つまりなんだ……アマツミカボシって日ひ上がみのオオクニヌシと比べても……

　──見劣りせんぞ。月と太陽を除いた全すべての星々、天体を司つかさどる宇宙神様の実力は推おして知るべし……というわけじゃ。

　俺おれは必殺の予感に手を汗で湿しめらせて、みんなに言う。

「みんなは巻き込まれても怪け我がをしないよう第三召喚形態サードサモンで隠れてくれ！　最終召喚形態ラストサモン！　白しら鳥とり大だい明みよう神じん大和武命やまとたけるのみこと！」

『アキト！』

「行くぞ日ひ史ふみ！」

「来いよヒーロー」

　俺と日史は飛ひ翔しようして、空中で鍔つば迫ぜり合あう。日史の電離分子剣プラズマ・ソードのプラズマが、星のような輝きをほとばしらせながら、草薙剣クサナギノツルギと拮きつ抗こう。神殺しの太陽剣と星剣は吼ほえ、喰くらい合う。


　　　◆



　学園国家周辺の海域では、十二英えい雄ゆうの豪傑達たちが、一人一体ずつ怪獣退治に取りかかる。

　だが相手は、全長五〇〇メートルはあろうかというドラゴンや、クラーケンや、海うみ蛇へび達だった。中には一キロメートルに達たつしそうな個体もいる。

　サイズが違い過ぎて、パンテオン最高戦力と言っても良い十二英雄の一撃ですら浅い。

　その様子を、ゾロアスター教の大魔王であり、悪そのものを司る大魔王アンラ・マンユ使いの男が、うっとりとした表情で眺めていた。

　同じ頃、大軍を召しよう喚かんした魔王使い達は、ビルの屋上から下界を見下ろしている。

　西エリアで二〇万の悪魔と二万五千の堕天使達を召喚したパイモン使いの少女は、さも愉ゆ快かいとばかりに笑った。

　南エリアで羅ら刹せつの万軍を召喚したラーヴァナ使いの少女は、世界への怒りを吐きだすようにして叫び、全てを破壊しろとなおも喚わめく。

　北エリアでインセクト、昆虫型モンスターの大軍を召喚した蠅はえ王ベルゼバブ使いの男は、つまらなそうに逃げ惑う人々を見み下くだして、強者の登場を待った。

　そして東エリアでは、無数の妖よう怪かい達を召喚したぬらりひょんが、ドゥルジと一緒に悲しそうな顔をしていた。

「ドゥルジ……私達が世界を滅ぼしたら……秋あき人とは怒るかしら……」

「かもしれないわね……でも仕方ないのよ……アキト以外の世界は、ワタシ達を受け入れてくれないもの……本当に、みんながアキトみたいだったらよかったのに……」

　ドゥルジとぬらりひょん、二人の少女は、互いに手を握にぎり合った。


　　　◆



　俺と日史が互角の削けずり合いをしてしばらくすると、空中のサタンが告つげた。

『学園国家の皆さん、ここからは次のシークエンスに突入致します。私の息子であるアマツミカボシのスキルにより、この人工島には直径一キロ級の隕いん石せきが八〇〇万個接近しています。これが成功すると、この学園国家はもとより、その衝撃で地球が滅ぶ事になります』

「なっ、てめっ」

　俺おれが睨にらみつけると、日ひ史ふみはバックステップで距離を取り、クールに眼鏡の位置を直した。

「これが俺の、本来の役目だ。ただお前の災害殺し、草くさ薙なぎの大たい波はとか言ったな。あれで被害を抑えられると困るからな、こうして足止めをさせてもらっている」

　さも当然とばかりに言う日史に、俺は怒りがこみ上げる。

「お前解わかっているのか！　世界が滅んだら、お前とは全然関係無い人達たちまで死ぬんだぞ！」

「鷺さぎ澤さわ秋あき人と。お前はラーフ叔お父じさんとの戦いで何も学んでいないのか？　俺らはな、世界や人類なんてどうでもいいんだよ。何で俺らを迫害する連中に気を遣う必要がある？」

「ッッ、お前ら以外誰だれもいない世界で、どうやって生きる気だ？」

「俺らのスキルは豊富だ。人類が滅びた世界で、新人類となった俺らが集落を作って暮らすのも悪くない。いや、むしろそれが理想郷なのかもな。世界が俺らとの共きよう存ぞんを拒こばんだ以上、人類と魔王使い、生き残るのはどちらか。これは生き物同士の、生存をかけた戦争だ」

　俺はまた何か言おうとして、でもすぐに口を閉じた。

「……ふぅ。そうかよ、お前の言い分は解った。でもな日史、俺を押さえても意味なんかないぞ。だってこの学園国家には……天地創造神話を持つ、日ひ上がみ宮みや子こがいるからな！」


　　　◆



「最終召喚形態ラストサモン！　所造天下大神あめのしたつくらししおおかみ!!　大国主尊オオクニヌシノミコト！　召しよう喚かん、天アマノ逆サカ鉾ホコ!!」

　秋人が日史と対たい峙じする頃、パンテオン本部から日上が宇宙へと出撃。

　大国主と一体化しながら、天地を破壊せんとする隕石群ぐん相手に天地創造の槍やりを構えた。

「八や千ち矛ほこ神がみスキル発動！」

　日上の背後に、無数の鳥とり居いが召喚された。全部で八千まで数を増やした鳥居は、神の武装を召喚するための窓だ。神と一体化し、宇宙での活動を可能とする日上の目に、隕石群が映る。日上は天逆鉾を突き出して、号令をかけた。

「全弾発射！　全すべての災さい厄やくを駆く逐ちくせよ！」

　八千の鳥居一つ一つから、毎秒一〇〇以上の武装が、音速の一〇〇倍以上の速度で射出される。無む限げんの武装を持つ神という意味の『八千矛神』という別名を持つ大国主。神であるが故ゆえに、大国主が持つ武装は全てが神しん具ぐ。神しん剣けんであり神しん槍そうであり神しん斧ぷであり神しん弓きゆう矢しだ。

　どれか一つを持つだけでも、世界のトップランカーとして活躍できそうな宝ほう物もつを湯水のごとく、おしげもなく使い捨てる超スキル。如い何かに八〇〇万個の隕石群と言えど、この常じよう軌きを逸いつした究極スキルの前に分が悪い。だが、日上の目からは焦しよう燥そう感かんが消えない。

　──流石さすがは、サタンの奥の手だな……

　隕石群は神の武装に砕かれ、貫かれ、粉々に散り、その数をみるみる減らしていくが、間に合わない。破壊する分には問題ないが、日上の計算上、全てを破壊しきる前に大たい気き圏けんに突入されてしまう。

　そこで約半分、四〇〇万個の隕いん石せきを砕いたところで、日ひ上がみは武装の射出をやめた。

　日上は日本神話における天地創造神話で、世界を作った槍やり、天アマノ逆サカ鉾ホコを両手で構える。

　日本列島を創造したイザナギとイザナミから、オオクニヌシが譲ゆずり受けた天逆鉾。日上は、自分の持てる限かぎりの霊力を天逆鉾に注そそぎ込みながら、必殺の一撃に意識を集中させた。

　相手は一キロ級、一発が核兵器並の威力を持った隕石群ぐんだ。

　対する日上が放つのは、世界を創造した槍の一撃。まだこの宇宙が混こん沌とんとし、天と地の区別もないような神代において、世界を切り分けた掛かけ値ねなしの奇跡そのもの。

「神しん威い星せい衝しよう!!」

　光が吼ほえた。光が爆はぜた。秋あき人とと戦った時の比ではない。最終召喚形態ラストサモンで、大国主本体と融合を果たした状態で放つ全力の霊力解放。

　一つの世界を斬きり裂き、一つの世界を造り出した光の奔ほん流りゆうが隕石群を呑のみこんだ。隕石群は神威を前にただの一つも抗あらがえず、神威は万ばん象しよう一いつ切さいを灰かい塵じんに帰して隕石群を宇宙の藻も屑くずと化した。世界滅亡の危機を救った日上は消しよう耗もうし、安らかに目を閉じて地球へと帰還した。


　　　◆



　サタンが、空に日上の活躍を映していた事で、街のあちらこちらから歓声が聞こえた。全世界が救われた瞬間に、誰だれもが歓かん喜きしているようだ。そして……












「計画は成功だ。俺おれの役目も終わりだな」

　日ひ史ふみは空へと飛び去ってしまう。意味が解わからず俺が訝いぶかしむと、再び空にサタンが映った。

『学園国家の皆様、七九九万九九九九個の隕いん石せきを破壊した日ひ上がみ女史に拍手をありがとうございます。ではここで質問です、最後の一つ、直径二〇キロ級の隕石はどうしますか？』

　サタンの代わりに、空には超巨大隕石の映像が映し出された。

『この軌道だと、隕石は学園の東エリアの港みなとに直撃します。プレート部分に当たれば学園国家は消滅。海に落ちても、津波と地震、それから発生する二次災害は、学園国家を含めた全世界を襲うでしょう。何せ、恐竜を絶滅に追い込んだ隕石以上のサイズですから』

　またサタンの顔が映って、サタンは軽く会釈をした。

『日上女史は霊力の大半を消費。パンテオンは私の家族が押さえておりますので、この隕石を破壊できる人材はいません。それでは皆さん、最後のひとときを、悔くいの無いように』

　空の映像がまた隕石に戻り、もうサタンの顔は映らなかった。

「直径二〇キロ級の隕石、サタンの野郎……最後にとんでもねぇもん残しやがって……」

　俺が悔くやしさで歯は噛がみをすると、学園中に緊急放送が走った。ビルの巨大スクリーンの画面が切り替わり、パンテオンの職員が映る。

『ご安心ください皆さま。これより当学園は西へと進路を取り、隕石を回かい避ひします。その後、津波を防ぎますので、国民の皆様は慌てず、落ち着いて避難してください』

「進路を取るって……」

　俺は地上を見下ろしながら『これ、動くのか？』と思う。


　　　◆



　秋あき人との心配をよそに、学園国家の地下ジェネレーターがフルパワーで稼働した。

　人類は魔法を手に入れ、科学製品に魔法を付加することで文明が五〇年進んだ。そのうちの一つが、この学園国家に搭とう載さいされている。

　重じゆう水すい素そと三重水素を核かく融ゆう合ごうさせてエネルギーを取り出すプラズマ発電。これは、一グラム未満の重水素で、ポリタンク二五〇本分の石油と同じエネルギーを取り出せる夢の技術だった。だが、重水素と三重水素の反発力が強くて合体できないという問題があった。しかし、現代では重力魔法の力で強制的に合体、核融合させる事でこれを可能としている。

　学園国家に存在する一〇〇基きのプラズマ・ジェネレーターがフル稼働。周囲の海水から無む尽じん蔵ぞうに生成できる重水素と三重水素で人知を越えたエネルギーを生産。

　続けて、人工島独立学園国家の超システムが動き出す。

　スクリューなどというチンケな方法では、巨大なギガフロートである人工島は動かない。

　学園国家は海中で、西側の海水を直接吸いこみ東側へと排出。その反作用で極大な運動エネルギーを得る。

　全長一〇〇キロメートルを超える人工島、独立学園国家は、徐々にその巨体を西へと進める。だがパンテオン達たちも、学園上層部もこれで回かい避ひできるとは思っていない。

　回避するには時間が足りないのだ。学園上層部は、パンテオンの四よん大だい使し徒とか、十二英えい雄ゆうの誰だれかが敵を倒し、このピンチを救ってくれることに一いち縷るの望みを託していた。

　そして、日ひ上がみだけが秋あき人とに望みを託した。


　　　◆



　足下の学園が動き始めて、しかも加速していく光景に俺おれは度肝を抜かれた。でも、回避が間に合う保証は無い。そこへ、ブリジット達が飛んできた。

「アキト！　あの隕いん石せきはあたしらで止めるわよ！」

「ワタクシ達が通う学園を破壊なんてさせませんわ！」

「この学園が無くなったら、ボクのハーレム計画が台無しです！」

「アキトさん！」

　セリアは俺の手を握にぎると、真しん摯しな眼まな差ざしで俺を見つめて来た。

「私はアキトさんと……もっとこの学園で過ごしたいです」

　その一言で、俺は決意を固めた。

　──百ゆ合り、人工衛星が落ちて来た時みたいに、またこの学園を救うぞ。

　──そうじゃの、この学園がどうなろうとわしはどうでもよい、しかしじゃ。

　──セリアの普通の日々を守る為ためだ。この学園には、おまけで助かってもらおうぜ！

　身体能力最強の俺は自力で、他のみんなはスピード最強のブリジットのバイクにつかまって、一気に学園の東エリア上空へと空を駆け抜けた。

　音速を遥はるか遠くへ置き去りにしながら、俺らは大気圏へと出る。大気が無くても平気な持ち霊が無ければ生きられない空間で、俺らは、すぐに漆黒の宇宙を見上げる。召しよう喚かん霊れいの力を得ている俺らは、強化された視力を以もって隕石の影を捉とらえた。アレをなんとかするのは、人工衛星よりも骨が折れそうだ。その時、俺のＡエイＦエフに日上から通信が入った。俺はその通信に出る。持ち霊の影響を受ける俺らの声帯は、宇宙でも会話可能だ。

『秋人、君に頼みがある！』

　その慌てた声から、日上の焦りが伝わって来る。でも、俺は少しも慌てずに返した。

「隕石なら、これから止めるところですよ」

『何!?　秋人……君は……』

「あー、勘違いしないでください。別に世界を守る使命に目め覚ざめたとかじゃないんで。ただ、この学園が無くなると俺の可愛かわいいヒロイン達が困るんですよ。じゃあ行くぞみんな！」

『おー！』

　俺は通信を切り、全身の霊力を草薙剣クサナギノツルギに集めた。そして、アイリーンとチュリスが叫ぶ。

「解放召喚オーバーフロー！　ハスター！」

「解放召喚！　ケムエル！」

　俺おれらの前に、黄衣の風神王ハスターと、天界元帥ホーリー・ジエネラルケムエルが姿を現し、二人の手から嵐あらしが吹き荒れた。炎を成長させるのは風。風神の竜巻と火星の天使の業ごう火かが融合して、極大の大たい火かを生み出した。火山の噴火を思わせる力強さで打ち上がった火柱は、遥はるか彼方かなたの隕いん石せきを直撃。天変地異級の災さい厄やくを、灼しやく熱ねつの炎が焼き尽くした。隕石は破壊的な熱量で燃え上がり、その身を崩していく。このまま燃え尽きてくれればいいが、それは無理だろう。

　続けて、セリアがソードビットを円環状に回転させ、プラズマエネルギーを集束。俺は草薙剣クサナギノツルギを振り上げて、二人一緒に力を解放させる。

「ギルティ・オリジン！」

「草くさ薙なぎの大たい波は！」

　プラズマの津波が二つ、混ざり合いながら天上へと突き上がる。

　四人分の極限エネルギーを前に、隕石はその身を滅ぼしていくが、まだ足りない。

　やがて、性能こそ高いが消費霊力の多いセリアのプラズマが勢いを減じ始める。それを見たブリジットが、セリアの肩をつかんだ。

「作戦変更よセリア。あたしと一緒に来て！」

　セリアはプラズマビームを放つのをやめると、ブリジットのバイクに乗り、さらに上空へと飛んで行った。俺は草薙の大波を維い持じしたまま、二人の行く末を見守る。

　まずブリジットは、隕石に追い付き並走すると、セリアのプラズマの触しよく手しゆを、隕石の上半分に食い込ませた。そして、隕石と一緒に落ちながらブリジットはアクセルを回す。

「行っけぇええええ！　コシュタパワァアアアアアアア！」

　ブリジットは全カートリッジを排はい莢きようすると……なんと隕石を引っ張った。

　──なるほどの。ああやって隕石を減速させようというわけか。

　俺の中で、百ゆ合りが自分の口元をなでた。

　──学園国家の移動速度、隕石の軌道、燃え削けずれる勢いを計算すると、ギリギリじゃな。秋あき人と、わしも出て良いか？

　──いや、さっき空にあの隕石の映像が出ていた。百合の力が映るような事があったら、お前の存在がバレるかもしれない。それに、大丈夫だよ！

　俺は草薙剣の柄つか頭がしらから、四本のカートリッジを排莢。全霊力を同時に消費する。

　草薙の大波の勢いはさらに増して、隕石の崩壊スピードが加速する。最初は直径二〇キロあった隕石は、もう直径二キロほど、小島程度の大きさしか無い。

　それでも隕石はみるみる俺らに迫せまってきて、しかもまだ小島程度の大きさがある。

　でもその時、百合が勝利の声を上げた。

　──よし秋人、この調子なら海に落ちるぞ。学園国家には直撃せん。

　見下ろすと、学園国家は目に見えて西側へと移動している。確かにこの調子なら、隕石は太平洋上に落ちるだろう。隕石が小さくなった事で、太平洋に面した国々への影響も壊滅的なものにはならないかもしれない。でも、至近距離の学園国家は違う。

「みんな！　もう隕いん石せきは海に落ちる！　俺おれに着いて来てくれ！」

　俺はセリア達たちを視界から外した。みんなに背を向け、港みなとに向かって飛ひ翔しようし大気圏に戻ると、背後からみんなの飛翔音が俺を追い掛けてくれる。俺は素早く港に着地すると、東の海へ向かって草薙剣クサナギノツルギを振り上げた。しばらくすると、巨大な隕石が海上に落下。見た事も無いような水柱を上げ、ドーム状の衝撃波と、神話のような津波を起こす。

　俺は神話級の災害を見み据すえて、呼吸を整ととのえた。

「見せてやるよ、草くさ薙なぎの大たい波はの本当の使い方。これが、災害殺しの型だ！」

　前方から迫せまる災害、大津波に向かって、俺はプラズマの大津波を叩たたき込んだ。

　灼しやく熱ねつのプラズマは、海水を運動エネルギーごと蒸発させ、この世界から消滅させた。

　荒れ狂う海は轟ごう音おんと共に静けさを取り戻し、青い空の下、穏やかにさざ波をたてる。

「……終わったけど、なんか随ずい分ぶん簡単だったな？」

　──確かに。何な故ぜミカボシは邪魔をせずに……秋あき人と！　セリアはどこじゃ!?

「セリア!?」

　俺と一緒に、ブリジット達も周囲を見渡した。だが、セリアの姿がどこにもない。

「敵の気配は無かった。ぬらりひょんの仕業か、まさか……サタン達の真の狙ねらいは……」

　足下が崩れるような絶望感が俺を支配する中、空にサタンの顔が映った。






第四章　言こと向むけ和わ平へい






　結論から言えば、学園国家と世界は、史上類を見ない危機に陥っていた。

　隕石なんて、サタンからすれば単なる陽動。

　サタンのメッセージによれば、セリアをさらったパンデモニウムは庁ちよう舎しやビルの一つを占せん拠きよ。そこで今日の一八時『サタンの黙もく示し録ろく』という、魔王使い以外殺す、人類滅亡のスキルを発動させるらしい。そして今、俺らはパンテオン本部の控室で、休息を取らされていた。日ひ史ふみやミカボシの事など、今回の事で知っている情報をパンテオンに提示。それが終わると、専門のメディカルスタッフが肉体と霊力の両方をじっくりと回復させてくれる。

　この扱いは、隕石から学園を救ったお礼……だけではないだろう。

「ねぇ、アキト」

　左隣のソファに座るブリジットが、不安げな顔で俺に声をかける。

　俺はブリジットを安心させる為ために、あえて力強い声で頷うなずいた。

「安心しろ、セリアは俺が助ける。アイリとチュリスも心配しなくていいぞ」

　俺の右隣のソファで、霊力の回復魔法をかけてもらっているアイリーンとチュリス。二人は俺の言葉に安心しようとするが、やはり顔には不安が残っている。

　この控室に連れてこられて、もう三時間。時計の針は、一六時を指している。今から二時間後、サタンの黙もく示し録ろくで人類が滅ぶと言われても、まるで実感がないし、そんな事をさせる気は無い。俺おれらの回復が終わり、スタッフが退室の準備をすると日ひ上がみが入室してきた。

　その顔は有事の時のソレであり、その真剣な眼まな差ざしが、事態の重さを物語っている。

　そして短く、雄弁な言葉を告つげた。

「鷺さぎ澤さわ秋あき人と。君達たちの力が必要だ」

　俺ら四人は、日上の案内で控室を出た。


　　　◆



　あれから俺らが案内されたブリーフィングルームには、テレビや雑誌でおなじみの有名人。四よん大だい使し徒とと十二英えい雄ゆうの面々。そして、学園序列の上位ランカー達が椅い子すに座っていた。

　上位ランカーの生徒達は俺を見て『あれが魔王殺しか』と囁ささやき合い、兄貴の同僚だった四大使徒や十二英雄の人達は『あいつがハルキの弟か』と呟つぶやいた。

「弟ちゃん」

「姉さんも来ていたんだ」

　俺が序列一位になっても、姉さんは序列二位の実力者、この場にいて当然だ。

　俺は、この場にいるメンツから、うっすらとこれからの展開が予測できた。

　ブリーフィングルームには、街の地図を映した巨大スクリーンがあった。日上はその前に進み出ると、凛りんとした声で説明を始める。

「サタンの黙示録まで残り二時間。単刀直入に言うが、サタンの言う事は本当だろう」

　室内に緊張感が走り、空気が引き締まるのが解わかる。

「一〇日前、サタンが世界を滅ぼすと言った時、世界の誰だれもがそんな事ができるはずがないと嘲ちよう笑しようした。だがパンデモニウムは巨大隕いん石せき群ぐんを落とし、我らパンテオンを手玉に取り、庁ちよう舎しやの一つを容易たやすく占せん拠きよしてしまった。認めよう。奴やつらは強い。そして人類を滅亡させるスキル『サタンの黙示録』も本当だろう。つまらないプライドや自信はこの場で捨ててくれ。なぜなら、これから我々は一丸となり、奴らと全面戦争をするのだから」

　──やっぱり、そう来たな。

　──ああ、残り二時間でサタンの黙示録を止める。となれば、大人も学生も関係無い。学園国家の全戦力を集める必要があるじゃろう。

「残念ながら、先程の戦いのダメージで多くのパンテオン隊員が未いまだ戦線に復帰できないのが現状だ。残る隊員は学園各地の警護に当てている。そこで、今回は学生の力も借りる事にした。庁舎に乗り込むのは四大使徒と十二英雄、そして、序列五〇位以内の学生としたい。学生を警護に当ててパンテオン隊員を連れて行かない理由だが、君ら学生は各地を警護するノウハウを知らない。だが君らは戦闘にかけては学園でもトップレベルだ。よって、我々の戦闘をサポートしてもらう。また、作戦内容だが、正面突破とさせてもらう」

　単純すぎる説明に誰だれもが驚くが、日ひ上がみは俺おれへ水を向ける。

「秋あき人と。敵にはパイモンとかいう、この世の全すべてを知る事が出来る能力者がいるんだな？」

「ああ。だからどんな作戦を立てても連中には筒つつ抜ぬけだ」

　動揺する学生達たちを、日上は鋭するどい声でまとめる。

「聞いての通りだ。だから作戦などない。ただ正面から庁ちよう舎しやに乗り込み、サタンを倒す。サタンの黙もく示し録ろく、それだけは何としても食い止めなければならない。そして急ではあるが、ここで三名の序列昇格を伝えたい」

　三名と言われて、ブリジット達が反応する。そして予想通り、日上はこちらを見る。

「今回の件で、生徒にも少なくない被害が出ている。その代わりと言えば聞こえは悪いが、二日前に君らが倒した序列上位者の事を考えれば妥当と言えるだろう。一騎討ちではなく、多対一なので審査に手間取ったが、先程正式に決まった」

　日上は俺らのもとまで歩み寄ると、おごそかに告つげる。

「アイリーン・アルフォード、君を序列四〇位から一〇位に昇格させる。続いてブリジット・ブランデル、君は九〇位から二〇位に、そしてチュリス・チュペリ、君は一〇〇〇位から五〇位に昇格とする。君ら三人にも、作戦に協力してもらいたい」

　一瞬、ブリジット達は驚いた様子を見せるが、目には一瞬で闘とう志しが宿る。

「当然よ、サタンはあたし達の友達のセリアをさらったわ」

「お友達を助けに行かないなんて、ワタクシのポリシーに反しますわ」

「序列なんて関係なく、ボクらはアッキーと一緒に庁舎へ行くつもりですよ」

　三人の覚悟を受け止め、日上は頷うなずく。

「助かる。それにしてもセリアの事は私も残念だ。彼女は序列一五位になることが決まっている。本来ならば彼女自身にも協力を仰ぎたかったのだが、まさか誘ゆう拐かいされるとは……サタンを倒すことも大事だが、民間人であるセリアの救出も必ず果たそう」

「「「はい！」」」

　四人のやりとりを見て、俺の中で百ゆ合りが囁ささやく。

　──民間人であるセリアの救出か。セリアを隔離施設に戻そうとした女が、随ずい分ぶんと丸くなったものじゃな。

　──だな。でも日上が変わったって事は、きっと世間の人達の目も変わるよ。

　日上という前例を得て、俺はこんな状況だが、希望の光を見た。
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　パンデモニウムが占せん拠きよした庁舎。その中の広いパーティールームでサタンは頭を下げる。

「ごめんねセリアちゃん。君には、本当にすまない事をしてしまった」

　テーブルが一つも無い、閑散とした部屋の床では、直径五〇メートルはありそうな召しよう喚かん陣が鈍い光を帯おびている。すぐ側そばに立つセリアは、怯おびえることなくサタンと対たい峙じしていた。

「……気丈なんだね。私が怖くは無いのかい？」

「はい。私は、アキトさんが助けに来てくれると信じていますから。それよりも聞かせて下さい。何な故ぜこんな事をするのですか？　アキトさんは、いいえ、ブリジットさんも、アイリーンさんも、チュリスさんも、ミナツさんやミフユさんも、みんな私を受け入れてくれました。なら、サタンさん達たちだって……」

　サタンは穏やかな表情で、けれどその瞳ひとみの奥には、冷たい悲しみを湛たたえた。

「セリアちゃん。君がそう思えるのは、君にアキト君がいるからだよ。今言った子らも、アキト君がいなければ君にどういう態度を取っていたのか解わからない。そしてセリアちゃん。これだけは忘れないでくれ……私達には、誰だれひとりとしてアキト君がいないんだ……」

　サタンは辛つらそうに唇くちびるを硬くしてから、セリアに胸の内を吐と露ろした。

「だから、私がみんなのアキト君になるんだ。救う方法は違えど、私は私の子らのヒーローに、いや、ダークヒーローにならないとダメなんだ。私はあの救われない子らを救う。たとえそれが全人類を滅ぼす大罪だろうとね。だってそうだろう？　誰かが救わないと、誰も救ってくれないのだから……」

　セリアは言葉を失った。サタンの青い瞳からは、温かい涙がこぼれていた。
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　一七時。世界滅亡まで残り一時間という時だ。四よん大だい使し徒とと十二英えい雄ゆう、それに俺おれらを含めた序列五〇位以内の学生五〇人の、計六六人は、全員召しよう喚かん術を使い庁ちよう舎しやの前に集合していた。薄暗い空をバックに背負う庁舎。少し大きくて立派なだけのビルが、俺の目には魔王城のように映っていた。探知系魔法を使える十二英雄の調査で、罠わながない事を確認すると、俺らは一気に敷地内へと突撃する。庁舎の広い庭、ガーデンエリアを抜けて玄関が見えた。

　門番は誰か。俺は何人もの魔王使いが現れて、激しい乱戦となる事を想像した。

　なのに門の前には、見知った顔が一人きりだった。それは、あのアマツミカボシ使いであり、自称神憑つき。俺と同じく召しよう喚かん霊れいと共に生きる男子、日ひ史ふみだった。

「……頭数は揃そろえたらしいな。じゃあ始めようか」

　既に最終召喚形態ラストサモンの日史は、電離分子剣プラズマ・ソードと荷か電でん粒りゆう子し砲ほうを構えた。地上一〇センチの所を浮き、滑るように前へ出ると、俺と視線を交まじえる。

「サタンの御ご指し名めいだ。秋あき人と達は先に行っていいぞ。残りは全員、俺の相手だ」

　みんなは口々に日史を非難する。『この数を相手に勝てると思っているのか』『魔王殺し以外は雑ざ魚こ扱いとはナメてくれたな』そんな言葉が飛び交い、日史の額に青筋が浮かんだ。

「口を閉じろ。頭の悪い奴やつが喋しやべるとムカつくんだよ。この数を相手に？　この数を相手に勝算があるから言っているのが解らないのか？　ここは冷静に、この数を相手に勝てる力の正体を探る所だろ？　なのに何でお前らはそうやってすぐ『生意気だ』『調子に乗っている』っていう解釈をつけるんだよ。そういうのが本当にムカつくんだよ」

　濃い実体験があるのだろう。重たい感情のこもった声に、みんなは口を引き結むすんだ。

「日ひ上がみ、じゃあ俺おれらは先に行かせてもらうぞ」

　俺が近くの日上に確認すると、日上は首しゆ肯こうする。

「ああ、最強の大魔王サタンを倒せるのは私か、でなければ魔王殺しスキルを持つ君だけだ。最終召喚形態ラストサモンに目め覚ざめた事は聞いている。行け、そして世界を救ってくれ」

　俺には世界を救うなんて大層な目的は無い。ただ、セリアを助けたいだけだ。でも日上の士気をくじくのも悪いし、俺は肯定しておいた。

「おう！　美み夏なつ姉さん、ブリジット、アイリ、チュリス、行くぞ！」

　四人は頷うなずいて、俺と一緒に走る。そのまま日ひ史ふみの横を通り抜けて、俺らは庁ちよう舎しやの中へと駆けこんだ。そして庁舎の中を走りながら、俺は百ゆ合りに尋たずねる。

「百合、セリアの場所は解わかるか？」

　──うむ。セリアとサタンの気配を感じるぞ、わしの言う通りに進むがよい。

「よし、みんな、場所は百合が案内してくれる。このまま行くぞ」

『解ったわ！』

　それから、俺らは百合の指示通り廊下を走り、階段を上がり、ドアを抜けるが何かおかしい。敵が一人もいないのだ。てっきりゲームやマンガみたいに、各フロアを守る魔王使いがいるとばかり思っていたのに拍子抜けだ。

「百合、魔王使いの気配はないのか？」

　──あるにはあるが、皆一階の大部屋に固まっておるな。もう通り過ぎたぞ。

「どういう事だ？」

　──解らん。だが、もしかするとサタンに何か思うところがあるのかもしれん。

　思う所？　なんだそれは？　と考えながら、俺は最後の扉を開けた。

　そこはビルの中ほどにある、パーティールームだった。

　何百人でも収容できそうなだだっ広い部屋の床には、淡く光る召しよう喚かん陣があった。あれがサタンの黙もく示し録ろくかもしれない。その横には、拘束の縄一本もされず、椅い子すに座っているセリアと、ただ立ちつくす黒スーツ姿のサタンがいた。

「セリア！」

「アキトさん！」

　俺らが互いの名を呼び合うと、サタンはセリアの前に手を差し入れ、彼女を制す。

「よく来てくれたねアキト。待っていたよ」

「サタン。てめぇよくもセリアをさらってくれたな」

　俺が怒りをあらわにしても、サタンは少しも動じない。

「安心してくれ。セリアちゃんを攫さらったのはドゥルジとぬらりひょんだ。私はもちろん男の子の指一本触れていないよ。セリアちゃんは綺き麗れいなままさ。元々傷つける気は無いしね」

　言いながら、サタンは一本の電離分子高周波剣プラズマ・ヴアイブロ・ソードを召しよう喚かん。右手で引き抜くと、その切っ先を床に垂たらした。

「……どうして俺おれらだけを通したんだ？　それに他の魔王使いはどうした？」

「どちらも、家族を守るためさ」

「家族を、守る？」

　訝いぶかしげに聞き返す俺に、サタンは優しい声こわ音ねで答える。

「ああ。大魔王ラーフの一件で解わかったよ。アキト、君の力はすでに大魔王使いを越えている。七大魔王はおろか、アンラ・マンユやシャイターン、ロキでも危ない。家族を危険な目には遭あわせられない。君は、私が倒す」

「なのに、日ひ史ふみには門番をやらせるんだな」

「ああ、何せ彼は大魔王ではなく……超魔王だからね」

　外から響く爆音に、俺はまさかと息を呑のんだ。
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　重傷者の転がるガーデンエリアでは、オオクニヌシ使いである日ひ上がみ宮みや子こ、そして、アマツミカボシ使いである日史が対たい峙じしていた。

　最終召喚形態ラストサモンの宮子が八や千ち矛ほこ神がみスキルで、無数の鳥とり居いから神の武装をマシンガンのように放つ。ならばと、日史は背後に展開した無数の鳥居から、無数の小隕いん石せき群ぐんを放つ。

　軍神の武装と、星神の隕石が互いに相そう殺さいを起こし、互いにダメージは与えられない。

　宮子は右手に神しん剣けん生イク太タ刀チ、左手に天地創造の槍やり天アマノ逆サカ鉾ホコを持った一いつ刀とう一いつ槍そう流りゆうで、日史に接近戦を挑む。日史は荷か電でん粒りゆう子し砲ほうで牽けん制せいしつつ、巨大な電離分子剣プラズマ・ソードで応戦。宮子と切り結むすぶ。

　消しよう耗もうする宮子を前に、日史は余裕の表情だ。日史の強さの秘密は、自身の霊力を使わず、恋人を自称するアマツミカボシ本人から無む尽じん蔵ぞうに力を引き出せるから、だけではない。

　人工島独立学園国家が搭とう載さいしているプラズマ・ジェネレーター。それは重力魔法で重じゆう水すい素そと三重水素を強制的に合体させて核かく融ゆう合ごうを起こすというものだったが……

「落ちろ」

「ぐっ！」

　日史の言葉通り、途と端たんに宮子の膝ひざが落ちる。その隙すきを突いて、日史は宮子を斬きり飛ばした。星神の力を持つ日史は、ラーフの闇やみ属性に並ぶレア属性、重力属性魔法の使い手だ。

　故ゆえにその武装、電離分子剣と荷電粒子砲には、核融合炉である小型のプラズマ・ジェネレーターを搭載している。ＡエイＦエフの出力という一点に関して、日史は宮子を圧あつ倒とうしていた。

　天逆鉾による神しん威い星せい衝しようを使えば話は別だが、何せ相手は重力使いだ。

　日史は自分自身の重力を操って、霊力加速クイツク以上の緊急回かい避ひを行える。霊力消費の激しい神威星衝をかわされたら、宮子には後がない。

　焦しよう燥そう感かんで拳こぶしを震わせながら、宮子は認めるしか無かった。この少年は、自分より強いと。

　そして忘れてはいけないのは、この二人には奇妙な因いん縁ねんがある事だ。

　神代の頃、六代目スサノオとして地上を治おさめていたオオクニヌシのもとに、天上世界から天あま津つ神かみの使者としてタケミカヅチとフツヌシノカミが降臨した。地上を天津神に差し出せという一方的な要求に対し、オオクニヌシは膝ひざを屈した。天上に住む天津神達たちと、地上に住む国くに津つ神かみ達の戦争が起これば、必ず死者が出る。オオクニヌシは民の身を案じ、無条件降伏をした。だが民は、国津神達はことごとく天津神に反抗。全員タケミカヅチとフツヌシノカミの暴力を前に屈服させられてしまった。そんな中、天津神でありながら国津神達の味方となり、タケミカヅチとフツヌシノカミを倒し続けたのがアマツミカボシだ。

　民の身を守らんと、降伏の道を選んだ地上の軍神。民の心意気を守らんと、天津神達を裏切った天上の星神。互いに民を守ろうと同じ目的の為ために、だが別々の道を歩んだもの同士。アマツミカボシも最後は拘束され、その間に地上を侵略されてしまうのだが、それでも両者の志こころざしは同じだったはずなのだ。なのに、この二人は交まじわらない。そして、人の世になった今……交わることの無い二人は、人間を通して刃やいばを交えていた。だが、庁ちよう舎しやの中では、超魔王と大軍神であるこの二人以上の頂上決戦が始まろうとしていた。
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「じゃあ、私達も始めようか」

　サタンが剣を構えると、俺おれはセリアと視線を交える。

「ッ、セリア、怪け我がをしないように第三召喚形態サードサモンを使ってくれ」

『はい』と、短く返事をして、セリアは第三召喚形態になると後ずさる。

「みんなも手を出さないでくれ。きっとサタンは最終召喚形態ラストサモンを使える。こいつは、俺にやらせてくれ」

「待って弟ちゃん。私は最終召喚形態を使えるわ！」

「姉さんは大事な回復役だ。後ろに控ひかえていてくれ」

　俺の真剣な声に、姉さんは辛つらそうな顔で頷うなずいてくれた。

「ありがとうアキト。実はね、私は君と一騎打ちがしたかったんだ。そして、私は魔王使いや大魔王使いを集めたファミリーの代表。だから戦いの前に、こう名乗らせてもらうよ。ラストサモン・魔帝サタン！」

　サタンの黒スーツが、漆黒の甲かつ冑ちゆうへと変わる。王達を束たばねる身分、皇帝。その身をサタンと一体化させ、魔帝の名に恥じない禍まが々まがしい姿となると、サタンは魔剣を手に語る。

「正義は勝つ、悪が蔓延った試しなしと言うけど、正義同士が戦うとどうなるんだろうね……。さぁアキト。正統派ヒーローとダークヒーロー、どっちが強いかハッキリさせよう！」

　サタンが霊力加速クイツクで接近するのを予測して、俺は同時に霊力加速で対抗する。

　一瞬で魔剣と草薙剣クサナギノツルギが激突。俺とサタンは、その場で無数の斬ざん撃げきをぶつけ合った。

　ただし、部屋中を超音速で駆け回るような事はしない。

　セリア達たちを巻き込みたくないという思いもあるけど、俺おれはサタンから逃げたくなかった。そして、それはサタンも同じなんだろう。

　俺らは互いに、二本の足を床に突き立て、その場で刃やいばから火花を散らせる。

　俺の脳裏には、公園で出会ったサタンとの会話が蘇よみがえる。

　サタンは本当に優しそうで、親したしみやすくて、誰だれからも好かれそうな奴やつだった。事実、彼の生活は他人への奉ほう仕しと共にあった。なのに、その人生は愛する人々からの裏切りに塗まみれ、それでもなお、誰かの救いになりたいと願い続けている。そして今も、ドゥルジやぬらりひょん、救われなかった子供達の為ために、世界を相手に戦っている。

　なんて眩まぶしい奴なんだろう。サタンは、もしかすると俺の理想なのかもしれない。

　世界を守るスーパーヒーローじゃない。愛する人を、愛する家族を守る為なら、この世界全すべてを敵に回しても構わない。サタンは、俺がセリアのヒーローを目指すずっと前から、そうして生きて来たんだ。でも、こいつは俺の理想よりも、俺の影に近い。

　愛する人の為なら世界も敵に回す。でもサタンは、愛する人の為に世界を滅ぼそうとしている。それはやり過ぎだ。

　愛する人の命と世界が天てん秤びんにかかっているわけじゃない。今でもサタンは十分ドゥルジ達を守れている。なのに、サタンは自ら積極的に攻め込んできている。全ては、愛する家族が幸せになれる世界を作る為に。その為ならば、死体の山を築くのも辞さない。

　でもそんなの、家族に余計な負担を強いるだけだ！

　俺は剣撃を加速させながら、サタンの鎧よろいを傷つけていく。サタンの魔剣も、徐々にだが俺の鎧を傷つける。

「ねぇアキト。どうして君は、魔王使いのセリアちゃんのヒーローになったんだい？」

　サタンは、慈じ愛あいに満ちた顔でそんな事を聞いてくる。

「は？　そんなもん決まっているだろ。誰もあいつを助けないからだよ！　俺だって、もしもセリアが男子にモテモテの女王様状態だったらきっとヒーローになんてならなかったさ。でもな、セリアは何も悪くないのに、普通の暮らしを望む普通の女の子なのに、どいつもこいつもセリアをいじめてばっかで誰も助けやがらねぇ！　そんな理不尽が、まかり通っていいはずねぇだろうが！」

　俺の刃が、サタンの鎧に深い切れ込みを入れた。俺の血液は徐々に熱を帯おびて、俺は言葉にも熱が入る。

「セリアのヒーローになる理由なんざそれだけで十分だ。ああ十分だったんだよ！　なのにセリアはな、あいつを守る為に戦う俺に『もうケガをしないで』って言うんだぞ！　俺を助ける為に隔離施設に戻ろうとしたんだぞ！　俺を救う為に、俺でも勝てないアカ・マナフに、たった一人で立ち向かったんだぞ！　そんな事されたらマジ惚ぼれしちまうだろうが！　ますます守ってやりたくなるだろうが！　男が好きな女のヒーローになるのに、理由なんざいらねぇんだよぉおおおおお！」

　全身の血液が沸騰する。俺おれとサタンの剣が激突した瞬間、魔剣の刃やいばが欠けた。

　欠けた刃に、瞳ひとみを一瞬硬こう直ちよくさせてからサタンは尋たずねる。

「その通りだよアキト。だからなんだよ。誰だれもあの子らを助けてくれなかった。あの子らは私を父として慕したってくれる、愛いとしい子らだ。だから、私はあの子らを守るんだ」

「だからって人類滅亡かよ。短絡的にも程があるだろ！」

　そう主張する俺を、サタンは嫉しつ妬とするような、あるいは辛つらそうな瞳で見つめた。

「だって、しょうがないじゃないか。あの子らを救うにはこれしかないんだ。あの子らには、君みたいに、魔王使いでもないのに想おもってくれる人がいないんだ。なぁアキト。どうして誰もあの子らを救ってくれなかったんだ？　どうしてあの子らは、君と知り合えなかったんだ？　なぁアキト……」

　俺は気付いた。サタンの目に、澄んだ涙が浮かぶのを。

「どうして……誰も僕を助けてくれなかったんだい？」

　俺の瞳には一瞬、サタンが泣きじゃくる少年に見えた。

　その一瞬で、俺はサタンの人生を想像して、疑ぎ似じ体たい験けんしてしまう。

　公園で聞いたサタンの半生。世界を愛して、誰もが幸福であれるよう奉ほう仕しに努つとめて、誰からも愛されて、なのに突然世界から裏切られた。誰も助けてくれない、全すべての人が自分を悪と罵ののしり、殺そうとしてくる逃亡生活。そんな中でもなお、サタンは苦しむ人々を救おうと、ドゥルジやぬらりひょんのような、魔王使いの子らの父になった。

　肯定したい。誰よりも、俺自身がサタンの人生を肯定してやりたい。でも……

「悪いなサタン。世界は滅ぼさせない。これだけは譲ゆずれない。俺はセリアのヒーローだ。俺が守るのはお前じゃない、セリアだ！」

　サタンは涙を流して笑顔を作る。

「ああ、そうだねアキト。だから私は君に勝ちたいんだ」

　俺とサタンの戦いは、凄せい絶ぜつの一言に尽きた。世界に二つとない神しん剣けん魔剣を、天地を揺るがす剛ごう腕わんで、音速の一〇〇倍以上の速度で猛たけり狂わせる。

　その場に立っているのに、俺らは一歩も動かずしてパーティールームの天井を砕いた。

　だが瓦が礫れきは降ってこない。戦いの余波だけで砕けた天井はさらに細分化されながら舞いあがり、さらに上の階へとブチ抜ける。

　俺とサタンから噴き上がる衝撃波は竜巻のように暴れ回り、壁や天井が絶ぜつ叫きようした。

　俺らは互いに全てをぶつけた。けれど、お互いの想いが伝わって来るほど感情を込めた剣撃の中で、俺は勝利を見てしまう。確かにサタンは強い。今まで戦ったどの魔王使いよりも力強く、堅けん牢ろうで、速くて、そして巧うまい。でも、それでも俺は魔王殺しだった。

　筋力も、耐久度も、速度も、全てが俺の方が少しだけ上だ。八劔やつるぎ神がみスキルがある分、技術は俺おれの方が完全に勝っている。それに魔王殺しの剣である草薙剣クサナギノツルギは、サタンの邪じや悪あくな魔力を破り、鎧よろいを斬きり裂いた。サタンの魔剣は俺に触れた瞬間、僅わずかにその威力を落とす。

　少しの差でも、だからこそ確実に開きが生まれる。

　東から昇る太陽が西へと沈むように、俺らの戦いは決まった勝敗へと距離を詰める。

　全身を血に染めて、自身の血ち溜だまりに立つサタンは、血を吐きながらなおも剣を振るう。

　その姿はあまりに痛々しくて、そして神々しかった。

「私は……僕は負けるわけにはいかないんだ!!　僕は負けない！　僕はあの子らを、守るんだぁあああああああああ！」

　感情的に叫ぶサタンが、魔剣を大きく振り上げた刹せつ那な、俺は草薙剣を真一文字に一いつ閃せん。サタンは胸からおびただしい量の血を流して、剣を取り落とす。

　サタンの体が傾かたむく直前、俺はサタンの目を通して、ドゥルジ達たちの笑顔を見た気がした。

　この世界で誰だれよりも優しいダークヒーローは頭上を仰ぎ見て、背中を床に預けた。

　その瞬間、サタンの召しよう喚かん術が解けて、すぐ側そばに黒い光が溢あふれた。

「ジョン！　目を覚さましてジョン！　私の可愛かわいいジョン！」

　サタン、いや、きっと本名なのだろう。ジョンの側には、百ゆ合りと雰ふん囲い気きの似た黒髪の美女が座り込み、ジョンを抱きあげ泣きついた。

「やはり、その男も神憑つきじゃったか。久しぶりじゃの、サタン」

　俺の横に、大人形態の百合が実体化。その女性、サタンを見み据すえる。

「オロチ……ッ、この子は、ジョンは殺させないわよ！　この子は私の全すべてなの！　この子の為ためなら、私は貴女あなたと刺し違えてでも戦うわよ！」

　サタンは目から涙をこぼして、精一杯気丈な顔を作って百合を睨にらみつけた。

　だが、百合は興味が無いとばかりに鼻で笑う。

「わしの小僧っ子を馬ば鹿かにするでない。そやつの命など、秋あき人とには興味がないわ。お主ぬしはさっさとその男を連れて逃げよ。後は乳繰り合うなり好きにすればよい。ふむ、わしの体内時計で、一八時二分前か。サタンの黙もく示し録ろくを止めるのは間に合ったようじゃな」

　百合は、あらためてサタンの召喚術が解けている事を目で確認する。

「これで今回は一件落着に……これは……」

　百合の視線を追うと、ひび割れ、一部が崩ほう落らくしている床を覆おおう召喚陣は消えていなかった。おそらくはサタンの黙示録であろうその召喚陣は未いまだ淡い光を帯おびて、いや、光を強めて空気を震わせ、激しくスパークする。

「百合、何が起きているんだ!?」

「解わからん。だが、まさかこれは……」

　百合が慌てると、サタンは勝ち誇った顔でジョンを抱きしめた。

「残念だったわねオロチ、それにアキト。私の黙示録は時限式なのよ。時限爆弾をセットしてから爆弾魔をどうしようと、爆弾は止まらないわ！　それに、止める方法なんて最初から無いわ。私の黙もく示し録ろくは、この星に備わっている崩壊のシステムを起動させる事だもの。一度始まった崩壊は、もう覆くつがえらない！」

「そんな……」

　世界が、人類が滅ぶ。その予感に俺おれは背筋が凍りついた。どうすればいいか解わからず、頭がパニックになって心臓が止まりそうだった。

　星の崩壊のシステム？　そんなの、魔王殺しでどうこうできないだろ！

　召しよう喚かん陣から光が溢あふれる。まばゆい光に目を奪われて、俺は絶望の底に叩たたき落おとされた。

　間に合わなかったのか……俺は、セリアを守れなかったのか……

　でも変だ。まばゆい光の中、俺の体はなんともない。

　やがて光が収おさまり目を開けると、そこはなんの変わりも無いパーティールームだった。

「……不発？」

　振り返ると、姉さん達たちも無事だ。俺だけが滅亡から逃れたわけでは無いらしい。だが。

「ッ、アキトさん！」

　サタンの背後、部屋の奥で、セリアが頭を抱え、顔を悲痛に歪ゆがめていた。

「セリア！　っ、サタン！　セリアに何をした!?」

「人類滅亡が始まったのよ。貴方あなたも知っているでしょ？　ノストラダムスの予言を」

　聞いた事がある。俺が生まれる前、世界ではノストラダムスという預言者が残した、人類滅亡の予言が話題になっていたらしい。それによれば一九九九年、恐怖の大王が現れるらしい。当然そんなことはなく、今も人類は生きているわけだが。

「アァアアアアッッ！」

「セリア！」

　セリアの衣服が弾はじけ飛び、彼女は一糸まとわぬ裸体になる。セリアは宙へ浮かび手足を伸ばして痙けい攣れんし続けると、徐々に背中から黒い光が溢れ始める。サタンは昂たかぶった声で叫ぶ。

「恐怖の大王。その正体は、この世界を作った創造主への最初の反逆者ルシファーよ！　これもまた、ラストサモンの一つね。神への憎しみと神が愛した世界への恨みに呑のまれると、魔王ルシファーは恐怖の大王ルシファーへと進化するの。四年前、リーズという少女はアカ・マナフの力で不完全ながら恐怖の大王となり、貴方のお兄様を殺したのだったわね」

　サタンは俺に、酷薄な笑みを浮かべた。

「どうするの、現代の魔王殺し？　不完全な覚かく醒せいですら貴方のお兄様を殺した力、完全なる恐怖の大王を相手に勝ち目はないわよ」

　セリアの悲ひ鳴めいがやんだ。セリアは力無く四肢を下げると着地。真紅の光を灯ともした両目で俺を見み据すえる。体には黒い光の衣をまとい、サタンを越える重圧で部屋を支配していた。

『アキト！』

「みんなは下がっていてくれ！」

　セリアのアレが最終召喚形態ラストサモンなら、この場で戦えるのは俺おれだけだろう。百ゆ合りとサタンが視線で互いを警戒する中、俺はブリジット達たちが駆け寄ろうとする足音を言葉で制する。

　それから、あえていつものように、少しおどけた感じでセリアに歩み寄る。

「どうしたんだよセリア。なんか、すげぇエッチな格好だな。俺はそういうの好きだけど、できればそういうのは俺の部屋で二人っきりの時にさ。ほら、帰ろうぜ」

　漆黒のプラズマビームが飛来。俺の頬ほおを焼き切り、背後の床に風かざ穴あなを開けた。

「セリ……ア……」

　セリアの体を、黒いプラズマの光が覆おおう。手にはあの、鉈なた型ＡエイＦエフを握にぎると、それは一瞬で禍まが々まがしい巨大な電離分子高周波剣プラズマ・ヴアイブロ・ソードとなる。

　周囲には無数のソードビットが構こう築ちくされて、その全すべてが切っ先を俺に向けていた。

　セリアが咆ほう哮こうする。プラズマの触しよく手しゆを、ソードビットを俺に飛ばして襲い掛かって来る。

「セリア！」

　俺は草薙剣クサナギノツルギでプラズマとソードビットを弾はじきながら、声を嗄からさんばかりに叫ぶ。

「目を覚さましてくれセリア！　みんなで家に帰るんだ！」

　極ごく太ぶとのプラズマビームが放たれて、俺は東とう国ごく無む双そうで防ふせぐ。プラズマの圧力に耐えながら俺はセリアに語りかけ続けた。

「またみんなで喫茶店行ってさ、アイス食べようぜ。セリアの大好きな、可愛かわいいクマさん型のやつだ。それから遊園地、今度はちゃんとジェットコースター乗ろうな」

　今までセリアと一緒に遊んだ思い出を口にしながら、俺は必殺の威力を持った攻撃を防ぐ。でもセリアは、俺の言葉なんて聞こえていないように咆哮をあげて力を行こう使しする。

「くっ、セリア！」

　俺は直接語りかけようと、セリアに向かって走る。飛来するソードビット。その本体部分を片っ端から両断していく。八劔やつるぎ神がみスキルを持つ俺には、あまりに簡単な事だった。

　ソードビットを七〇、八〇と撃墜して、最後のソードビットも破壊。セリアに接近すると、セリアは大剣を振り上げて俺を迎撃しようとする。

「東国無双！」

　対人用奥義。最高の切断力を持つソレを、八劔神の剣技で振るった。力こそ強大だが、力任まかせに振るわれる大剣に草薙剣が勝利。大剣は半ばから先を失い、片割れは床に転がり金属音を響かせる。でも間髪をいれず、プラズマの触手が俺に振り下ろされた。

「くっ……」

　俺はバックステップで回かい避ひ。セリアが持つ最後の武装、明けの明星ウエヌスは強力だった。俺はセリアに何度も肉薄するが、プラズマの守りがソレを許ゆるさない。全身を覆うプラズマからは自由に触手が伸びて、三六〇度、どこから接近しても攻撃されてしまう。

「百ゆ合り！　セリアを元に戻す方法はないのか!?」

「解わからん。じゃが杠谷樹剣ヒヒラギノツルギで霊力切れにする事は無理じゃろう。セリアは今、この地球そのものから霊力の供給を受けておるようじゃ。霊力を空にしても無む尽じん蔵ぞうに回復するぞ！」

「じゃあどうすれば。セリア相手じゃ傷つけるわけにもいかないぞ」

　俺おれが真上から接近すると、セリアは俺目がけて極ごく太ぶとのプラズマビームを発射。空中を蹴けってかわすと、プラズマビームはビルの天井を全すべて消滅させた。コンマ一秒後に耳をつんざく轟ごう音おんが響き、ビルの上半分が消滅。俺らのパーティールームが事実上の屋上となる。雲を全て消し飛ばし一八時過ぎの夜空がよく見えた。今の攻撃も、セリアにとっては軽いジャブ程度に違いない。確かに、これだけの力があれは世界を滅ぼす事もできるだろう。

　でも、セリアにそんな事をさせる訳にはいかない。

　その時、俺は気付いた。一糸まとわぬ裸になり、黒い光の衣をまとうセリアだが、彼女の頭にはお気に入りであり、俺が元気の出る曲を入れてあげたヘッドホンを被かぶったままだ。

　恐怖の大王になってなお、あれだけは残っている。それがセリアの意志ならば、まだセリアの心は残っている。俺はそう確信して、セリアに向かって駆けた。

　次々襲い掛かって来るプラズマの触しよく手しゆを草薙剣クサナギノツルギで弾はじく。真正面から襲って来るプラズマをかわさず、真っ向から叩たたっ斬きる。退ひくことをせず、かわすことをせず、俺は床を踏みしめ前に進んだ。漆黒のプラズマが俺の鎧よろいや肌はだを焼き、焦げ付く痛みに歯を食いしばった。

　でも止まれない。俺の気持ちを、セリアに届けたいから。

「お前が好きだセリア！　だから世界を滅ぼさないでくれ！　俺はこの世界で！」

　八方向から襲い掛かるプラズマを斬り崩して、俺はセリアを抱きしめた。

「お前と一緒に暮らしたいんだ！　セリア！」

　俺はセリアを力いっぱい抱きしめる。俺の背中には容よう赦しやなくプラズマの触手が殺到して、でも俺は耐えて無視した。

　背中の激痛に耐えながらセリアを抱きしめ続けると、俺の瞳ひとみを映すセリアの目が僅わずかに揺れる。セリアが意識を取り戻したかと思った瞬間、セリアは体の前面からプラズマビームを放ち、俺を吹き飛ばした。

「ぐあっ！」

　無様に壁に叩きつけられる俺に、姉さん達たちが悲ひ鳴めいをあげる。俺は床に滑り落ちて血を吐いた。全身を襲う激痛に耐える俺の脳裏に、兄貴の顔が浮かんだ。

　兄貴は、恐怖の大王になりかけたリーズさんを助けようとして死んだ。

　歴史は繰り返すのか？　俺も、セリアを救えないのか？　じゃあセリアはどうなる？

　リーズさんは、兄貴を殺してしまった自責の念から自殺した。完全に恐怖の大王になったセリアが正気を取り戻すかは解らない。でももし、今のセリアに意識があって、自分の意志とは関係なく体が動いていたら？　セリアが俺を殺してしまったら、セリアはその事実に耐えられるのか？

　俺おれの中で、味わった事の無い恐怖が生まれた。同時に、今までセリアが見せてくれた色々な表情が頭に浮かんだ。

　いつもは無口無表情無感動なのに、可愛かわいいものを前にすると落ち着きがなくなって、チラチラ見て、ちょっと頬ほおを染める可愛いセリア。無感動なようで、俺に裸を見られると、びっくりするくらい赤面して恥ずかしがるセリア。俺がチュリスとキスをしたら『私にはキスなんてしてくれないのに』と悲しそうな顔で嫉しつ妬とするセリア。一緒に街で遊んだ時、穏やかな表情でそんな普通の日々が続く事を望んでくれたセリア。そして、俺がセリアを守るヒーローになると言った時、『うれしいです』と幸せそうに笑ってくれたセリア。

　全部壊れる。全すべてが失われる。俺を殺して世界を滅ぼせば、セリアにあの表情は二度と戻らない。なのに、今の俺にはどうしようもなかった。

　倒せる悪がいるなら倒す。防ふせぐ災さい厄やくがあれば防ぐ。でも、今度の相手はセリア自身で、セリアを元に戻す方法じたいが存在しない。そんな状況で俺に何が出来る？

　神殺し、魔王殺し、王族英えい雄ゆう殺し、災害殺し、軍勢殺し、怪物殺し……俺にできるのは、ただ殺すことだけだ。ラーフは言った。ヒーローは戦う人ではなく、救う人の事を言うと。でも俺にはセリアを救えない……セリアのヒーローにはなれない。

　日ひ上がみに殺された時、タケルに『セリアを救ってくれ』と言われて生き返ったのに……

　悔くやしさのあまり、熱い涙るい腺せんから涙を流すと、俺はその違和感に気づいた。

　セリアを救ってくれ？　違う、タケルはそんな事は言っていない。タケルは確か、

『今度こそルシファーを救ってくれ。春はる樹きも使えなかった草薙剣クサナギノツルギの本当の力……本物の魔王殺しで』

　そうだ……何で今まで気付かなかったんだろう。

　俺は、手の中の草薙剣に視線を向ける。兄貴も使えなかった、草薙剣の本当の力。本物の魔王殺し。俺は、それが起死回生の鍵かぎに思えた。

　もしかして、ソレが使えればセリアを救える？　兄貴はソレが使えなかったからリーズさんを救えなかった？　それにルシファーを救う？

　確かルシファーは、元々は光り輝く天使長で、神に反逆した事で堕天使になってしまったはずだ。その彼女を救うという事は、天使に戻すという事だろうか。そこまで考えて、俺はケムエルとの戦いを思い出した。百ゆ合り曰いわく、あの時のケムエルは堕天しかけていたらしい。事実、ケムエルは翼つばさと頭上の輪が黒くなっていた。でもケムエルを草薙剣で斬きった時、一瞬で翼は白く、頭上の輪は金色に戻った。

　まさか、と俺は『本物の魔王殺し』の意味を悟った。ケムエルを斬った時、俺はチュリスを助けたい一心だった。頭の中はチュリスを救う事でいっぱいだった。

　俺は草薙剣を手に立ち上がると、未いまだ臨戦態勢を取るセリアから視線を外して、姉さん達たちの方に笑顔を向けた。

「みんな……ちょっとヒロイン助けてくる」

　俺おれは駆けた。部屋の床を霊力加速クイツクで疾しつ走そうし、セリアへと迫せまった。再び襲い掛かるプラズマの嵐あらしをかきわけ、俺は戦意も闘とう志しもない、穏やかな気持ちでセリアのもとへ走る。

　俺は、セリアと戦っているんじゃない。セリアを助けようとしているんだ。

『ずっと一緒にいてくれますか？』そう言ったセリアの姿を思い出しながら、俺は想おもう。

　セリアの気持ちを大切にしたい──草薙剣クサナギノツルギが、温かい光を帯おびる。

　セリアの笑顔を守りたい──草薙剣が、神々しく金色に輝く。

　セリアの夢を叶かなえて、苦しむセリアを救いたい──草薙剣が、俺の願いに応こたえる。

　俺は、愛するセリアを慈いつくしむようにほほ笑んだ。草薙剣をかざすと、俺に襲い掛かった漆黒のプラズマが消滅。真紅に光るセリアの目が、大きく見開いた。

「大好きだよ、セリア」

　草薙剣をセリアに振り下ろす。金色に輝く刀身が光の粒子になって、セリアの体を通り抜けた。優しい光が部屋を満たして、セリアの体を包む衣やプラズマが消滅した。
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　ヤマトタケルの伝説をひも解くと、とある事実が見えて来る。草薙剣を手に入れる前、西日本を冒険する彼の記述では、邪じや悪あくな神々を『殺した』と明記されている。なのに草薙剣を手に入れた後の、同じく邪悪な神々を退治して回った東日本の遠征では邪悪な神々を『滅した』『言こと向むけ和わ平へいした』とあるのだ。

　確かに、草薙剣は神を善悪の区別なく殺す神殺しであり魔王殺しだ。けれどその真しん骨こつ頂ちようは『殺す』事では無く『救い和平する』事にある。すなわち、草薙剣が持つ本当の魔王殺しとは、邪悪な力だけを滅して、邪悪な神を清きよらかな聖神へと浄化する事にある。


　　　◆



　セリアの瞳ひとみからは真紅の光が消えて、俺を映すその目には、温かい涙が浮かんだ。

「アキトさん……私……私……」

「おかえり、セリア」

　俺とセリアは、互いに抱き合いながら唇くちびるを重ねて、初めてのキスをした。

　セリアは幸せそうにはにかんだ笑顔で口を離して、目から涙をこぼした。

　そこへ、姉さんが申し訳なさそうに咳せき払ばらいをする。

「えーっと、こほん。あのねセリアちゃん。感動のキスをしているところ悪いんだけど」

　姉さんの視線が下がる。セリアは俺から離れてから首を傾かしげると、ゆっくり自分の体を見下ろした。

「!?　イヤァアンッ！　なんで私、ハ、ハダカなんですかぁ!?」

　全身の肌はだを桃色に染めながら、感情たっぷりの口調と声だった。セリアは両手でおっぱいと局部を隠して、俺おれに背を向けてしまう。そんな事をするものだから、ボリューム感溢あふれ、かつキュッと上にひきしまったお尻しりが丸見えになる。

「ッッ。サ、サードサモン・ルシファー！」

　セリアは第三召喚形態サードサモンの衣装で大事な部分を隠して、それでも衣装の上から胸元や局部を手で押さえている。

「はうぅ……また、全部見られてしまいました」

　そして、俺らはセリアの格好に度肝を抜かれた。

「ちょっ、セリアお前、その格好！」

「え!?　まだどこか見えちゃっていますか!?」

　セリアは恥ずかしそうに自分の体を確認して、言葉を失った。

　なんと、セリアの衣装が、黒から白に変わっているのだ。

　漆黒の翼つばさも、今では純白の翼に変わっている。

「どうやら、堕天使長ルシファーが浄化され、元の天使長に戻ったようじゃな」

　百ゆ合りの言葉に、誰だれもが気付いた。つまり、もうセリアは。

「セリア、お主ぬしはもう魔王使いではない、天使使いじゃ。祝福するぞ」

　百合が優しく笑うと、セリアの目から滂ぼう沱だの涙が溢れて止まらない。今まで、魔王使いを理由に隔離されて、周囲から迫害されてきたセリアは、俺に振り返る。












「アキトさん……私、私アキトさんに、どう感謝すればいいか解わかりません……」

　嬉うれし涙なみだでグシャグシャの顔のセリア。彼女の額にキスをして、俺おれは頭をなでてあげた。

「じゃあさ、俺のところに、お嫁に来てくれないか？」

　泣きじゃくるセリアの目から、さらに多くの涙が流れて、セリアは俺に抱きついた。

「アキトさん……大好きっ」

　俺とセリアは、また熱いキスを交わした。サタンが拍手を送って来たのはその時だった。

「貴方あなた凄すごいわ。まさか、恐怖の大王を浄化するなんて、本当に、途方も無い剣だわ。でも、ちょっと遅かったわね」

　サタンの腕の中で、いつの間にか出血が止まっているジョンが目を開けた。

「っ、ここは……サ、サタン……計画は、黙もく示し録ろくはどうなったんだい？」

　少し苦しそうだが、無事らしいジョンの問いに、サタンは破顔して笑う。

「大丈夫よジョン。人類を滅亡させるアンゴルモアの大王はもうすぐ復活するわ」

　アンゴルモア。その単語に俺は戦せん慄りつした。

　そうだ、ノストラダムスの予言、あれの内容は正しくは『恐怖の大王が現れるだろう。アンゴルモアの大王を復活させる為ために』だ。

　日本の漫画やアニメでは、恐怖の大王の名前をアンゴルモアにして同一視されるが、両者は別物だ。そして恐怖の大王は、アンゴルモアの大王を復活させる存在でしかない。

　サタンは、未いまだ消えない床の召しよう喚かん陣を見下ろす。

「恐怖の大王の降臨を引き金に復活するアンゴルモアの大王。もう、セリアの発する霊力の波長はこの星の核まで届いた。さぁ、今こそ復活の時よ、この惑星の、人類滅亡のシステムが起動するわ！」

　俺は有頂天になるサタンに向かって、草薙剣クサナギノツルギを突き出す。

「アンゴルモアが何者か知らねぇが、倒していいなら簡単だぜ！」

　けれど、サタンは鼻で笑って俺を見み下くだした。

「倒す？　全人類の負の感情を貴方一人が背負えるとでも？」

「どういうことだ？」

　俺が問う間にも、床の召喚陣からは黒い光が溢あふれ始めた。

「アンゴルモアが何者か教えてあげるわ。人類生誕から何百億という人間が生まれたけれど、その中でどれだけの人間が不幸の中で死んだと思うの？　世界なんて滅んでしまえと、人類なんて死に絶えてしまえと願った人がどれほどいたと思うの？　人類の絶望は地の底へ沈み地球の核に集まり、悠久の時を経て一つの意志を持った。草薙剣が邪じや悪あくを浄化し救う救きゆう世せい剣けんなら、アンゴルモアはその逆。悪魔の言葉で滅びを意味するかの大王は、術者の仲間以外は善悪の区別なく、滅ぼす事に特化した神の超越者、滅びそのもの。何百億という人類の負の感情を束たばねた極上の呪のろい。それは私や創造神ですら相手にならないわ！」

　その説明に俺おれがやや気け圧おされると、百ゆ合りが俺の隣に並んだ。

「この世の悪全すべてか？　ならばわしの後輩じゃな。どれ、先輩風でも吹かせてみるか？」

　するとサタンは、またも鼻で笑う。

「人類滅亡のシステムへと昇華したアンゴルモアは、貴女あなたとはすでに別物よ。神を殺す英えい霊れいタケルと、神を滅ぼす災さい厄やくオロチ。同じ神の超越者でも、貴方あなた達たちとはモノが違うわ！」

　サタンが言い切ると、大気が激震する。いよいよ産うぶ声ごえを上げ、この世界にアンゴルモアが生まれるのだろう。召しよう喚かん陣の黒い光は中央へと集まり、人型を造り始めた。

　裸体に骨状の下着を身につけ、血の色のリボンで飾かざられた灰色のロングヘアーが揺らめく。下着から伸びる骨の触しよく手しゆは幾つにも枝分かれして、先端が鋭するどい凶器になっていた。

　同じ悪の集合体だからか、雰ふん囲い気きがどことなく百合に似ている美女だった。左右で色の違う、赤と紫のオッドアイの奥には狂気を宿し、目が合っただけで常人なら気が狂ってしまうだろう。禍まが々まがしいオーラ、その言葉がここまで似合う奴やつもいない。

　アンゴルモアに比べれば、アカ・マナフなんて可愛かわいいものだ。

　深海のように重たいマナフの空気とは違い、アンゴルモアのソレは熱いマグマだ。

　表現しようと思えば色々とあるんだろうけど、解わかり易やすく言えば、今なら恐怖の大王が小物に感じる。筆ひつ舌ぜつ尽くしがたい重圧というのは、こういう事を言うのだろう。

　俺の目の前に、破壊光線が迫せまっていた。

「え？」

　すんでの所で、百合が手で受け止め防ふせいでくれる。あの百合が歯を食いしばり、全力で抑え込む。その結果、大人形態の百合の手が焼け焦げる。

「ッッ、日ヒ緋ヒ色イロノ金カネ並の強度を誇るわしの肌はだを焼きおるとは……仕方あるまい、鱗うろこを使おう」

　一瞬、百合の全身に翡ひ翠すい色の光が走った。これで百合は人の姿を保たもったまま、本来の力を出せるらしい。八つの頭と尾を持つ、山のように巨大な蛇へびの姿。その戦闘力を人の形に圧縮した百合は本来ならば無敵のはずだが、アンゴルモアの前では少しも安心出来ない。

「秋あき人と。わしの加護で、お主ぬしの肉体強度も今のわし同様、日緋色金以上にしておく。あやつを倒すぞ。わしとお主の二人でな！」

　百合の提案に、俺は闘とう志しに燃えた笑顔で答える。

「ああ。良く考えれば初めてだな。こうしてお前とタッグで戦うのは」

「今までは過保護なお主がわしの戦闘を認めなかったからの。セリア達は散々戦って来たというに。じゃが、そろそろ本ほん妻さいの務つとめを果たそうかの」

「頼むぜ俺の脳内嫁」

「ああ、あやつを倒さねば、チュリスがお膳ぜん立だてしたハーレム生活が頓とん挫ざしてしまう」

　軽口を叩たたくのはここまで。俺と百合は、人類滅亡の大王、アンゴルモアと対たい峙じして、コンマ一秒で地球上から姿を消した。そして……それは神話の大戦だった。

　星明りの下、地球の丸みが解わかる天空で、自然災害級のエネルギーを乱発しながら、俺おれら三人は喰くらい合う。大地を割る百ゆ合りの拳こぶしがアンゴルモアの腹にメリ込む。空を裂く俺の剣撃がアンゴルモアの肩に食い込む。そして、世界を滅ぼすアンゴルモアの手から放たれた光線が俺らを焼やき焦こがす。鎧よろいと着物に穴を開けられ、俺と百合は激痛を噛かみ殺ころして吼ほえる。

　神を超越した蛇へびと人と滅び。俺らの限界を越えた戦いは、既に神話の域を越えて魂を削けずり合う。でも、二対一の俺らの戦いは、俺と百合の劣勢だった。

　けれど退ひけない。ここで退けば、ここで俺と百合がやらなければ全すべてが失われるのだから。俺と百合は血を吐き、骨を軋きしませ、なおも滅びの王へと挑み続けた。
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　その頃、地上に残された美み夏なつは最終召喚形態ラストサモンとなり、飛び立とうとする。

「まってミナツさん、加勢ならあたし達たちも行きます」

　ブリジットに呼び止められて、美夏は頭かぶりを振った。

「駄目よ。空から感じるこの霊力……悪いけど、第三召喚形態サードサモンしか使えないみんなじゃ足手まといなの。私だって、どこまで役立てるか解らない」

　ブリジット、アイリーン、チュリス、そしてセリアの四人は、己の無力を悔くいた。

　百合から、最終召喚形態に至れるよう特訓を受けていたのに、この最終局面には間に合わず……そして自分達はここに来てからまだ何もしていない。

　秋あき人とがサタンと戦う時も、恐怖の大王となったセリアを救う時も、ただ見ていただけだ。

　四人は目に溜たまった涙を腕で拭ぬぐうと、その場で解放召喚オーバーフローをした。

　力として召しよう喚かんされた持ち霊達は会話などできない。だが、その場に呼び出した持ち霊に抱きついて四人は涙ながらに叫ぶ。

「あたしと合体してデュラハン！　でないと、二度とアキトに愛しているって言えない！」

「ハスター！　ワタクシの愛するアキトを助ける力を下さい！」

「ケムエル、ボクが力不足なのは知っている。でも、でも今だけはお願い、ボクに力を！」

　そしてセリアは、美しい聖なる天使に戻ったルシファーに訴うつたえる。

「ルシファー。アキトさんは、私を助ける為ために、いつだって自分を犠牲にしてくれました。だから、だから私も自分の命にかえてもアキトさんを守りたいんです。私は、アキトさんと一緒に戦いたいんです。ルシファー……私は、アキトさんに死んで欲しくない！」

　四人の目から涙が落ちた時、召しよう喚かん霊れい達の目には正気が戻る。百合のように自然な笑みを浮かべ、自身の契約者の頭をなでた。セリア達が見上げると、四人の召喚霊は言う。

『愛する者の為に命をかけて戦う。だから、私達召喚霊は人間が好きなのよ』

　四人の召喚霊は、四人の少女達の体に吸い込まれていった。


　　　◆



「弟ちゃん！」

　戦いのさなか、声の主ぬしを見下ろす。地上には姉さんを含めた五つの影が見えた。

「みんなどうして来たんだ。ここは危険だから早く……みんな、まさかっ」

　俺おれの視線の先では、第三召喚形態サードサモンとは違った姿のセリア達たちがいた。

　ブリジットは真紅の鎧よろいをまとい、バイクにまたがった戦いくさ乙おと女めのようだった。

「加勢するわよアキト。デュラハンの原型、戦女神ヴァハの力を見せてあげるわ！」

　アイリーンは黄色いドレスに金色の風をまとい、ハスターと同じ黄衣の女王のようだ。

「アキト。貴方あなたの第一夫人が助けに来ましたわ。初めての共同作業を致しましょう」

　チュリスは白銀の鎧に身を包み、天上世界を守る天界戦士然といった格好だ。

「アッキー。やっぱりアッキーの隣にはボクがいないと締まりませんね♪」

　最後にセリアは、神々しい純白の衣装に身を包み、魔王でもなんでもない、本当に清きよらかな聖女様、いや、女神を思わせる姿だった。

「アキトさん。私も、私達も戦います！　だってアキトさんがヒーローなら、私達はアキトさんのヒロインだから！」

　美み夏なつ姉さんが笑顔で補足する。

「それも、守られるお姫様じゃなくて、一緒に戦う女ヒーロー系のね♪」

　みんなの言葉と笑顔で、俺の胸に熱いものがこみあげる。

「感謝するぜ……みんなは最高の仲間、いや……最高のヒロインだぜ！」

　全員で笑みを交わし合うと、俺と百ゆ合りを含めた七人は、一斉にアンゴルモアへと向き直った。英えい霊れい、悪竜、不死鳥、戦女神、風神、戦天使、天使長。この七人を前に、滅びの大王アンゴルモアは怖おじる事無く、奇声を発する。

　だが、両手に滅びの力を蓄たくわえるアンゴルモアは、赤い光の矢にはね飛ばされる。赤い光の矢の正体はブリジット。神速のバイクは真紅の車体で紅ぐ蓮れんの尾を引きながら大空を疾しつ走そう。

「ブリジットって名前の意味を教えてあげるわ。それはね、炎の矢よ！」

　そのまま連続して、アンゴルモアを四方八方からはね飛ばして弄もてあそんだ。

「のろ過ぎなのよあんた。トロい女は男に逃げられるわよ？」

　続けて、骨の触しよく腕わんでブリジットを追うアンゴルモアを、大気の絶ぜつ叫きようが呑のみこんだ。

　アイリーンが放った衝撃砲の力は、今までの比ではない。アンゴルモアは全身をきりもみ状に回転させながら、宇宙へ突き抜けそうな勢いで打ち上げられる。

「ワタクシと踊るには、優ゆう雅がさが足りなくてよ」

　上昇し続けるアンゴルモアを、チュリスと美夏姉さんが笑顔で追い抜いた。

「ボクのアッキーに手を出した天罰、受けてもらいますよ♪」

「私の弟ちゃんに手を出した神罰も一緒にね♪」

　チュリスと美夏姉さんが放った業ごう火かが、今度はアンゴルモアを叩たたき落おとす。

　二つの炎は合体して、太陽の温度すら越えていそうだ。

「貴女あなたを召しよう喚かんするカギが私なら、私が貴女を止めます。アンゴルモアさん、眠って下さい！」

　セリアが伸ばしたプラズマの触しよく手しゆが、アンゴルモアの四肢にまきついて拘束。空間に固定した状態で、セリアは極大のプラズマビームを放った。

　アンゴルモアは骨の触しよく腕わんを盾たてにしようとするが間に合わない。

　固定されている為ため、アンゴルモアは吹き飛ぶことも出来ずに全エネルギーを真正面から受け止める。セリアが作ってくれたチャンスを逃さず、俺おれと百ゆ合りもセリアの隣に並んだ。

「天照あまてらす世せ界かい!!」

「業ごう火か万ばん雷らい!!」

　チュリスと姉さん以上の、極限極大の熱波がアンゴルモアを焼き尽くす。灼しやく熱ねつの炎の中で、アンゴルモアは骨の触腕を動かす事もせず、口からは悲ひ鳴めいのような声が漏れている。

　いける！

　みんなが同じ感情を共有しているのが解わかる。このまま押し切ろうと、他のみんなも霊力を使いきる勢いで大技を放った。チュリスと姉さんの炎と、アイリーンの衝撃砲が唸うなりを上げる。ブリジットのバイクに荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが構こう築ちくされて、極ごく太ぶとの破壊光線を放つ。

『いっけぇえええええええええええええええええ！』

　みんなの全霊力を限界以上に使った、最大攻撃を殺到させた飽和攻撃。日ヒ緋ヒ色イロノ金カネでも一秒ともたないであろう破壊力の中心で、アンゴルモアは猛たけり狂う。

「ッ、まずいぞ秋あき人と、皆の者！　逃げよ！」

　百合の指示は間に合わない。俺らの攻撃を引き裂き、アンゴルモアの触腕が閃ひらめいた。鋭利な骨の先端がみんなの体を貫く。すぐに対応できたのは、不死身の美み夏なつ姉さんだ。

　姉さんは骨こつ腕わんが引き抜かれると、体を再生させながら素早くセリア達たちを回収。みんなの怪け我がを治しつつ、安全圏まで避難させてくれる。俺と百合は、日緋色金以上の肉体強度に合わせ、咄とつ嗟さに張った霊力障壁シールドでなんとか致命傷から逃れていた。

　みんなは姉さんのおかげで傷は治ったものの、霊力を消しよう耗もうし過ぎてかなり苦しそうだ。対するアンゴルモアは、傷付いているのは衣装だけ。キメ細かい肌はだは美しく、綺き麗れいなままだ。さしもの百合も焦しよう燥そう感かんを隠しきれず、表情を歪ゆがませた。

「くっ、このわしが、ここまで苦戦する相手がおるとは……」

　そんな百合の横顔を見て、俺はとある考えを思い出す。昔から何度か考えて、机上の空論にしていた事だ。俺に取とり憑ついている百合は、俺の思考を感じてハッとする。

「待て秋人。確かにそれなら奴やつを越えることはできよう。じゃが、お主ぬしの体が持つか……」

「解っているよ。でもよ、もう俺はさっきから魂こん力りよく使いまくって寿命削けずっているんだぜ。そんなの今更だろ。な？」

　俺が歯を見せて笑うと、百合も笑った。

「心得た！　では行くぞ秋人！」

　言うや否や、百ゆ合りの着物が光の粒子となり、百合は生まれたままの姿になる。

　神々しささえ感じる百合の裸体を前に、俺おれは手を伸ばす。百合も俺に手を伸ばした。

「秋あき人と、告白するとな、ずっとこうして欲しかったのじゃ。ずっと、ずっとお主ぬしと一つになりたかったぞ」

「いやらしい言い回しするなよ。でも、子供の頃から夢見ていたんだぜ。この時をさ」

　百合と体を重ね合わせると、百合の体が俺の中に溶け込む。

「白しら鳥とり大だい明みよう神じん大和武命やまとたけるのみこと！　高こ志し之の八や俣またの遠お呂ろ智ち！　二重召喚形態デユアルサモン！」

　俺と百合は、文字通り一つの存在になった。

　百合の力が俺の中に流れる。いや、もう俺の体じゃない、俺と百合は一つになったんだ。

　俺の体と鎧よろいの傷は癒いえ、目は鬼ほお灯ずきのように赤く光る。

　鎧は神々しい紅あかと白を基調とし、腰布は淡い翡ひ翠すい色を帯おびて揺らめく。反面、肩や腰などにはこの世の悪全すべてであるオロチを模もした装甲や籠こ手てが構こう築ちくされた善悪融合。神を超越した究極の善と悪、その両方が俺の肉体であり武装だった。

　万民を救い続けた救世主タケルと、神々を滅ぼし続けたこの世の悪全すべてであるオロチ。二つの力と融合して、人間に過ぎない俺の要素、俺自身は二つの力に潰つぶされそうになる。

　でもだからどうした？　それでみんなを守れるなら安いものだ。

　俺の腰には、草薙剣クサナギノツルギの力が宿ったＡエイＦエフが左右に四振りずつ構築され宙に浮いている。

　新武装であるソードビット、ヤツルギ。その正体は反はん粒りゆう子しをまとう高周波刀ヴアイブロ・ブレードだ。

「無敵のヒーロー！　アキトマン・デュアルモード参上だ！　おいアンゴルモア、ヒーローが土ど壇たん場ばで合体変身したって事が、どういう事か解わかるか？」

　俺は両手で抜刀、二刀流で霊力加速クイツクした。

「勝つ要素しかないって事だ！」

　アンゴルモアは、幾つにも枝分かれした骨こつ腕わんで一斉に俺へ刺突を放つ。俺は、その邪魔な骨腕を両手のヤツルギで苦もなくぶった斬ぎり、解放した破滅の光で消し飛ばす。さっきの飽和攻撃にも耐えた骨腕が、紙きれのように頼りなかった。

　宇宙最強の破壊物質、反粒子。その威力は一撃で地図を書き換えさせるが、生成には時間がかかる。だが、俺の得物は左右四振りずつある。一振りの反粒子を使い切れば、鞘さやに戻して新たな刀を抜けばいい。三振りの反粒子を使い切る頃には、最初の刀は反粒子の充じゆう填てんを終えている。俺のヤツルギは骨腕に触れるごとにゼロ距離で反粒子ビームを放ち、ついにはアンゴルモアの骨腕を全て消し飛ばす。だが、アンゴルモアもただやられていたわけではない。骨腕で稼いだ時間で、両手には十分すぎる滅びの力を蓄たくわえていた。

　漆黒の輝きをまとった、極大の破壊光線が俺に向かって放たれる。

「ヤツルギ！　ソードシリンダー！」

　俺はヤツルギの切っ先をアンゴルモアに向けた状態で円環状に展開。全ての反粒子を解放して破壊光線と相そう殺さいさせた。代償としてヤツルギの刀身は全すべて砕け散ったが問題ない。

「百ゆ合り！」

　──受け取るが良い秋あき人と。ＡエイＦエフではない、これが正真正銘、本物の草薙剣クサナギノツルギじゃ！

　草薙剣は、本来オロチの体からスサノオが見つけたものだ。その後は色々な人の手に渡り、最後は源げん平ぺい合がつ戦せんの中で安あん徳とく天てん皇のうと一緒に水没したと言われる。しかし、この時の安徳天皇はオロチの化身で、自身の一部である草薙剣を取り戻しに来たという伝説がある。

　そう、草薙剣のオリジナルはオロチの、百合の元に帰ってきている。

　俺おれの右手に光が集まり、金色の草薙剣となる。剣から溢あふれだす霊力はＡＦの比では無い。

　当然だ。日本神話最強の戦神スサノオ。彼の愛剣でありオロチを退治した神しん剣けん天アメノ羽ハ々バ斬キリは、それこそエクスカリバーやバルムンクにも劣らない最強の剣だった。

　なのに、スサノオがオロチの体を解体した時、天羽々斬は体内の草薙剣に当たった途と端たん刃が欠けたのだ。神を滅ぼす災さい厄やくオロチの中で鍛きたえられた剣もまた、神剣を凌りよう駕がする超常の存在だったのだ。

　──自画自賛させてもらおう。以前、日ひ上がみは天地創造の槍やり、天アマノ逆サカ鉾ホコをランクＥＸなどと言ったが、わしの剣はランクＥＸを凌駕しておるわ！　行くぞ秋人！

「ああ、行くぜ百合。そして覚悟しなアンゴルモア。てめぇの罪は三つだ。一つ、俺の嫁達たちを傷つけた事。二つ、俺の姉ちゃんを傷つけた事。そして三つ、俺のヒロイン達を傷つけた事だ！　もう、全裸で三つ指突いて土下座したって許ゆるさねぇぞ！」

「■■■■■■■■■■■■■■■■」

　異い形ぎようの咆ほう哮こうを上げながら迫せまるアンゴルモアと、俺は撃を交まじえる。

　アンゴルモアの破壊光線を草薙剣で弾はじきながら、俺はアンゴルモアの体を斬きり裂いた。

　草薙剣はアンゴルモアの肌はだを傷つける事無く、彼女に一ひと太た刀ち入れるごとに彼女の霊力を大きく削けずる。けれど削った霊力は回復することなく、また、アンゴルモアの体力も削って、みるみる彼女の動きが悪くなっていく。アンゴルモアは辛つらそうに息を荒げて、必死の形ぎよう相そうで俺に破壊光線を放ち、殴り、蹴けり、噛かみつこうとする。

　でも俺はその全てを避け、弾き、いなし、カウンターの一撃で彼女の体を両断し続ける。

　アンゴルモアの邪気が浄化されているのが解わかる。今の俺は、攻撃の全てがセリアを救った魔王殺しの技、言こと向むけ和わ平へいとなっていた。

「アンゴルモア。お前が世界の滅亡を願った人達の想おもいの結晶なら、お前の存在は俺らの罪だ。でも、だからって今のお前を受け入れる事は出来ない。俺らは滅びない。俺はセリアと、いや、セリアだけじゃない。セリアやブリジットやアイリーンやチュリスや美み夏なつ姉さんや美み冬ふゆと、そして百合と一緒に未来へ行かせてもらうぜ！　それにだ！」

　弱体化を続けるアンゴルモアの体を刻みながら、俺は声を張り上げる。

「お前の先輩の百合が幸せになってんだ。お前も自分の生まれた理由なんか捨てて、幸せになれるはずだ！　人類滅亡のシステム？　そんなくだらねぇ仕事、さっさと転職しろ！」

　アンゴルモアは破壊光線を放とうとして、だが両腕が上がらない。もう、彼女には今までのような力は残っていないのだ。

　──そろそろしまいとするぞ秋あき人と！

「ああ、これで終わりだ！」

　俺おれがトドメの一撃を放とうと草薙剣クサナギノツルギを振り上げると、アンゴルモアは悲ひ鳴めいを上げながら無む理り矢や理り両手を上げて、俺の肩に掴つかみかかってきた。両手からゼロ距離で破壊光線が解放されて炸さく裂れつ。漆黒の爆発が荒れ狂う中、アンゴルモアはなおも破壊光線を放ち続ける。

　満まん身しん創そう痍いで、死力を尽くして俺を滅ぼそうとするアンゴルモア。俺も、死力を尽くして抵抗した。けど、世界を滅ぼす力の前に、流石さすがに俺も無事では済まない。

　そんな破壊の嵐あらしの中、俺の耳にはみんなの声がハッキリと聞こえた。

「アキト負けないで！　あんたなら絶対勝てるから！」

「ワタクシは信じていますわ！　アキトの勝利を！」

「勝つんだアッキー！　ここで挫くじけちゃダメですよ！」

「勝って弟ちゃん！　世界の為ためでも人類の為でもない！　自分の守りたい人の為に!!」

　最後に、セリアが涙ながらに力をくれる。

「アキトさん!!　勝ってぇえええええええええええええええええええええええ!!」

　──あぁ、勝つさ。本当に、愛するヒロインは最高だよ。

　みんなの声援が、俺のヒーロー魂を震わせる。魂が心に、心が肉体に力をくれる。

　──ヒロイン達たちにそんなにお願いされたら、応こたえたくなっちまうじゃあねぇかおい！　だって、ヒーローなんだからよぉ!!

　──勝つぞ秋人！　お主ぬしは春はる樹き二世でも誰だれでも無い！　最強のヒーロー鷺さぎ澤さわ秋人じゃ！

　──ああ！　行くぜ百ゆ合り！　この一撃で世界でも人類でも無い、ヒロインを守る！

　痛みなんて感じない、疲労感なんて感じない。

　俺の体から溢あふれる霊力、いや、救世力で人類を滅ぼすアンゴルモアが弾はじき飛とばされる。

　負の感情が地球の核で集まって意志を持ったのなら、人格や感情があるのだろう。草薙剣を振り上げる俺を前に、アンゴルモアは恐怖したような表情であごを震わせた。

「全人類の負の感情が集まって生まれたアンゴルモア。お前にみんなの未来は奪わせねぇ。だから、あいつらを守る為に、おまけでお前も救われろ！」

　頭上の草薙剣が、太陽の色に輝き、世界を照らし出す。

　夜の世界が、真昼のように明るくなる。

　光の世界で、俺は全すべてを包み込む救きゆう世せい剣けんを振り下ろした。

「天照あまてらす世せ界かい！」

　その日、太陽のような救世の光が、世界を優しく抱いた。













　　　　エピローグ






　アンゴルモアを浄化した日から一週間。俺おれを取り巻く人々には、色々な事が起こった。

　まずパンデモニウムは全員逃亡。サタン以外の全魔王使いが無事なので、これは当然だろう。なのに、現在サタン達たちは全員、なんとパンテオンで働いている。

　これは自慢だが、俺のおかげだ。

　俺は世界の救世主として祭り上げられて、俺もそれにあえて乗っかりまくった。そして世界中が注目する記者会見で、元魔王使いであるセリアを含めた、みんなとの婚約を発表したのだ。世界の救世主が元魔王使いと結婚、という前提の上で、俺はサタンことジョン・スミスの事を好意的に説明。そして救世主というネームバリューを利用して、現在の持ち霊差別社会を痛烈に批判した。

　これはあまり大きな声では言えないが、大衆とは現金なものだ。この前までは持ち霊差別が当たり前だったのに、救世主である俺の批判で、世論は一気に傾かたむいた。ネットでもテレビの街頭インタビューでも『実は私も前々から酷ひどいと思っていた』『持ち霊の性質＝人間性なんて根も葉もない噂うわさを信じる人の気がしれない』『人類は皆平等だ』という意見が大半を占しめた。この変わり身の早さは超がつくほどムカつくが、まぁ許ゆるしてやろう。

　結果、俺の強い要望で、パンデモニウムの全メンバーの指名手配は解除。今まで散々テロ活動をしてきたので、流石さすがに無罪とはいかないが、パンテオンの戦力として働き、社会奉ほう仕しをするのを刑の代わりとした。

　俺の兄貴を殺したアカ・マナフを釈放するのは、最初は抵抗があった。けれど、ラーフと戦った時、兄貴に会えたからだろうか、ギリギリ我慢してやろうと思えた。

　もっとも……かなり意外な一面だが、ドゥルジなどパンデモニウムの娘達一同でマナフを取り囲かこみ『今度叔お父じ様が悪い事したら私達泣いちゃうんだから』と本当に涙目で言うと、渋々頷うなずいたらしい。考えてみれば、家族にも酷い事をしていたら、ぬらりひょんもマナフの側そばにいなかったろう。人物Ａにとっての悪が、人物ＢやＣにとっても悪とは限かぎらない。マナフは娘達を愛していたり、家族にとってはいい叔父さんだったのかもしれない。リーズさんを殺したのも、国連と通じて仲間を危険に晒さらそうとしたから、という理由がある。

　言っておくが、俺がパンデモニウムの為ためにここまで骨を折ってやったのは、別にジョンにほだされたとか、可哀かわいそうだったとかそんな安い正義感からじゃない。

　えーっとほらあれだ。俺のハーレムにドゥルジとぬらりひょんを加えるためだ。エッチでスケベな俺は自分のハーレムに、中東系の褐かつ色しよく爆乳美少女と日本人のクーデレ系爆乳美少女を追加したくなって、その為にパンデモニウムが社会で暮らせるようにしたんだ！

　あと話は変わるが、世界の犯罪率がちょっとだけ下がったらしい。

　これは俺おれが、人々の負の感情が集まってアンゴルモアが生まれた事を記者会見で説明、世界に悪意がなくならない限かぎり、第二第三のアンゴルモアが生まれると言ったからかな？

　いや、それもあるだろうが、僅わずか一日で学園国家を事実上乗っ取られ、隕いん石せき群ぐんとアンゴルモアで二度も世界滅亡の危機になった原因が、他人に優しくできない社会のせいだとみんなが知ってしまったからだろう。救きゆう世せい剣けんの光が、アンゴルモアごと世界の邪気を浄化したのかもしれないけど、道具なんかで人の気持ちがお手軽に変わるとは思いたくない。

　日常の些さ細さいな場面で、僅かな良心の呵か責しやくに従う人が増えたのかもしれない。

　テレビで環境問題番組を見た人が、急にエコに目め覚ざめるようなものだろう。

　ついでに補足だが、パンデモニウムのメンバーは全員、俺と同じ家族寮の空き部屋に住んでいる。昨日訪ねると、みんな楽しそうに暮らしていた。しかも、サタンやミカボシと一緒に……流石さすがにあれだけドンパチやれば俺の百ゆ合りも含めて存在がバレた。もっとも、もう俺は世界の救世主として連日テレビに引っ張りだこだから、平穏な暮らしなんて今更だ。

　あいつらも特に問題はないようで、昨日も平和な光景が見られた。




「えへへ♥　良かったね日ひ史ふみ。これで普通に暮らせるよ。というわけで平和になったし、これからはいっぱい赤ちゃん作ろうね♥」

　ソファの上で日史は、大人形態の百合に匹ひつ敵てきする爆乳を押し当てられながら、ミカボシに何度もキスをされる。日史はクールな表情を崩さないが、抵抗もしない。

　サタンも他のソファの上で、ジョンの腕に抱きつき、しおらしい表情を浮かべる。

「あのねジョン、今までずっと怖くて聞けなかったんだけど……私が貴方あなたの持ち霊になったの、怨うらんでいない？」

　ジョンは柔らかく笑って、サタンの豊満な体を抱き寄せた。ジョンは少年のように語る。

「怨んでいないよ。だってサタンがいなかったら、僕は子供達たちを助けられなかったもの。むしろ感謝しているくらいさ。それに、サタンを怨んでいたら、君を愛したりしないよ」

　サタンは可愛かわいく泣きながら、グラマーな体でジョンに覆おおいかぶさる。

「私も愛しているわジョン。今夜も、いっぱい愛してね！」




　それを見た俺の感想だが、あーうん、なんて言うかラヴラヴでよかったですねはい。

　あの後、俺がパンデモニウムの女の子達全員（爆乳）に、感謝されながら過激なスキンシップを取られなかったら『助けなきゃよかった』などと酷ひどい事を呟つぶやいたかもしれない。

　まぁ、俺は俺でリアルが充実しているからいいんだけどさ。

　今日は日曜日の昼で、リビングの床に座る俺は最高に幸せだった。

　俺の右側からセリアが、左側から大人形態の百合が抱きついて来て、他にもブリジット、アイリーン、チュリス、ドゥルジ、ぬらりひょん、そして俺に浄化されたアンゴルモアが俺おれの後ろや前から抱きつき、手足や頭を抱き寄せている。

　女の子の甘い香りに包まれて、ハーレムの中で甘さに酔よってしまいそうだ。

　その側そばでは姉さんが『不健全は駄目なんだから』とか言いつつ俺に体を押しつけて、美み冬ふゆが『兄さん、すぐにみんなから離れて下さい』とか言いつつ俺の右足を抱き寄せ引っ張って来る。ちなみに今は、俺の嫁の中で誰だれが一番魅み力りよく的かという勝負の最中らしい。

　そしてたまたま訪ねてきた日ひ上がみは、俺らの様子を眺めながら頭を抱えている。

「世界の救世主がハーレム王？　いやしかし英えい雄ゆう色を好むと言うしアリなのか？　だが愛は一つであるべきで、けど一いつ夫ぷ一いつ妻さいか一いつ夫ぷ多た妻さいかは各国の文化の問題で一夫一妻が正しいと言うのは異文化の否定になるのか……春はる樹き先輩！　私はどうすればよいのですか!?」

　何やら日上は、一人で勝手に苦悩していた。そういえば、兄貴って持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきをすればたぶんまた会えるよな？　今度やってみよう。

　などと考えている間に、みんなが上気した顔でますます俺に迫せまって来る。

「ほらアキト、赤髪赤髪」

「金髪ですわよ」

「アッキーは茶髪が好きなんだもんね♪」

「ぎ、銀髪ですよ」

「アキト、褐かつ色しよくの肌はだっておいしそうだと思わない？」

「……黒髪は、嫌い？」

「弟ちゃんはお姉ちゃんの濡ぬれ羽ば色いろの髪が好きなんだもん！」

「妹好きでシスコンの変態幼女マニアの兄さんはお説教が必要です。こっち来て下さい！」

「秋あき人と、わしならロリ、ガール、アダルト、一人で三度おいしいぞ」

「私を解放してくれて感謝しております。アキト、あのアンゴルモアの大王を抱いているという優越感と背徳感に興味はありませんか？　胸の大きさも、アキト好みですよ？」

　全身を女の子のやわらかい体に包みこまれながら、みんなの体温で熱されて、俺はもう今にも蒸発しそうだ。こんなに幸せでいいのだろうかと自問していると、百ゆ合りが一言。

「このままでは決着がつかん。のう皆みなの衆しゆう、ここからは全裸で対決といかぬか？」

　みんなが返答をする前に、俺の脳内で三さん千ぜん世せ界かいを埋め尽くす妄想が広がる。俺は妄想だけで鼻血を流して、視界がブラックアウトした。

　意識を失う直前、みんなとの密着度がさらに上がり、みんなが俺の名前を呼ぶ。

　ヒロイン達たちの体で窒息する中、俺は悟った。

　そうか、これがヒーローになった者の宿命なんだな。

　草くさ葉はの陰かげから、兄貴が『違うぞ』と言った気がする。


　　　◆



　夜になってみんなが帰った後の深夜。俺は自室のベッドで寝ながら、少しだけ優しく変わった世界に思いを巡らせた。もし本当に、あの事件の影響で世界の人が他人に優しく出来るようになったとしても、いつかみんなあの日の事を忘れて、世界はまた元に戻るんだと思う。優越感を得る為ために他人を差別し、自身の欲望を満たす為に他人を犠牲にして、憎み合い、犯罪を犯し、戦争をして……人類の歴史は一生変わらないのかもしれない。

「空むなしいのかや？」

　あの日以来、大人形態を続ける百ゆ合りが実体化して、俺おれの隣で横になりながら顔を覗のぞき込こんで来る。でも俺は、穏やかに笑って百合の頬ほおをなでた。

「別に、だって俺には関係ねぇもん。そういうのをなんとかするのは警察と軍隊と政治家の仕事だ。世界の事は大人に任まかせて、子供の俺は勝手にやらせてもらうぜ。だって俺は世界のヒーローじゃない。セリア達たちのヒーローだからな」

　その時、ノックの後に部屋のドアが開いて、セリアが緊張した顔で入って来た。

「どうしたんだセリア？」

　百合は空気を読んで、俺の中に戻る。俺が起き上がってかけぶとんから出ると、セリアは部屋の電気を点つけて、ベッドの上でアヒル座りになった。

　セリアの顔がだんだん赤くなっていく。その様子が妙に可愛かわいくて、俺はまた幸せな気持ちになって来る。本当にセリアは俺のパワースポットだなぁ。

　俺はちょっと調子に乗って、セリアを抱き寄せた。

「どうしたんだセリア、何か相談事かな？」

　セリアの抱き心地を堪たん能のうしながら、おでこにキスをさせてもらう。

　するとセリアは顔を上げて、熱っぽく俺を見つめてくれる。

「アキトさん……一つだけ、わがままを言ってもいいですか？」

「言ってご覧、セリアのわがままなら何でも聞いちゃうぞ」

　俺が承諾すると、セリアは慌てて首を振った。

「いえその！　すごいわがままなので！　それにその、アキトさんに決定権がある内容なのでそう言われたら、はうぅ……」

　耳まで赤くしながら、セリアは俺の首くび筋すじに顔をうずめる。

　やばいな。そろそろセリアの可愛さが致ち死し量りように達たつしてきている。

　俺は今日も、セリアの可愛さに胸がキュンキュンしっ放しだ。

「……あのですね」

　セリアはいじらしいほどにためらいがちな視線で俺を見上げて、桜色の唇くちびるを開く。

「前に、一番でなくても、愛してもらえるなら構いませんって、そう言いましたよね？」

「ん？　おう」

「あの時は、本当にそう思っていたんです。愛されれば、何番目でもいいって。なのにアキトさんは、私を助ける為にジョンさんと戦って、私のルシファーを天使に戻してくれて、そんなにされたら、ますます好きになっちゃいます」

　好きな女の子に好きって言われるのっていいよな。本当に何度でもドキドキしてしまう。

「でも訂正します。私は、アキトさんの一番になりたいです」

「え？」

　俺おれの心臓が大きく高鳴ると同時に、セリアは俺と唇くちびるを重ねた。ほんの短いキスの後に、セリアは濡ぬれた瞳ひとみに俺を映した。

「他に何人お嫁さんがいてもいいです。いいえ、大好きな皆さん達たちと一緒に愛してくれたら最高です。でも、その中で私は一番に愛して欲しいんです。でも、こんなおねだりで一番になったら、フェアじゃないです。だから私のわがままは、私の夢を、皆さんと一緒にアキトさんの一番を目指すに変更させて下さい、です」

　どんだけ控ひかえめなんだよセリア!?　ドゥルジあたりなら全裸で俺の貞操奪って『最初に処女を捧ささげたんだから私が一番よね？』ぐらいやりかねないぞ！　ていうかさっき、いつかそうすると予告された。

「ダメ……ですか？」

　小首を傾かしげるセリアの可愛かわいさにメロメロになりながら、俺はにっこりと笑う。

「駄目なんかじゃないさ。セリアがそう言ってくれて俺、すっごくうれしいぞ。俺も、セリアにもっともっと好きになってもらえるよう頑張るから、一緒に頑張ろうな」

「アキトさん……」

　そして、最初に会った頃は無口無表情で無感動だった銀髪美少女のセリアは、温かい涙をいっぱいこぼしながら、うれしそうに頬ほおを染めて、自分の気持ちを口にした。

「はい♥　うれしいで…………とても、いいえ、すごくうれしいです……」

　セリアは幸せそうに笑った。その時に見た笑顔は、俺の人生を変える程に綺き麗れいだった。

　どちらからともなく、俺とセリアは互いの口を求めあった。何度も、何度も、ちょっとエッチなくらいに互いの唇を求めあいながら、お互いの存在を確認するように抱き合った。




　これが、自分の夢を諦あきらめて召しよう喚かん術科から逃げ出して、平凡な人生を歩んでいた俺と、魔王使いの少女セリアが出会って約一ヶ月間の物語。

　女の子を守る為ために国際テロ組織パンデモニウムや国連軍パンテオンと戦って、ヒーローになる夢を取り戻して、学園序列一位になって、幼おさな馴な染じみの女の子達を含めた美少女達と婚約して、魔帝サタンと恐怖の大王とアンゴルモアの大王に勝って世界を救った、俺の人生でもっとも波乱万丈で密度が高くて大変で、だけど幸せな一ヶ月だ。

　世界の救世主なんて言われても、俺には世界を守る気なんてさらさらない。

　だって、俺は世界を守るスーパーヒーローじゃない。

　セリアを守る、セリアのヒーローなんだから。












あとがき




　皆様お久しぶりです。鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　独立学園国家の召喚術科生ヒロイツク・スレイヤーはこれをもって完結となります。

　ここまで読んでくれた人はありがとうございます。

　ヒーローを諦あきらめた少年が一人の少女と出会い、再びヒーロー道を歩む、約一ヶ月の物語はいかがだったでしょうか？　私は色々な女の子を書けて楽しかったです。

　ロリロリな百ゆ合りとか美み冬ふゆとか。幼おさな馴な染じみのブリジットにチュリスにアイリーンとか。

　ブラコン巨乳お姉ちゃんの美み夏なつとか！

　黒髪着物巨乳美少女の少女形態百合とか！

　銀髪クール爆乳美少女のセリアとか!!

　着物クール爆乳美少女のぬらりひょんとか!!

　中東系ハイテンション爆乳美少女のドゥルジとか!!

　黒髪着物爆乳美女の大人形態百合とか!!!!

　え？　貧ひん乳にゆうキャラが少なすぎないかですって？　何をおっしゃいますか皆さん。『貧乳はステータスだ！　希少価値だ！』と言うではありませんか。つまり、貧乳キャラとは数多あまたの巨乳爆乳キャラ達たちの中に一人二人だけいてこそ最大の真価を発揮するのです。

　周りが巨乳爆乳揃ぞろいで、自分だけ慎ましい胸なのを気にしているヒロイン。可愛かわいいじゃないですか。そこへ、今このページを読んでいる紳士諸君が優しく手を取り声をかけてあげるのです。これが宇宙の真理です。

　ところで、話は変わりますが主人公の秋あき人とが今まで誰だれも殺さなかったのは、本作におけるヒーローが悪を倒す存在ではなく、困っている人を救う存在だからです。

　だから秋人はいつもセリアを笑わせるのには必死ですが、悪い奴やつを探そうとかはしません。世界のどこでどんな事件が起きても警察に任まかせて、自分はセリアを、自分のヒロインを救うために動きます。

　では皆さん、次はもっと多くの読者が楽しめるよう、もっと良い作品を書きます。

　やはり前回の自分を越えるのが男だと思いますし（笑）。

　デビュー作の『忘却の軍か神みと装甲戦姫ブリユンヒルデ』は『男』をテーマに書きました。

　二作目であるこの『独立学園国家の召喚術科生ヒロイツク・スレイヤー』は『ヒーロー』をテーマに書きました。

　次は何を書かせて頂けるか決まっておりませんが、一度お別れです。

　それでは皆様、誰でも誰かのヒーローになれるという事を忘れないでください。

　わたくしギンパチマンは今日も読者のヒーローを目指して飛び続けます。飛べなくても跳び続けます。ありがとうございました。
















　著者

　鏡銀鉢（かがみ・ぎんぱち）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　受賞作の『地球唯一の男』を改題した

　　『忘却の軍神と装甲戦姫』でデビューした北海道民。




　　真冬の北海道を暖房無しで乗り切るが暑いのは苦手。

　　全男子が楽しめる作品を目指して今日も邁進中。




　イラスト

　パルプピロシ

　　作品内で多くのキャラを描かせていただきましたが

　　またいろいろと勉強させていただきました。

　　ありがとうございました。
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